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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ「中ちゆう原げんへの御お中ちゆう元げんについての忠言」







　暗黒騎き士しは困っていた。

　ポストに、伝書グリフォンが止まっていたのだ。

　手に乗るサイズの、四し足そく獣じゆう。

　鷹たかのような凜り々りしい顔に、ハシビロコウのようなきりっとした目。

　天使のような羽根を持ち、猫ねこのような肉球と爪つめを持つ。

　ペットに最適で、トイレをするところも覚えるし、ご飯の時間も待ても覚える。

　ある程度の言語は理解するし、忠誠心も高い。

（はっ！　あまりの可愛かわいらしさに文を読むのを忘れていた！）

　じっと伝書グリフォンを眺ながめていた暗黒騎士は、早さつ速そくのど元に取り付けられた木の筒つつを取り、中から一通の手紙を取り出した。

「王からだとっ！」

　それは、暗黒騎士が元々いた世界。

　世界征せい服ふくをした帝てい国こくの王。つまり、皇こう帝ていからの密書だった。

　その内容は、こうだ。




　暗黒騎士、ウォルター様。

　あなたが国を離はなれて、早半年。

　そちらの生活にはもう慣れましたか？

　お体など、壊こわしてはいませんか？

　こちらは、相変わらずの平和な毎日です。

　そうそう、あの女を犯おかすことしか能の無いゲスのチビ野や郎ろうが、ぐだぐだと提言してくるので──ヤってしまいました。（笑）

　これで少しは、街から少女が行方ゆくえ不明にならなくて済むかなと思っています。

　ああ、あなたと草原を駆かけ抜ぬけ、山々をぶち壊した日々が懐なつかしいモノです。

　空に躍おどる竜りゆう騎き兵へいを射い貫ぬき、地を這はう移民共を爆ばく殺さつする楽しい毎日は、もう二度と訪おとずれないのかもしれませんね。

　いっそクーデターでも起これば、正義の名の下もとに大だい・虐ぎやく・殺さつ☆が出来るのに。

　そちらでは、新しい趣しゆ味みは見つかりましたか？

　美お味いしいモノは食べていますか？

　人、殺してますか？

　私は最近、グルメにはまっています。

　そちらの世界には、珍ちん妙みような料理や食材が多いと聞きます。

　手て隙すきの折で構いませんので、何かしらご紹しよう介かい頂ければと思います。

　それでは、ますますのご活かつ躍やくをお祈いのりいたします。




「……なんという、なんということだっ！」

　暗黒騎士は、焦あせっていた。

　人を殺すことを趣味にするような、残虐な王。

　その王が、グルメにはまっている訳がない。

「料理を口にするのは、口実だ！」

　王はただ、人を殺したいだけなのだ。

　料理を提供させ、それに難なん癖くせを付けて、殺したいだけなのだ。

「奴やつは……変わらぬな。……いや、私もか」

　王のやり方は、嫌きらいだった。

　全すべてが終われば、時間が経たてば、落ち着いて少しはマシになるかと思った。

　だが、人の本質は、劇的に変わることなど、ない。

　そう育ってきたのだから。

　そう、学んできたのだから。

「さて、どうしたモノか」

　暗黒騎士は悩なやんだ。

　王が今、何を望んでいるのかがわからない。

　ただ単に、何か美味しい食べ物を紹介して欲しいのか。

　それとも──




　暗黒騎士を殺したいのか。




　贈おくり物をすれば、いちゃもんを付けられて殺されてしまう可能性もある。

　贈り物をしなければ、反骨心ありとされ、殺されてしまう可能性もある。

　どっちにしてもダメならば、ここは言う事に従うべきだろう。

「さて、どうしたモノか」

　暗黒騎士は悩む。

　何を贈るべきか。

　贈らざるべきか。

　一人では、答えが出なかった。







　暗黒騎士は一人で悩むのをやめた。

　命に関かかわる問題だ。一人で悩んでいても、決断はなかなか出来ない。

　だが、いつも相談しているマホには、この件は相談出来ないだろう。

　理解して貰もらえるとは思えない。

　御中元を贈ったら殺されるかもしれないなんて。

　相談すべき相手は、同じ境きよう遇ぐう。帝国の王を知っている人物。

　つまり──

　第二の暗黒騎士だ。

　朝、登校した暗黒騎士は、クラスメイトの一人を訪ねる。

　それは、いつもヘッドフォンを付けている、ジト目の幼い少女。

　同い年ではあるが、明らかに年下に見える少女だ。

「ゲイル……いや、田た中なかノイエよ。話がある」

　暗黒騎士は、深刻そうな兜かぶとの感じで言った。

「……私も」

　田中ノイエは小さく、短く返した。

「ということは……お前にも来ていたか」

「伝書グリフォン。白の奴」

「白の伝書グリフォン！　それ超ちよう可愛い奴じゃないのか！」

　暗黒騎士は羨うらやましかった。

　手に乗るサイズの伝書グリフォンは、ペットとして大人気。中でも真っ白なグリフォンは一番人気がある。

「とても」

　ノイエはケータイを取りだして、写真を見せつける。

「くうっ！　なんという美しさ！　私のところにも白が来れば良かったのにぃ！」

　爪とクチバシは黄色。目は澄すんだ青で、それ以外は全て真っ白。

「プリントアウトして、あげる」

「是ぜ非ひに……ってそんな話はどうでもいい。貴様の話というのは、王からの手紙か？」

「そう。食べ物を贈って欲しいと」

「やはりそうか。……どう思う？」

「暗黒騎士を、全て殺すつもり」

「全て殺すは言い過ぎだろう……と否定出来ないのが悲しいところだな。ならばどうする？」

「贈り物をしようが、しまいが、この手紙を受け取ったモノは殺されると思っていい。そしてこの手紙は、現存する暗黒騎士全員に渡わたされている」

「そうなのか！」

　ノイエは、ケータイのメールを見せた。

「あなた以外にも、相談があったから」

「……なるほど。私にも相談があってもいいのに」

「あなたは、帝国から離れた身。連れん絡らくを取っただけで王に殺される可能性もある」

「……そうか。こうして貴様と喋しやべっていること自体、本来はおかしいことなのだな」

「そう。私はあなたとこうして接せつ触しよくしていることすら、報告していない」

「では、どうするつもりだ？　他ほかの暗黒騎士たちも含ふくめて」




「どうするか、悩んでいる。エールリンクの意見は？」

「………………私を、ファーストネームで呼んだ？」

「あ」ノイエは指し摘てきされて、顔を赤く染めて視線を逸そらした。

「ふふ、まあいい。何な故ぜだろうな。帝国にいた頃ころの方が一いつ緒しよにいた時間は長いのに、このたったの数日で、あの頃より距きよ離りがぐんと近づいた感じがする」

「私はそうでもない」

「え！　ファーストネームで呼ぶようになっておいて否定するというのか！」

「で、ウォルターの意見は？」

「呼び方が後退している！　……まあ、贈るべきだろう。どんな結果になろうとも、家臣が王の命には逆らえない」

「私と同じ結論」

「そうか。同じ意見を持つ者と出会えると、ホッとするよ」

「気持ちはわかる」

「で、何を贈るつもりだ？」

「…………それは……」

「いや何、品が重複しないようにしたいだけだ」

「……そう。私は『ブルターニュ産発はつ酵こうバターを使ったサックリメロンパン』にしようと思う」

「な、何だって！　ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパン！　確かにあれはとても良いものだ」

「ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンに初めて出会った時の衝しよう撃げきは凄すごかった」

「ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンならば、私が貰いたいぐらいだ」

「ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンは美味」

「しかし、ふと思うのだが……ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンを一口食べたときブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンであるとわかるだろうか？」

「どういうこと？」

「メロンパン、サックリメロンパン、ブルターニュ産発酵バターを使ったメロンパン、ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンの四つがここにあるとして、ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンがブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンであることを当てられるだろうか？」

「ちょっと待って」

　雄ゆう弁べんに語る暗黒騎き士しを、ノイエが手を出して止める。

「ん？」

「もしかして、ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンって言いたいだけなんじゃ？」

　じとっとした目が、さらに──じとらしさを強める。

「それは貴様もだろう」

「私は、普ふ段だんからこう」

「肯こう定ていも否定もしないか。まあ良いだろう。しかしながらブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンはせいぜい一〇〇円程度だろう？　王に献けん上じようするには少し安すぎやしないだろうか？」

「……一理ある」

　王に献上する品。

　ただの御お中ちゆう元げんですら、ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンでは力不足。安物を献上して、それを理由に殺されるということも考えられる。
















「だが、参考になったよ」

「私も。……ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンは候補の一つにしつつ、他にも用意しよう」

「うむ。私もブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパンに負けないモノを探すとしよう」

「ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパン」

「ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパン……言いたくなったら、止まらないな。さて、ちょっと席を外すぞ。トイレに」

「じゃあ……気を付けて」

「ああ、お前もな」

　暗黒騎士はノイエに一つ笑いかけるような兜の感じを見せつけると、教室を出て腕うでを組みながら廊ろう下かを歩く。

「何か、『これだ！』というモノはないだろうか……」

　ふと、ポスターが目に入った。

　そこにあったのは──

『学園一の美女はダレだっ！　ミスコン開かい催さいっ！』

　いつからそこに貼はってあったのかすら知らない。

　なんの興味もないイベントだ。

「こ、これはっ！」

　だが、今、暗黒騎士はある文面に着目した。

　優勝賞品──

『学園長が築つき地じで競せり落とす予定の黒マグロ丸々一尾び』

（なんという！　なんという絶好のチャンス！）

　二位はとらふぐ。三位はシマアジ。と、学生が貰っても困るような魚ぎよ介かい類るいばかり。

　だが、それは暗黒騎士の目には、とても魅み力りよく的に思えた。

　暗黒騎士の世界で、最も美味とされるモノは、『生』と『天然』だ。

　人間は、火を通さなければ生肉が食べられない。

　鶏にわとりも豚ぶたも牛も魚も。

　いかに火を通さずに生肉を食べるか。

　それが、暗黒騎士の世界にいる料理人の腕の見せ所。

　野菜は、人の手によって厳重に管理されているモノほど、美う味まい。

　鶏とり肉にく、牛肉、豚肉も、人が丹たん精せい込こめて飼育したモノほど、美味い。

　その中でも、これほど養よう殖しよく技術が進んでいるにも拘かかわらず、それでもまだ、『天然』が最高級である『魚類』。

　道ばたに落ちている野菜や、そこらの山にいる鳥を食べたいとは思わないが、そこらで泳いでいる魚は食べたくなる。

　この世界、特にこの日本という国の人間は、何百年も前から、魚を生で食べている。当然、養殖の技術も歴史も、かなりのモノだ。

　だが、それでも未いまだ、『天然』には勝てない唯ゆい一いつと言って良いジャンルが『魚』なのだ。

　しかも、美味い。

　醬しよう油ゆという名のソースが、ポン酢ずというソースが、ありとあらゆる生魚を料理に昇しよう華かさせている。

　ただ生で魚を食べるだけでは、料理として完成とは言えないだろう。

（これだ。これしかない！）

　暗黒騎士は、マグロに決めた。







　　　第一章「ミスコン開催のお知らせ」







　トイレをささっとすまし、急いで教室に戻もどってきた暗黒騎士。

　席に戻ると、興奮冷めやらぬ様子で隣となりの席にいる女生徒に声を掛かけた。

　長い黒くろ髪かみをツインテールに束ね、一見すると大人しそうな顔の少女──神しん藤どう魔ま歩ほだ。

「おい、マホよ」

「ふぁー？」

　箸はしを咥くわえながらマホは顔も見ずに返す。

　マホは朝ご飯を、教室で食べていた。メニューはシンプルに温泉卵、海の苔り、紅べに鮭ざけ。

　これは早弁ではない。朝ご飯をここで食べると決めて用意したものだ。昼食用の弁当も別にある。

「ミスコンが開催されるそうな」

　よくあることなので、暗黒騎士は朝飯を食べているマホには何もコメントしなかった。

「あー、うん」

　マホは紅鮭を切り分けて骨を取り出しながら、どこかばつの悪そうな表情を見せた。

「どうした？　その微び妙みような表情は」

「……それ、実は私が言い出したんだよねー」

　と、少し照れ臭くさそうに言う。

「なんと！」

　暗黒騎士は、内心で（マズイ！）と叫さけんでいた。

「いやあ、単純に何かしら金目のモノが欲ほしかったんだけどさー。出してきたのがとんでもないラインナップだから誰だれも立候補いなくてねー。私も興味なくなっちゃって」

　もぐもぐと、もくもくと、箸を進めながらマホは残念そうに語る。

「……ほう、ならば、マホは出ないのだな？」

　興味がなくなったという言葉に、暗黒騎士はほっと胸を撫なで下ろした。

　先ほどマズイと思ったのは、マホがミスコンに参加するのではないかと思ったからだ。

　暗黒騎士はこれまで、マホの異常なまでの『力』を目まの当たりにしている。

　もし、マホがミスコンに出ると言うなら、暗黒騎士が何をしても勝てないだろう。

「え？」

　マホは目を丸くして聞き返す。

「マホが出ないのであれば、チャンスだ」

「……ま、まさか暗黒騎士さん、出るの？」

　マホは暗黒騎士の言葉に、驚おどろきながらも不敵な笑えみを浮うかべていた。

「うむ」

　こくりと強く頷うなずく。決意は、もうすでに固かった。

「なんで？」

「報ほう酬しゆう以外に何がある」

　やれやれと首を振ふりながら暗黒騎士が言う。

「露ろ出しゆつ癖へきとか」

「ないわっ！　対極の極きわみにあるわ！」

　こんこん、と制服の上から鎧よろいを叩たたく。

「ああ、確かに今、肌はだの露出〇％だねぇ。あの報酬が欲しいの？」

「うむ。実はな──」

　暗黒騎士は、少し搔かい摘つまんで現状をマホに相談した。

　王から手紙が来ていたこと。

　御中元に食べ物を贈おくらなければならないこと。

　ブルターニュ産発酵バターを使ったサックリメロンパン以上のモノが欲しいこと。

　生と天然が最高であるということ。

　魚ほど、『天然』『生』が美味い食材はないということを。

「なるほどねー。マグロを贈るとして、鮮せん度ど大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「それに関しては問題ない。輸送には一時間も掛からないだろう」

「じゃあ、問題があるとすれば？」

「優勝出来るかどうかということだな」

　その言葉に、マホはにっと頰ほおを緩ゆるませた。

　マホは、他人の『欲よくを叶かなえる』ことで、快感を得る神の一人。

　暗黒騎き士しの相談は、願ってもないことだった。

「それともう一つ」

「何何？」




「ミスコンとはなんなのだ？」




　暗黒騎士の真しん剣けんな表情をしていそうな兜かぶとの感じを敏びん感かんに感じ取ったマホは、顔を引きつらせた。

「……まあ、知らなくても当然よね」

　根本的なことを知らないまま、優勝をしようとしていたのだ。

　その率直さ。愚ぐ直ちよくさ。マホはそんな真まっ直すぐな暗黒騎士が好きだったが、同時に面めん倒どう臭くさいと感じていた。

「何をすれば優勝なのだ？　教えてくれ」

　マホは暗黒騎士の言葉を飲み込んで、箸を持つ手をぐっと握にぎり拳こぶしに変えて、強くこう言った。




「お尻しりを出した子一等賞だよっ！」




　ずがーん。

　マホの言葉に、暗黒騎士は稲いな妻ずまに打たれたように体を硬こう直ちよくさせた。

「な、なんというクレイジーな競技なのだっ！　いや、だがしかし、確かに何かの歌でそういう歌詞を聴きいたことがある気がしてならない」

　意味を理解しようとすればするほど、頭のおかしい想像しか湧わいてこない。

　あまりの恐おそろしさに、体が震ふるえた。

「そういうこと」

　マホはにっこりと笑う。暗黒騎士のリアクションが大きいと、マホも嬉うれしい。

　だからついつい、大げさなことを言ってしまう。

「だが、私はお尻を出したくはない」

　暗黒騎士は、恥はずかしげな声で言う。

「ダメっ！」

　マホはギロリと睨にらみ付けて即そく座ざにダメだしする。

「えっ！」

「ミスコンで優勝するには、お尻を出すしかないの！　それしか、方法がないのよ！」

　だめ押しとばかりに、マホはぎゅっと暗黒騎士の籠こ手てを摑つかみ、その瞳ひとみに訴うつたえかける。

「それしかないのか？」

「うん！」

「……ＯＫ」

　暗黒騎士は少し悩なやんでから、こくりと頷いた。

「よーし、こうなったら、ミスコン運営委員長にさくっとなって、暗黒騎士さんが有利になるようなルールを考えてやるわっ！」

　マホは、嬉しそうに弁当の残りを口へ搔き込んでいった。

　暗黒騎士は未だに、ミスコンの意味がわかっていなかった。







　そんな、張り切っているマホを遠目で見ていた辻つじ本もと豊ゆたかは（まーた何か企たくらんでるなー）と啞あ然ぜんとした表情を見せていた。

　そこへ、親友である鞍くら馬ま啓けい治じが登校してきて、開口一番に──

「なあ、豊。今廊ろう下かを歩いてたら、ミスコンなんていうポスターがあったんだが、この学校、そういうのやってたっけ？」

　と聞いた。

　カバンを机の上にどさっと置いて、筆箱やら教科書を机の中に移しながら、椅い子すに座る。

「あー、俺委員会に入ってるけど？」

　言いたくないな。と眉まゆ毛げをポリポリ搔きながら、ダルそうに豊は言う。

「……マジかよ」

　案の定、啓治は（うわあ……）と言いたげな顔で小さく呟つぶやいた。

「引くな妬やくな」

「妬くか」

「まあ、実際やるかはまだわからんけどな」

「どうして？」

「参加者が未いまだゼロだから。始めようもない」

「ああいうのって、自己申告なのかな？」

「推すい薦せんもあるが、基本は自分からだ。やっぱり、自分から率先して出たいってのはあんまりいないね。イキってる奴やつは嫌きらわれるのが日本という社会だからさ」

「だとすれば、推薦ってことになるのか？」

「このまま参加者が集まらなければ、ね」

「ふーん」

　啓治の脳のう裏りを、少女が過よぎる。

「お前、今暗黒騎士さんを推薦しようと思ったろ」

「いや、それは違ちがうな」

　啓治の頭を過ぎったのは、黒い少女ではない。

　金色の少女だった。

「……まあ、誰でもいいわ。参加者は多い方がいいと思うから、是ぜ非ひ推薦して欲しいね」

「……ちょっと二人とも」

　そこへ、一人の女生徒が入ってきた。

　ずずずいっと──顔を突つき出すようにして。

　お下さげ髪がみにメガネという、見るからに優等生な女生徒──『岸きし田ださん』だ。

「な、なんすか」

　思わず、啓治は敬語になってしまった。

「今、卑ひ猥わいな話をしていたでしょ？」

　メガネをくいっと上げて、岸田さんは恨うらみ節ぶしのような声こわ色いろで言う。

「え？　別にしてないよな？」

「してないしてない」

　妙みような威い圧あつ感かんに気け圧おされながら、二人は顔を見合わせて細かく頷いた。

「ホントかなぁ」

「ただ、廊下にミスコンやるぞってポスターがあったよってだけ」

「ミスコンっ！　なんてこった！　パンナコッタ！」

　岸田さんは拳けん銃じゆうにでも撃うたれたように仰のけ反ぞりながら、劇画タッチの表情で驚き戦慄わなないた。

「……うわ、なんて唐とう突とつなダジャレ。別に──」

「ちょっと待って！　そっか。私のレーダーはそれを感知した訳ね！」

　豊の言葉を遮さえぎるようにずいっと手を伸のばし、意見を封ふう殺さつ。

「はあ……」

　相づちを打つしか、出来なくなった。

「パンてことなの！　ミスコンだなんて」

　岸田さんはメガネの奥にある目を丸くさせ、口に手を当ててガタガタと震えていた。

「パンナコッタに引っ張られてる……」

　ぼそりと小さく啓治が言う。

「つまり、こういうことね！　男子たちがこの学校で一番美お味いしいおかずを見つけて、ヨダレと汗あせに塗まみれたボーイズビーアンビシャスな夜に大っ量の生命を誕生させ、そして虐ぎやく殺さつする！　なんて不健全っ！　なんて不道徳！　パンナコッタっ！」

　岸田さんは頭を抱かかえて、教室内を歩き回りながら叫さけんでいた。

　クラスメイトたちは「何事だ？」と一度思ったが、すぐに「ああ、岸田さんか」と納なつ得とくした。
















　彼女は、いつもこうだから。

「はっ！　ミスコンで優勝した女子も大変なんじゃ！」

　新たな何かに気付いた岸田さんは、急いで啓治のところへと戻もどってきた。

「ん？　どういうこと？」

　一応、話を聞いてあげようという姿勢を見せた啓治が聞き返す。

　豊はそんな啓治を「やめときゃあいいのに」と呆あきれて見ていた。

「ミスコンでグランプリなんて肩かた書がきに踊おどらされ、局アナを目指した挙げ句、学校どころか全国区でおかず扱あつかいを受け、お辞じ儀ぎ一つでもＧＩＦ作られて胸むな元もとを観察されるんだわ！　さらに三〇越こえたらもう新たな若い女子アナに居場所を奪うばわれ、地方局か内勤になるしかないもんだから、フリーになって、自分の人気の無さと仕事の無さに、最も早はや野球選手と結けつ婚こんするしかなくなるのではっ！」

「とんでもない偏へん見けんだらけの未来予想図だな」

　聞き流すことなく、岸田さんの言うことを全すべて飲み込んだ上で、啓治は改めて引いていた。

「人種差別の域だよな」

　豊は逆に、感心していた。

　ミスコンという言葉一つから、ここまで想像出来るモノなのかと。

「それならまだしも！　もし、野球選手と結婚出来なければ？　もしおかず扱いすらされずに消えたら？　ううん、もし、局アナになれなかったらっ！　悲ひ惨さんっ！　大学から何から、こんな道を選ぶべきではなかったと後こう悔かいするわっ！　このミスコンのせいで！　あー恐ろしいっ！　こんな恐ろしい肩書きを、我が校の生徒に与あたえる訳にはいかないわっ！」

　すたすたすたすた……すたすたすたすた……

　教きよう壇だんから教室の奥にあるロッカーまで何度も何度も往復しながら持論を展開する。

「そうだね。とも言えないな」

　その内容は、とても共感出来るものではなかった。

「どうすればいいと思う？」

　ばん。と机に乗りだし、啓治に詰つめ寄る。

　ぷるん、と『意外と大きい』で有名なおっぱいが揺ゆれたのを、二人は見み逃のがさなかった。

「……み、ミスコンの廃はい止し？」

　あまりに顔が近かったので、戸と惑まどいながら啓治が提案するが──

「おいおい、提案者はあの神藤魔歩だぞ？　廃止出来る訳ないだろう」

　豊が鼻で笑い飛ばす。

　マホという人物は、「これをやる」と言えば必ずやり通してきた女だ。

　それを、啓治も岸田さんも、この数ヶ月で思い知っている。

「……じゃあ、岸田さんが優勝すればいいんじゃない？」

　啓治は、軽い気持ちで言った。

「え！　わ、私を……おかずにしたいの？」

　岸田さんは、急にしおらしくなって、頰ほおを赤く染めながら、小さく言う。

「いや、そっちじゃなくて、小数点以下の確率で起こりうる悲惨な運命を回かい避ひするための方法として」

　手を振ふって否定しながら、補足を入れると、岸田さんは少しがっかりした様子を見せた。

　だが、すぐにまた、はっと目を見開いた。

「そっか。──私だったら、ミスコングランプリなんて肩書きに頼たよらずとも、健全で安定した未来を送ることが出来る」

　ミスコンで優勝したことによる驕おごり。自分が美人であるという勘かん違ちがい。人気者であるという錯さつ覚かくから、華はなやいだ世界へと旅立つ若人わこうど。

　驕ることなく、勘違いすることなく、錯覚することもない若人が優勝すれば、それは回避することが出来る。

　その発想に、岸田さんは感激していた。

「まあ、それが出来るかどうかもまた、確定した未来ではないけども」

　と、啓治は水すい餃子ぎようざの皮ぐらいの分厚いオブラートに包んだが、本心では「優勝は無理だろ」と思っていた。

「鞍馬くん！　辻本くん！　お願いっ！　私をミスコングランプリにさせて！　一人の力では絶対無理だと思うの！」

「……ええー」

　岸田さんには、啓治の思いは届かなかった。

（なんとか言ってやってよ豊さん）と、視線で豊に発言を促うながす。

「いいんじゃない？　面おも白しろそうじゃん」

「ええーっ！」

　あっけらかんとした豊の言葉に、啓治は驚おどろき戦おののいた。

　まさか、ＯＫするとは思わなかった。

　豊は、啓治に欲よくの神である『波は旬じゆん』になって欲しいと思っていた。

　波旬になるためには、『欲』を積まなければならない。

　僧そう侶りよが仏になるために、善行を積むように。

　人の欲を叶かなえる行こう為い。

　それを、させたかったのだ。

「全く、じゃあ代わりに、家にでも連れてって貰もらおうかな」

　啓治はイタズラな笑えみで言う。

　すぐに卑猥だ卑猥だと騒さわぎ出す岸田さんのことだから、変な勘違いをするだろう。

　だが、啓治の目的は、卑猥なモノでは無い。

　こんな、変な子ではあるが、お下げ髪とメガネからわかるように、岸田さんは成績が優ゆう秀しゆう。ノートのまとめ方や、勉強の仕方が大得意。

　卑猥な妄もう想そうをしたときに、「ただ勉強しに行くだけだよ」と訂てい正せいするつもりだったが──




「どうせ、どうせ勉強だけが目当てなんでしょ！」




　岸田さんは顔を真っ赤にさせて叫ぶ。

「……せ、正解」

　まさかの勘違い無しに、啓治は目もく論ろ見みが外れて戸惑った。

「ひどいっ！　私の体を好きにしようってことでしょ！」

　ぎゅっと体を抱だきしめて、軽けい蔑べつしたように啓治を批難する。

「五秒前のお前の言葉はどこへ行ったんだよ！」

　勉強だけが目的だと言っておいてからの、勘違い。

　ワンフェイク入れられたことで、啓治は冷静なツッコミが出来なかった。

「頭も体の一部じゃない！」

「そうだけども！」

「もうすぐ期末テストがあるからって、私のノートを写す気でしょう！　私の全てを開いて見るんでしょ！　卑猥だわ！　それはもう卑猥だわ！　すでに卑猥だわ！」

「正にその通りだけども！　卑猥ではないよ！」

「……でも、それでか弱き乙女おとめの乙女らしさが守られるなら……私、あなたに……私の全てを……あげる」

「いらねーよっ！　三日分ほど、授業中のノート、代わりにやってくれればさ」

「か、勘違いしないで！　ノートをどれだけ蹂じゆう躙りんしても、心までは、蹂躙出来ないんだから」

「望むところだよ！　決して、心はそのままでいてくれ！」

「出席取るぞー。席に着けー」

　そこへ教師がやってきた。みんな、慌あわただしく教室内を移動する。

　それはさながら、フルーツバスケットのようだった。

「……わかったわ。じゃあ、明日あした……学校帰りにウチ……来て……」

　岸田さんは、何かを覚かく悟ごしたように、消え入るような声で呟つぶやくと、席に戻った。

「まあ、参加者が出て良かったな」

　実行委員としての立場で、豊が呟く。

「……岸田さんってさ」

　まるで災害のように突とつ然ぜんやってきて、突然去って行く。

　力が抜ぬけた啓治が呟くように豊に言った。

「ん？」

「悪あく魔まにでも取り憑つかれてるのかな？」

「神のご加護があるだけじゃないか？」

　豊と啓治は、神にも悪魔にもなりそうなあの逸いつ材ざいをどうするか、悩なやむこととなる。







　教師が出欠を取っていくと、あることに気付いた。

　今日は、欠席者が一人もいないということ。

　そして──

「…………一人多くない？」

　いつもより、生徒が多いこと。

「え？」

　まるで心しん霊れい写真でも見ているかのような教師の一言に、生徒たちは困こん惑わくした。

　教室の一番後ろ。田た中なかノイエのさらに後ろに、見知らぬ少女の姿があった。

　長い黒くろ髪かみの少女。着ている服が制服ではなく、だんだら羽織だったため、それがこの学校の生徒ではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「……えっと、田中の後ろ──」

　担任教師が指をさすと、みんながその方向を見る。

　そして、クラスの全員が明らかに制服ではない姿を目にして「あれか」と納なつ得とくした。

「誰だれかな？」

　それは誰が言ったのかはわからない。

　ただ、当の本人を除いて、全ての人間が振り返り、視線が一点に集中していた。

　目の前にいる田中ノイエでさえも、後ろを振り返っている。

「え？　私が見えるんですか？」

　その返しもまた、心霊現象のようだった。

「え！　…………岸田。ちょっとあれ見えるか？」

　教壇の前にいた岸田さんに、担任教師が聞く。

「黒髪の……子がいますね」

　岸田さんは事実を述べることしか出来なかった。

「こんな視力悪い子でも見えてるみたいだぞー？」

「メガネがあるから今は誰よりも視力いいですぅっ！　あと見えてるとか卑ひ猥わいです！　チラリズムの世界です！」

　失礼な！　と言いたげに、岸田さんは抗こう議ぎする。

　担任は「すまんすまん」と岸田さんを宥なだめつつ、静かにするようにと唇くちびるに人差し指を乗せた。

　岸田さんが騒いでいては、本人の言い分が聞こえないからだ。

「私！　透とう明めいになる薬飲んでるんで！　大だい丈じよう夫ぶです！」

　手を挙げて、黒髪の少女は大きな声で言う。

（………………大丈夫には、見えねぇ。特に頭の方が）

　担任教師は、言っている意味がわからない部外者らしき人物を──無視することにした。

「……じゃ」

（逃にげた！）（先生逃げた！）

　そそくさと教室を後にした教師に、生徒たちは皆みんな一律に同じ感想を抱いだいていた。

　このクラスには、暗黒騎き士しや神藤魔歩がいる。

　変に弄いじると、確実に『損』をすること請うけ合いだ。

　不良にもチーマーにもヤンキーにも見えないので、とりあえず放ほうっておくという選せん択たく肢しを取ったのは、教師だけではなく、ここにいる皆が、同じであった。

「透明になっているはずだったんですけどねぇ」

　納得行かない様子の少女。

「……誰から貰った薬なの？」

　その一つ前に座っていた田中ノイエが後ろを振り向くことなく質問を投げかける。

「公園で知り合ったおじさんです」

　何故か、えっへんと威い張ばるように言う。

「……じゃあ、それ、詐さ欺ぎ」

「え？　ええええ！」

　衝しよう撃げきの事実に、机に突つっ伏ぷした。

「ばーか」

「私の名前は獅し叢むら鼎かなえです！　バーカって呼ばないでです！」

「名前を呼んだ訳じゃ……次からそうしよう」

「えええー。せめて王子とか姫ひめとか、格好良く大将とか付けて欲しいです」

　嘆なげきの声を上げたカナエに、ノイエはくるりと体を向けた。

「ねえバカ大将」

「な、なんです？」

　ジト目でじっと見つめられ、カナエはドキドキしていた。

　ノイエのことが、世界中の誰よりも好きだったから。

「あなたがこの世界で食べたモノで、一番感動したのは、何？」

「ブルターニュ産発はつ酵こうバターを使ったサックリメロンパン」

「やっぱり」

「あるいは……魚ですね」

「魚？」

「この世界の魚は凄すごいです。色々な味があって」

「あー、確かに私たちの世界の魚は、全部同じ味」

「焼いた魚なんて全部同じ味だと思ってたです」

「そう」

　ノイエは悩みながらも立ち上がった。

　これから四五分は授業でトイレに行けない。行くなら今の内だと思った。

「どこ行くです？」

「廁かわや」

「だ、誰ですかそれ！」

「名前じゃない」

「良かったです。また新たな敵が誕生したかと思ったです」

「じゃ」

「え！　どこ行くです！」

　二度目の問いには、もう答えなかった。

　教室を出て行くノイエの後をスリップストリーム中のＦ１レーサーのようにぴったり付いてくる。

「……ついてこないで」

「ええ！　ダメです？」

「あなたは、ここにいてはいけないから」

「……そんな」

「それがわからない内は、あなたを好きになれそうもない」

　ノイエは、苛いら立だちを言葉に込こめていた。

「見るです！」

「……何？」

　話を聞かないカナエに、ノイエは溜ため息いきを吐つく。

「ミスコンってなんです？　マグロが貰もらえることだけはわかるです」

　そこにあったのは、ポスター。

「ミスコン……」

　ノイエは、じっとその言葉を眺ながめ、うんとひとつ頷うなずいた。

（これで一位を取れずとも、私を可愛かわいいと言ってくれる殿との方がたがいるかもしれない）

「出よう」

「え？　じゃあ私も出ます！」

「あなたは出られない」

「な、なんでです！」

「この学校の生徒じゃないから」

「明めい瞭りよう！」

　あまりにわかりやすい理由に、カナエは打ちひしがれた。

「だったら、タッグを組むといいです！」

「タッグ？」

「……ふっふっふ、これって、投票と書いてあるです」

「そう」

「私がどうやって国を治めるに至ったか、ご存じです？」

「なるほど……」

　ノイエは考えた。

　考えて考えた結果。

「採用」

　カナエとタッグを組むことを決めた。







　その日、三人の候補者が生まれ、生徒会室には見知らぬ人間がやってきていた。

　いや、知らぬ訳ではない。

　目にすることはあるし、暗あん躍やくしている様も知っている。

　だが、生徒会役員ではない存在。

　初めて、この生徒会室に入ってきた人物。

「さて、ミスコンのルールを決めましょうか」

　神藤魔歩は、生徒会長がいつも座っている席に座り、話を進めていた。

　マホに話しかけることすら、誰もが恐おそれていた。

　知らない人間であるという人見知り的なことよりもむしろ、マホという人物に意見するという危険を恐れていた。

　そんな中で、マホに聞き返すことが出来たのは、ただ一人。

　ミスコン実行委員の一人──辻本豊だ。

「ルール……って？」

「決めようかっていうか、もう決めてるんだけど。まず、この学校にいる生徒のみでの投票によって決める」

「あー、部外者なしですか。その方がいいか」

「インターネット投票もしない。来週の水曜日。五時限目六時限目を潰つぶして、やる」

「ネット投票をしないってのは？」

「誰だれが投票したのか、わからなくなるし、重複して投票されてもわからない可能性がある」

「じゃあ、水曜日休みだった人は投票出来ないってことで」

「そう。事前投票もなし。来週の水曜、六時限目のみ投票が可能となる」

「じゃあ五時限目は何を？」

「投票前の五時限目にアピールタイムをそれぞれ一〇分ずつ、六時限目に体育館にて投票。投票が済んだ者から帰って良し。何か質問は？」

　つらつらと述べていくマホに、誰も意見など言えるわけもなく、ただ静かに通達を聞いていた。

　質問は？　と言われても、何をどう質問すればいいのかもわからない。

　やはり、質問出来るのも一人だけ。

「投票は名前だけ書けばいい？」

　辻本豊が手を上げながら聞いた。

「いえ、そこはちゃんと理由も明記することにしましょう。適当に入れられて、さっさと帰宅ーなんて教育に悪いわ。ちゃんと、『何を感じたか』というお勉強をして貰いましょう。読書感想文と同じようにね」

　マホの顔を、じっと見る。

　豊は感じ取っていた。

（何か、あるな）

　マホの顔は、何かを企たくらんでいる顔だ。

　だが、今提示されたルールに、『悪』の入る余地はない。

「特に異論はないかな」

　豊は、マホがどういう手段に出るかを予想出来ず、そのまま受け入れることにした。

「じゃあ、生徒会の皆みなさん。これから水曜日まで、チラシ配りやポスター貼はり。言わば選挙活動をする生徒が出てくるけど──邪じや魔ましないように」

　その言葉で、マホが何な故ぜ生徒会室にやってきたのか、生徒会長は気付いた。

　何をしでかしても、文句を言うなと言いたかったから。

　ただ、それだけなのだと。

「一ついいですか？」

　恐る恐る手を上げたのは、生徒会副会長の女子だった。

「どうぞ」

「アピールタイムが一人一〇分ずつということは……最大で五人ぐらいまでしか参加出来ないのでしょうか？」

「っていうか、三人しかいないよ」

「これから出てくる可能性は？」

「全部もみ消す」

「え！」

「噓うそ噓うそ。やだなー。その『マジかよこいつ！』顔。二年三年の先せん輩ぱい方は受験があるからこんなゴミみたいなクソイベントに参加する暇ひまもあんまりないじゃない？　まあ、一番クソなのはろくでもないつまらない賞品しか用意出来ない学園長なんだけど」

「あー言われれば確かにそうだなー」

　豊は、（絶対もみ消すつもりだ）と思っていたが、マホを敵に回したくはないので、あえてそこは何も言わず、賛同した。

　こうして、三人の候補者が争うこととなった。

『ミスコン』は『暗黒騎き士し・マホペア』『岸田さんと愉ゆ快かいな男たち』『ノイエ・カナエペア』の三者が争うこととなったのだ。







　次の日の朝──鞍馬啓治が登校すると、すぐに豊が頭を下げてきた。

「啓治、すまん！」

　カバンを机に置き、教科書を机の中に移しながら──

「どうかしたのか？」

　と真しん剣けんな表情で聞いた。

　豊の表情が、あまりにも強こわばっていたから。

　まるで、連続四球で満まん塁るいを作ってしまったピッチャーばりに、焦あせっていたから。

「校門で、これを配られてしまった」

　はあ、と溜息を吐いて、豊は一枚の紙を机に置いた。

　啓治は急いでカバンを机の横に引っ掛かけて、その紙を見る。

「チラシ？」

　それは、ミスコン開かい催さいを知らせるチラシだった。

　窓の外に目をやれば、黒くろ髪かみの女生徒が笑え顔がおでチラシを配っている。

「配られてしまった。って、言葉少しおかしくないか？」

　豊に顔を戻もどし啓治は苦笑いで言う。

「やられたよ。どういう手段で来るかと思ったけど」

「やられた？　どうも言いたいことがわからないな」

　表紙には、暗黒騎士の顔がまるで選挙ポスターのようにでかでかと載のっている。

　投票日は水曜日！　みんなで行こう！　健すこやかな未来へ！　学校初！　ミスコン開催！

　などと、文字が乱らん舞ぶしている。

「裏面」

　豊はチラシを見ずに、小さく呟つぶやくように言う。

「裏？」

　ぺらりとめくると、そこにはつらつらとルールが書かれていた。

　全校生徒による匿とく名めいの投票。

　投票日は来週の水曜日。

　用紙には暗黒騎士、田中ノイエ、岸田真ま梨り子この内誰かの名前をフルネームで書くこと。

　それと、何故彼女を選んだのかを明記すること。

「……岸田さん、真梨子って名前だったんだ。特に、おかしなところはないように見えるが」

「その、選んだ理由ってのが、厄やつ介かいなんだ」

　そこには、投票例としてこう書かれている。




　名前：暗黒騎士

　選んだ理由：可愛かわいいから×63

　この通り書かないと、お前の秘密をバラす。




「………………え？」

　この三つの文は印刷ではなくサインペンで書き足されていた。

　中でも最後の一文は、赤いペンでおどろおどろしく。

「参ったよ。あいつは、全員にこのチラシを配ってるんじゃない。強きよう迫はくが可能な相手だけを選んで、ピンポイントに配っている」

「ちょ、ちょっと待って。まず第一に、お前って秘密あったの？」

「ああ」

　豊は観念したように頷うなずいた。

「それは、絶対にバラされたくない秘密？」

「ああ」

　豊は観念したように頷いた。

「ってことは」

「すまん。俺は──この通りに書く」

　それは、『裏切り』の告白だった。

　岸田さんは『啓治』にではなく、『啓治と豊』に協力を要よう請せいした。

　そして、それを受けたのは啓治ではなく、豊だ。

　だが、このチラシを配られた時点で、豊は岸田さんを支持することは出来なくなった。

「匿名だから、わからないんじゃないのか？　誰が誰を書いたかなんて」

「あいつは、主しゆ催さい者しやであり実行委員長だ。全部回収して、内容を見るぐらい余よ裕ゆうで出来る。さすがに、集計は複数の人間と一いつ緒しよだろうから弄いじれないだろうが──」

「いや、見てもわからんのが匿名ってもんだろ？」

「俺は、番号を振ふり当てられたのさ」

「どういうことだ？」

「俺の前に配られた奴やつには、六二。俺のあとに配られた奴は六四になっている」

「はっ！　そうか。あいつが内容をチェックしたときに、この六三という数字がなかったら」

「そう。俺は投票しなかったってことになる。そして、秘密をバラされる」

　豊は、悔くやしそうに膝ひざを叩たたいた。

「あいつ……正々堂々やる気はないってことかよ」

「……すまん。だが、岸田さんには協力するよ。俺の票を岸田さんに入れることは出来ないがね」

「仕方が無いさ。知られたくない秘密なんだろ？」

「ああ。どうしてもだ」

「実は、俺もあるんだ」

　と啓治は笑った。

　豊は、啓治の秘密を知っていた。

　本当は、ただの高校生ではなく、神様候補生であるということ。

　とある風使いの末まつ裔えいであるということ。

　知っていたからこそ、豊は自分の秘密をバラされる訳にはいかなかった。

　自分はそんな啓治を監かん視しするために送り込まれた人間だということを。







　　　第二章「シャブ、ダメ、ゼッタイ、デモ、オレ、シャブ、スキ」







「……つまり、これは番号を割り当てるためのモノ」

　チラシを見ながら、田た中なかノイエは屋上で獅し叢むら鼎かなえと今後について相談していた。

　昼休みはいつも教室で過ごすノイエだったが、暗黒騎士に戦略を知られてはならない。と屋上へやってきたのだ。

「どの世界でも、やることは同じですねぇ」

　カナエは嬉うれしそうに笑う。

　ノイエとこうして二人きりになれたこともそうだが、票を不正に獲かく得とくしようというマホの考えにも、喜びを感じていた。

「ウォルターに票が行く」

　ノイエは、じっとチラシを見つめながら、考える。

「行くですねぇ」

　カナエはじっとチラシを見ているノイエをじっと見ながら、淡たん々たんと答えた。

　全く危機感を抱いだいてはいない。

「あなたは、投票されて姫ひめとなった」

「はい」

　カナエはこくりと頷いた。

「貴族でもないのに、国を率いる長になった」

　そう。カナエは暗黒騎士のいる世界で、一国を治めるプリンセス。

　だが、それは王の娘むすめであるとか、血筋による世せ襲しゆうでなった訳ではない。

　民主主義に則のつとって、王座に就ついたのだ。

「はい。私凄すごいんです」

　カナエは胸を張り、笑顔を見せる。

「……力もないのに」

　そんなカナエを、ノイエは憎にくらしく思っていた。

　こいつに権力が無ければ、きっと捕つかまえられて屈くつ辱じよくの極きわみを味わうこともなかったろう。

「えっへん」

　もっと褒ほめて欲しいカナエは、胸を叩く。

「……変態なのに」

　だが、ノイエの感情はさらに後退していった。

　変態で、権力を持っていなかった人間が、一夜にして、沢たく山さんの人たちの後押しで、姫となる。

　シンデレラよりも難しいことを、やってのけたのだ。

「……むー」

　全然ノイエが褒めてくれないので、カナエは頰ほおを膨ふくらませた。

「どうやったの？」

　ノイエは、カナエのことを軽けい蔑べつしていた。

　その人格、その性格を、未いまだ好きにはなれずにいた。

　だが、その手しゆ腕わんには興味がある。

「簡単なことです。帝てい国こくが恐きよう怖ふを振りまいた。それを、逆手に取っただけです」

　カナエは腕うでを組み、にやけ顔で言う。

「……つまり？」




「恐怖で人を縛しばるは三流。人は、利益によって動かすものです」




　カナエはそういいながら、人差し指と親指をくっつけた。

『銭ぜに』のマークだ。

「利益……お金？」

「人は何な故ぜしんどい思いをして働くのか。それは贅ぜい沢たくのためです」

「ご飯のためじゃないの？」

「ご飯だけなら雑草でも食ってろです。必要以上の贅沢がしたいから、人は頑がん張ばるんです」

「なるほど。その贅沢を提供する」

「そうですそうです！　私、気付いたです」

「何に？」

「この世界では……ダイヤが価値あるみたいです」

「ダイヤって……」

　ずずずずず……黒い渦うずがノイエの掌てのひらに現れ、小指の先ほどの大きさのダイヤが一つ、手の上に落ちる。

「そう。それです！　武器にするにも防具にするにも微び妙みようなこの鉱石。私たちの世界ではそこら中でとれるこの鉱石が、この世界では贅沢な品になるのです！」

「おおー」
















　ぱちぱちぱちぱち。

　ノイエがカナエに拍はく手しゆを送ったのは、これが初めてだろう。

　カナエは少し照れ臭くさそうに頭の後ろへ手をやって、ぺこりと会え釈しやくする。

「ふっふっふ。さあ！　私たちも動き出すですよ！」

「チラシ、作るの？」

「その通りです！　とにもかくにも、まず写真です！　撮さつ影えい会始めましょ！」

「メイクには、自信がある」

　二人はぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。







　鞍くら馬ま啓けい治じと辻つじ本もと豊ゆたかは、岸きし田ださんに連れられて、放課後に岸田さんの家へと招かれた。

「どうして岸田さんの家なんだ？」

　という豊の質問に岸田さんは──

「二人とも一人暮らしだったよね？　そんなところに私行けない！」

「なんで？」

「監かん禁きんされるリスクは冒おかせないもの！」

「……いや、するわけないだろ」

「絶対何もしないなんて言葉、絶対信用出来ないんだからね！」

　ということで、岸田さんは自分の家を選んだのだ。

　電車に揺ゆられて五つほど先。

　大きな家や個性的な家が建ち並ぶ、住宅街。

　個性的な家があればあるほど、それは新築であり、それは高級であることがわかる。

　デザイナーが付いていて、その奇き抜ばつなデザインを保ちつつ、建築基準法を満たせるには建築技術が必要となるからだ。

　岸田さんの家は、オペラハウスのような屋根をしていた。

　白い外がい壁へき。白い屋根。

　ドアは茶色で、ポストにはＫＩＳＨＩＤＡとローマ字で書いてある。

「ここ」

　岸田さんが先行して、扉とびらを開ける。

「へえー。岸田さんって、いいところの子だったんだなー」

　感心しきりに、豊が続いていく。

「お邪じや魔ましまーす」

　お決まりの台詞せりふを吐はきながら、啓治もその後に続いた。

「あらあら～いらっしゃ～い」

　すると、エプロン姿の若いお姉さんがひょっこりと現れた。

　エプロン姿で、明るい笑え顔がお。

「あ、どうも……」

　知らない人間で、しかも女性。さらに年上ともなれば、男子高校生は萎い縮しゆくする。

　岸田さんと同じように、『思ったより巨きよ乳にゆう』で『思ったより可愛かわいい』。

　そんなお姉さん。

「お、お母さん！　出てこなくていいってば！」

　そんなお姉さんをぐっと部屋へと押し返す岸田さん。

　顔を真っ赤に染めていた。

　自分の親を見られることを妙みように恥はずかしがるのが、女子高生というモノだ。

（若いお母さんだな）

　と、豊が感想を抱いた。

　女子大生に見えるほど、岸田さんのお母さんは綺き麗れいな方だった。

「あー、いらっしゃい。真ま梨り子この……お友達？　……だよな」

　今押し込められた部屋とは反対の部屋から、次はメガネのおじさんが現れた。

　メガネの向こうにある眼光は、ぎらりと光っている。

　こちらは、どう見ても四〇越ごえしていそうな、どう見ても『お父さん』だった。

「お父さん！　出てこないでってば！」

　岸田さんはそのメガネのおじさんを押し返す。

「あとでお茶持っていきますからねぇ」

　にょ。っとまたお母さんが現れる。

「お、お母さん！　私が持っていくから！　自分でもてなすからーっ！」

　二方面からの挟きよう撃げき。岸田さんはまるでモグラ叩たたきのように、一方を押し込めればもう一方が顔を出すという両親の対応に追われていた。

「二人とも！　ここは私に任せて！　早く二階へ！　私の！　私の部屋へ！　急いで！」

　岸田さんの叫さけびを受け、豊は（死ぬのかな？）と苦笑いで階段を上がっていく。

「二階のどこ？」

「行けばわかるから！」

　啓治の言葉を遮さえぎり、岸田さんは部屋の戸を閉める。

　だが、別の戸からまた顔を出され──

「娘に変なことはさせんぞーっ！」

「お父さん！　言わなくていいから！　二人とも早く！　絶対すぐ追いつくから！」

　そんなやりとりを聞きながら、啓治はうっすらと楽しそうな笑みを浮うかべていた。

「どうかしたか？」

　豊はその笑みの意味がわからず、啓治に問う。

「いや、家族っていいなーって思ってね」

「そうかー？　あれはあれで鬱うつ陶とうしそうだぞ」

「……うちは、親とほとんど会話すらさせて貰もらえなかったから」

「……そうか」

　啓治は、神である波は旬じゆんの候補生として、学校にも行かされず、部屋の一室に軟なん禁きん状態だった。絵え島じま生いく島しま事件の絵島のように、囲み屋や敷しきでほとんど一人で生活していた。

　それは、次期波旬の最有力候補である啓治の命を狙ねらう輩やからから匿かくまうためではあったが、親の愛を受けられずに育った啓治は、悲しみと孤こ独どくに苛さいなまれ続けた。

　そのことを豊も知っていたため、これ以上は深く聞こうとしなかった。

　二階に上がると、いくつも部屋がある。

　全部で四つ。

　その内の一つは、トイレだった。

「一階と二階にトイレがある。『いいとこの子』の条件の一つだよな」

　豊が話題を変えると、啓治はけらけらと笑って「確かにそうかもな」と同意した。

『まりこ♥』

　という表札が掲かかげてある扉を見つけ、中に入る。

　八畳じようほどの部屋だった。

　ベッドに学習机。ベージュのカーテン。クローゼット。タンス。

　ポスターや雑誌、漫まん画が本ぼんなどは見当たらない。学習机にノートパソコンはあるが、テレビはない。

　質素な部屋。真ま面じ目めな部屋だった。

　中央には、木のテーブルが一つ。

　座ざ布ぶ団とんが三つあることから、今日啓治たち二人が来るのを想定していたのだろう。

　啓治は、『女子の部屋』に足を踏ふみ入れるのを躊ちゆう躇ちよしていた。

　人の家に上がることすら躊躇するのに、最もプライベートな空間である女子の部屋に入るなんて──

「おい、豊。何やってんだ？」

　豊は部屋にどうどうと入ると、まるでＲＰＧの勇者のように、当然の如ごとくタンスの引き出しを開け始めた。

「岸田さんが来る前に、パンツを物色しておこうと思ってな」

「げ、ゲスの極きわみっ！」

「岸田さんが来るか見張っとけ」

　ごす。啓治は豊の後頭部を強打した。

「それはさすがに止やめとけ」

「急に真面目か」

　豊が頽くずおれながら引き出したところには──

　丸められたパンティが並ぶ引き出し。

　最後の最後に、豊は正解を引いていたのだ。

　色とりどりのパンティ。

　二人の目が、輝かがやいた。

　それはまるで、トレジャーハンターが洞どう窟くつの奥でお宝を発見したかのような。

　考古学者が数千年も前の土器の欠片かけらを発見したかのような。

「なんて神こう々ごうしいんだ」

　ごくり。と喉のどが鳴る。

「そうだ。それでいいんだ啓治」

「は？」

「お前には、健全さが足りない」

「……は？」

「一いつ般ぱん的な、ごく普ふ通つうの男子高校生ってのはな、見られるパンツがあれば全力で見る。触ふれる肌はだがあるならば、腕うででも頰ほおでも触さわる。そういうもんなんだよ」

「それはごく普通ではなく、ド変態なのでは？」

「お前はどこか達観しすぎている！　さあ！　子供になれよっ！　このパンツを──嗅かぐんだ」

「くっ」

　啓治は、このバカげた提案に、悩なやんでいた。

　普通でいたい。

　神ではなく、人間でいたい。

　ごく普通の男子高校生。

　それこそ、啓治が望んだ肩かた書がきだ。欲よくの神『波旬』ではなく。

　そのためには、ここでパンツを取り、嗅ぐ必要があるのだ。

　いや、はたして嗅ぐ必要があるのか？

　ただ自分のド変態ぶりを、一般論に置き換かえることで正当化しようとしているだけなのかもしれない。

　だが、そんな変態な言葉を、啓治は重く受け止めていた。

（俺には、足りないのか。エロさが……圧あつ倒とう的てきエロさが）

　エリーにいつまで経たっても何も出来ない自分に不ふ甲が斐いなさを感じていた。

　それが、もしかしたら異常なことなのではないかと考え出していた。

　啓治はまるで幽ゆう霊れいに導かれるように、ふらふらとタンスの方へと歩き、そして、ずらりと並ぶパンティ師団と相対する。

　そして、その中の一つを手に取ろうとした──

「おまたせー」

　声がして、急いで引き出しを閉める。

　鼓こ動どうが早くなる。

　マズイ……これはマズイ……

　身から出た錆さびではあるが、相手は岸田さん。

　エロいことをしていたなんてバレたら────確実にぎゃーぎゃーと騒さわぎ立てて鬱陶しいこと請うけ合いだろう。

　振ふり返ると……そこには誰だれもいない。

「ちょっと戸を開けてー」

　その声は、部屋の外から聞こえてくるようだった。

　啓治が戸を開けると、岸田さんは部屋の中へと入ってくる。

　両手は塞ふさがっていた。

「ごめんねー。これぐらいしか用意出来なくて」

　大きなお盆ぼん。その上には、カセットコンロと鍋なべ。

　そして、たっぷりの野菜と牛肉が大皿に盛ってある。

「しゃぶしゃぶかよ」

　お菓か子しか、あるいはケーキぐらいが出てくると思ったら、まさかのしゃぶしゃぶセット。

　※カセットコンロで鍋をやるときに、底の広い鍋を使うと、炎ほのおが鍋底を伝って広がることでボンベの方まで届き、加熱されたボンベが爆ばく発はつする恐おそれがありますので、良い子のみんなは絶対にマネをしないように。

　と注意書きしたくなるほど、巨きよ大だいな鍋だった。

　啓治はそんな大げさなセットを持ち込んできた岸田さんを笑い飛ばしたが、内心では──

（あっぶっねー）

　ほっと胸を撫なで下ろしていた。

　もし、これがお菓子で、片手が自由だったとしたら。

　おまたせー。が部屋に入ったあとの台詞せりふだったとしたら。

　ド変態行こう為いが、確実にバレていた。

　翌日、学校のポスターになっていたのは、自分だったかもしれない。

　最悪、明日あしたの朝刊の一面になっていたのが、自分だったかもしれない。

「なんでしゃぶしゃぶだとわかるの？　普通に、牛ぎゆう鍋なべかも知れないのに」

　言い当てられて、岸田さんはきょとんとしていた。

「そうだったら、最初から全部鍋に放ほうり込んでくるだろう？　いちいち皿に分けたってことは、しゃぶしゃぶしたいのかなってね」

　豊は啓治ほど動どう揺ようを見せず、座布団の上に胡座あぐらをかく。

　慣れているのか、それとも本当は同じようにドキドキしているのか。

「辻本くんって、頭いいよねー」

「何でも察知出来るからな」

　岸田さんの意見に、啓治は強く同意し、座布団の上へ。

　岸田さんが笑え顔がおでしゃぶしゃぶをセッティング。

　机の大きさは三人で鍋を囲むには少し小さかったが、それほど問題ではなかった。

　取り皿に、とっとっとっとっ……と、ポン酢ずが注がれる。

「このポン酢。広島の無農薬ゆずを使ったブランド品なんだよー？」

　岸田さんは笑顔で、それぞれの取り皿にポン酢を注ぐ。

　それはさながら、上司にお酌しやくをするＯＬのようだ。

「へー」

　啓治は、まじまじとポン酢を見る。

　ゆずの香かおりがふわりと鼻び腔こうをくすぐり、食しよく欲よくをそそる。

　岸田さんは、コンロに火を点つけようと、つまみを回す。

　火が出ることを恐れて、そーっとゆっくり回していた。

　ぴーんと腕を伸のばして、顔を腕で隠かくして。

「いやいや、ゆっくり回しても点火しないよ」

　使ったことがないのかと、豊が呆あきれたように言う。

「でも、火が出るの、怖こわいし」

　そーっと。そーっと。

　何度も点火を試みて、何度も失敗する。

「俺がやってやるよ」

　しょうがないなー。と言いたげに啓治が立ち上がり、岸田さんの方へ向かい、そして──ちっちっちっちっち。ぼっ。

　爆発した。

　それは、小さな爆発だったが、三人とも驚おどろきすぎて声も出なかった。

　岸田さんが点火を失敗する度たびに、ガスだけが出ていた。

　その、充じゆう満まんしたガスに、一気に引火してしまったのだ。

「…………こっわー」

　啓治はぼそりと呟つぶやく。

　三人とも、突とつ然ぜんの爆発に引きまくってしまった。

「ま、次は大だい丈じよう夫ぶだろ」

　と豊に言われても、怖くて啓治は腕をぴんと伸ばし、腕で顔を隠しながら点火する。

　豊の言うとおり、二回目は爆発せず、ちゃんと点火することが出来た。

　そのまま、昆こん布ぶがぷかぷかと浮ういている水が、出だ汁しに変化するのを黙だまって見ている。

　啓治は、わくわくしていた。

　この昆布出汁に肉をくぐらせて……しゃぶしゃぶ。

　イメージトレーニングは完かん璧ぺきだ。

　そして、ぐつぐつと沸ふつ騰とうしたのを見計らい、三人は箸はしを取る。

「では、頂きます」

　目を閉じ、手を合わせる豊に、啓治もマネして手を合わせる。

　お肉様をご提供下さるのだ。これほど有り難がたいことはない。

「はーい。呼ばれてくださーい」

　岸田さんはさっそく肉を取り、出汁にしゃぶしゃぶと泳がせる。

　家主がしゃぶしゃぶし始めたのを見てから、啓治も豊もしゃぶしゃぶを始めた。

　湯気の向こうに、肉が社交ダンスをしているかのように揺ゆれる。

「呼ばれて？」

　言ってる意味がわからず、啓治が聞き返した。

「あ、な、何でも無い。お祖ば母あちゃんがよく言っててつい」

　方言だということを思い出し、岸田さんは誤ご魔ま化かすように笑った。

「しゃぶしゃぶには、やっぱりポン酢だな。ごまダレなんかより、ポン酢」

　豊は肉をしゃぶしゃぶして、ポン酢にダイブさせてから、ぱくりと一口。

「私もー」

　岸田さんも同じようにしゃぶしゃぶして、ポン酢に肉をしゃぶしゃぶさせてから、ぱくりと一口。

　二人は「んー」とゆっくり首を振りながら、肉による至高の喜びに舌した鼓つづみを打つ。

「俺は別に、どっちでもいいかな。白飯が欲ほしくなるけど」

　啓治は肉をしゃぶしゃぶして、ポン酢にぶち込んでから、食べようか悩んでいた。

「あ、ご飯持ってこようか？」

「一いつ杯ぱい頼たのめる？」

「はーい。ちょっと待っててねー」

「じゃあ、岸田さんが帰ってくるまでに、野菜投入しておくわ」

　豊はアクを取りながら言う。

「全部入れちゃダメだよ？」

「しゃぶしゃぶスペースはちゃんと確保するさ」

「肉も確保しておくよ」

「はーい。鞍馬くん、ちゃんと見張っててよ～？」

「おいおい、まるで俺が盗人ぬすつとみたいじゃないか」

「辻本くんはきっと、鞍馬くんがいなかったら下着とか漁あさりそうだもの」

（…………合ってる）

　部屋を出て行った岸田さんを見届け、啓治は豊の顔をじっと見る。

　スケベそうには、見えない。が、確かに彼女は言い当てた。

「なあ「何も言わなくていいぞ」」

　言い当てられてしまったな。とバカにしてやろうとした啓治の感情をいち早く察知して豊は妨ぼう害がいした。

「あ、そうそう。田中ノイエもとんでもない手に出てきたぞ」

「とんでもないってどのぐらい？」

「これ」

　豊は財さい布ふから、一ひと欠片かけらの鉱石を取り出した。

「……これって、もしかしてダイヤ？」

「そう。ダイヤモンドだ。で、これがチラシ」

　水着姿のノイエが、『女め豹ひようのポーズ』をとっているチラシだった。

　膝ひざをついて四よつん這ばいになり、虚うつろな目をしている。

　虚ろな目に見えるのは、メイクのせいだった。

　付けまつげがデカイ。デカすぎる。それはまるで、ウ○ヴァリンの爪つめのようだった。

　口紅はマリ○ン・モンローのように、いや、それはまるで、オ○ケのＱ太た郎ろうのようだ。

　オカメインコかア○パンマンかってぐらいピンクのチークが頰ほおを彩いろどり、ブルーのアイシャドウは、殴なぐられたの○太くんかってぐらいに目の周りを囲っており、下地のファンデーションは歌か舞ぶ伎きや舞まい妓こクラスに首まで塗ぬりたくられている。

「……素材の味を楽しめばいいのにな」

　啓治は、哀あわれな目でそれを見ていた。

「男は特に、色を付けないようなメイクほど好きになるのにな」

　豊が楽しそうに言う。

　それは、男子がどん引きするタイプのメイクアップだった。

　裏面には、暗黒騎き士しのチラシと同じように、投票例があり、暗黒騎士のチラシと同じように、理由の欄らんに番号が割り振ふられている。

　そして、こう文字が躍おどっている。

　田中ノイエに投票すれば、さらにもう一個！

「なるほど、神しん藤どうは強きよう迫はくで、ノイエは買収と来たか」

「どうする？　俺たちも何か手を打つか？」

　呆れた様子の啓治に、豊は真しん剣けんな顔で聞く。

　やれと言われれば、やれる。

　豊には、マホほどではないが、人脈と能力があった。

「……いや、別にいいんじゃない？」

「え？」

「……誰だれが勝っても、別に気にしないし」

「そう言われれば、そうだな。一位になれなかったからって、誰かが死ぬこともないだろうし」

　啓治がその気なら、全力でやる覚かく悟ごで提案した豊だったが、内心ではほっとしていた。

　マホとやり合いたくはなかったから。

「おまたせー」

　岸田さんが笑顔で入ってきたので、豊はダイヤを財布にしまった。

　その屈くつ託たくのない笑顔に、啓治は目を奪うばわれた。

　岸田さんがこんな笑顔をすることなんて、今までなかったから。

　そう、岸田さんは今、楽しんでいた。

　初めて男子を自分の部屋に招き入れ、一いつ緒しよにしゃぶしゃぶしているこの状じよう況きようが、楽しくてしかたがなかった。

　てんこ盛りにされたご飯を渡わたされ、啓治は「ありがとう」と笑顔を返す。

「やっぱり、笑顔が一番の化け粧しようだよな」

　ぼそりと呟いた啓治に、豊はいやらしい笑みを浮かべる。

「言うねぇ～。恋こいでもしちゃったか？」

「いや、そうじゃなくて」

　待ちに待ったご飯の登場に、啓治の箸は進む。

　狼狽うろたえる啓治を、岸田さんと豊は大きく笑った。

「いやあ、やっぱり白飯があると止まらねえなー」

「俺は肉だけでも止まらねえわ」

「野菜とお肉一緒に食べると堪たまらないよねー」

　こうして、三人は世間話に華はなを咲さかせながら、しゃぶしゃぶを楽しんだ。

「……岸田さんってさ」

「ん？」

「普ふ通つうに喋しやべれるんじゃん」

　啓治はポン酢でひたひたにした白菜をおかずに白飯を進めながら、顔も見ずに言った。

「ど、どういうこと！」

　急に変なことを言い出した啓治に、岸田さんは狼ろう狽ばいする。

「いや、いつもさ。何かってーとこう、妙みように勘かんぐるというか、勘かん違ちがいするというか」

「深読みもするよな」

　豊は、啓治の話に補足した。

「そうかな？」

　啓治たちの指し摘てきがピンときていない岸田さんは明後日あさつての方を向いて深く考えるが、それでもよくわからない。

「そこさえなかったら、ホントに人気出ると思うよ」

「え……」

「そこさえってのがどうしようもないんだろうけどな」

　豊がそう言うと、啓治はははっと軽快に笑った。

　ガチャ。

「お茶が入りましたよー」

　そこへ、岸田さんの母が入ってきた。

　家政婦のようなエプロン姿で、紅茶でも入っていそうなお茶セットを用意して。

　そして──

「ま、真梨子！　あなた何をしてるの！」

　がっしゃーん。

　持っていたお盆ぼんとお茶セットを落としてしまうほど、衝しよう撃げきを受けていた。

　両手で口を押さえ、目は絶望に染まっている。

「え？」「は？」

　いけないモノを見てしまったような反応に、啓治と豊は困こん惑わくした。

「お父さん！　真梨子がっ！　真梨子がーっ！」

　どどどどどど……

「どうしたーっ！　真梨子ーっ！　うおおおおおっ！」

　階段を大急ぎで上がってくる音がして、正義の味方サラリーマンがやってくる。

　そして、啞あ然ぜんとしている啓治と豊。そして愛いとしい愛まな娘むすめを見て──

「……真梨子。お前……シャブに手を出したのか」

　愕がく然ぜんとする。

　母に至っては、その場に崩くずれ落ちて、膝をついていた。

「え？」啓治は言っている意味がわからず、聞き返す。

「ああ、なんてことを……真梨子」

「母さんは下に降りていなさい。ここは、私に任せて」

　肩かたを叩たたいて、泣き出しそうな母を残し、父は部屋の中へ。

　そっと戸を閉めると、少しばつが悪そうに、苦笑いを見せた。

「真梨子。お前も大人になりたい気持ちは……その、よくわかる。父さんもな。若い頃ころはシャブをやりたくてやりたくて仕方が無かった」

「え？」啓治はまだ言っている意味がわからず、聞き返す。

「でも、子供のお前には、まだシャブは──」

　娘の目を直視出来ず、父は目を逸そらす。

　そこにあったのは──広島産のポン酢ず。

「ひ、ヒロポン！　真梨子っ！　お前こんなモノまで……」

「え？」啓治はそろそろ言っている意味に気付いてきたが、まだ聞き返す。

　さらに、啓治の手にあった白飯を見て、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

「このヒロポンも、シャブも白い奴やつまで……どうだ？　真梨子。一度やったら……止まらんだろう？」

「まあ、うん。美お味いしいかな」

「病やみつきになる？」

「うん」

「いいかい。真梨子。病みつきって言葉は、『病』と書くんだよ？　中毒性って言葉には、『毒』があるんだよ？　わかるね？」

「え？」啓治はわからないので聞き返した。

「……ごめんなさい」

「謝るんかよ……」

　豊は、まさかの素す直なおな岸田さんに、ついツッコミを入れてしまった。

「部外者は黙だまっていてくれたまえ！」

　そして、父に怒おこられた。

「お、お父さん。でも聞いて。これは、二人が用意したものじゃないの。私が、シャブをしようって持ちかけたの」

「……真梨子。お前……怒ど鳴なって悪かったね。私ぁてっきり、君たちが真梨子を悪の道へ誘さそい込んだモノだとばかり」

「え？」啓治は『悪の道』という部分が特に意味がわからず聞き返した。

「このあと、一発キメる気なのかい？」

「いえ、別に」

　何をキメるつもりなのかもわからないので、手を振って啓治は否定するが──

「絶対するよこいつーっ！　シャブキメにゃんにゃんする気だよこいつーっ！」

　父は嘆なげいた。

　娘のベッドに飛び込んで、おいおいと泣きながら嘆いた。

「やりませんって！　大だい丈じよう夫ぶですって！」

　啓治は理解した。

　この親にして、この子あり。

　岸田さんの異常なまでの反応は、親おや譲ゆずりだったのだ。

「別にな。父さんは……シャブキメにゃんにゃんをするなって言ってる訳じゃないんだ」

「ええー」

　啓治は「そこはしちゃいけないでいいだろ」と、急に理解を示した父親に言葉も出なかった。

「せめて、高校を卒業してからにしなさいと言いたいんだ」

「なんで、子供だったら、シャブをやっちゃダメなんです？」

　ずっと黙って事の顚てん末まつを見ていた豊が聞く。

「子供の頃にこんな中毒性の高いシャブを食べるとだな。大人になってから、感動を忘れてしまうんだ」

「……感動ね」

「父さんは子供の頃、焼き肉ってのはハムを焼くことだと思っていた。すき焼きも、一〇〇グラム八八円の豚ぶたバラ肉。それが贅ぜい沢たくだと思っていた。……だからこそ、こうして大人になった今、『本物』を食べたとき、感動を覚える。子供の頃から『本物』を食べてしまっては、『当然』か『がっかり』しかしなくなる。そんな子に──育って欲しくないんだ。タバコも酒も、ドラッグもキスも。やるなとは言わない。だが──まだ真梨子には早い」

「ちゃんと、しゃぶしゃぶの話だったんだな」

　豊は、勘違いしていた。

　この父親がしゃぶしゃぶを覚かく醒せい剤ざいか何かと勘違いしていると、勘違いしていた。

　だが、違った。

「……そのお気持ちは、わからないでもないですが、自分は違うと思います」

「え？」

　今度は、父が聞き返す番だった。

「娘さんを、信じてやれないんですか？　あなたの教育のたまもので、彼女はとっても感受性が豊かですよ。大丈夫。今贅沢を知っても、きっと感動出来る」

「その保証はあるのかい？」

「俺が保証します。俺は……自じ慢まんでもないですが、子供の頃から毎日おせち料理みたいな豪ごう勢せいな食事を摂とってきたんです。でも──だからこそ、牛ぎゆう丼どんやラーメンみたいな『雑な美う味まさ』に感動したし、神こう戸べ牛ぎゆうという『本物』を食べたときも、凄すごいって思いました」

「しかしだね……」

「俺でも出来たことを、彼女が出来ないなんてこと、絶対にないですよ」

「岸田さんのお父さん。あなたの言っている未来は、試ためしたこともなく、何の根こん拠きよもない机き上じようの空論ですよね？　だが、この鞍馬啓治は、実体験で言ってるんですよ？　どちらに理があると思います？」

「……負けたよ。まさか、実体験で来るとはな」

「鞍馬くん……辻本くん……」

　岸田さんは、いつも父親の言う事を素直に聞いていた。

　反はん抗こう期なんか、一度もなかった。

　だが、言うべきだったのだ。

　間ま違ちがっていることは間違っていると、子供が大人に言っても、よかったのだ。




「シャブをやっても、いいですね？」




「ああ、やりたまえ。若人わこうどよ」

　そう言い残し、岸田さんの父は、部屋を後にした。

「真梨子も、おっきくなってたんだなぁ……おっぱい以外も」

　しんみりと、幼よう稚ち園えんの頃や小学校の頃を思い出し、なんだかこみ上げてきた涙なみだをぐっと拭ぬぐう父。

「お父さん！　卑ひ猥わいっ！」

　零こぼれてきたしんみりに、娘は罵ば声せいで答えるのだった。







「岸田さんもポスターを作るべきかな？」

　しゃぶしゃぶも完食し、啓治がやっと本題を切り出した。

　ここで今日集まったのは、ミスコンに向けての戦略会議。

　言わば、評定のためである。

「まあ、そりゃあ必要だろうな」

　豊はうんうんと頷うなずいた。

「グラビア撮さつ影えい！　わ、私を脱ぬがすつもりっ！　なんて卑猥な！」

　岸田さんは顔を真っ赤に染めて、ぎゅっと服を摑つかむ。

「いや、ここは清せい楚そさで売り出していこう。白い服かなんか持ってない？」

　啓治はきょろきょろと辺りを見回したあと、この部屋に入ってすぐ豊によって開かれたタンスに目が行った。

「白！　卑猥です！　汚けがすための白なんて！」

　いつもなら、この岸田さんの敏びん感かんすぎる言い回しも、あの両親を見た今、啓治は鬱うつ陶とうしいとも思わなかった。

　全すべては、教育のせい。

　岸田さんが悪い訳じゃないんだ。

「よし。岸田さん、落ち着こう。これから俺の言うことは、あー俺たちの言うことは、卑猥なニュアンスを一つも含ふくんでいない。いいね？」

　だから、啓治は、岸田さんを教育しようと考えた。

「……そうなの？」

「そうだ。清い心で、極力黙って話を聞いてくれ」

「……が、頑がん張ばります」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられて、岸田さんは小さく頷く。

「恐おそらく、ノイエサイドも神藤も、エロい水着か何かで勝負に来ると思う」

「エロ……」

　岸田さんは一いつ生しよう懸けん命めい口に手を当てて堪こらえた。

　啓治は「よく堪えた」と感心しながらも、話を進める。

「だが、全校生徒は男子だけじゃない。そして、何人かは神藤のやり方を汚きたないと感じているだろう。だからこそ、こっちはクリーンなイメージで行きたい」

「清潔さってのは重要だな」

　豊も啓治と同意見だった。

　女子にモテる男ってのは、カッコイイとか面おも白しろいとか色々あるが、とりあえず前提条件として『清潔さ』がある。

　そしてこれは、男にモテる女の最低条件でもある。

　そっちのは、『純潔さ』の方が意味合いとしては強いが。

「だから、白い服とかないかな？」

「………………」

　岸田さんは口を押さえたまま、不安そうに啓治を見つめている。

「いや、ここは別に喋しやべってもいい」

「白は……ワンピースならあるけど」

「お、いいねえ」

　豊がイヤらしい表情を浮うかべたので、岸田さんはむっとした表情を返した。

「じゃ、着き替がえて貰もらおうか」

「…………ここで？」

　豊と啓治は立ち上がる。

「じゃ、終わったら言ってくれ」

「ど、どうせ覗のぞくんでしょ！　鶴つるの恩返しばりに覗く気なんでしょ！」

　水を得た変態とばかりに、岸田さんは叫さけぶ。

　こればっかりは、防ぎようもないと、啓治も諦あきらめた。

「覗かねえよって言っても──信じないだろうなぁ」

「じゃあもう覗くから、急いで着替えろー」

　豊はむしろ煽あおるように言うので、べしっと背中を啓治が叩たたいた。

「卑猥だわっ！　品性下げ劣れつだわーっ！」

　岸田さんの叫びを受けながら、二人は部屋の前で待つ。

「岸田さんは、あの親のせいでああなったんだろ？」

「あーそうだろうな」

「だからさ、俺たちのせいで、あの性格を直せるんじゃないかなって思うんだ」

「なるほどな。それは一理ある。人間の性格は、親の教育によって形成されるが、友によって修正されるもんだからな」

「もし、あの卑猥だ卑猥だ卑猥だ卑猥だってアニ○ル浜はま口ぐちぐらい口うるさい岸田さんを矯きよう正せい出来れば、ミスコングランプリに出来るもんかね？」

「まあ、無理だろうな」

　啓治の夢のような展望は、豊にさらっと否定された。

「それは、どの段階で？」

「ミスコングランプリも、性格形成もどっちも」

「希望を摘つみ取るなよ」

「悪い悪い。やってみる価値はあるかな」

「岸田さーん。もういいかー？」

　と扉とびらの向こうに啓治が叫ぶ。

　………………返事はない。

「これは、いいって事かな？」

　と豊が言うので、啓治はそっと扉を開けると──

「きゃあああああ！　卑猥よおおおお！」

　下着姿の、岸田さんがいた。

　穢けがれ無き聖域を守る最後のパラディン。

　ピンク色の、パンティ様がお目見えしていた。

　急いで戸を閉める。

「す、すまん！　返事がなかったから」

　眼福だったが、まさかさっきの言葉通り覗くことになるとは思わず、啓治は鼻を押さえながら狼ろう狽ばいした。

「もういいかって質問に答えてないんだから、もういい訳ないじゃないですか！」

　岸田さんは敬語になっていた。

　覗いてしまったことで友達から、他人にランクダウンしたのだろう。

「いや、だったら否定しろよ」

　自分に非はないはずだ。と啓治は語気を強めた。

「……だって、さっき黙だまってろって言ったし」

「確かに言ったわ」

　啓治は頭を抱かかえた。

　まさか、岸田さんの『卑猥封ふうじ』がこんな卑猥な結果を生むだなんて。

「ありがたやありがたや」

　豊はきりっとした劇画タッチの顔になっていた。

　両手を合わせて、仏に感謝している。

「岸田さんって、着やせするタイプなのかな？　思った以上に胸がデカイよな」

　豊の感想は、啓治と同じモノだった。

　岸田さんはその性格からか、その髪かみ型がたのせいか、あまり性的な印象を受けない。

　だが、彼女は女子高生。

　紛まごう事なき、女子高生の肉体を持っているのだ。

　しかも、しっかり発達した、『女の肉体』。

「やっぱりそう思う？　ってそんな話じゃなくて、あいつ何考えてんだ」

「聞き方が悪かったんじゃないか？」

　と豊に言われ、啓治は考える。

（もう少し具体的に聞いてみよう）

「着替えたー？」

「はーい」

　しっかりとした返事を受けて、戸を開ける。

「きゃああああ！」

　下着姿の岸田さんが、体を抱だきしめる。

　純白のブラジャーに、純白のパラディン。

　急いで戸を閉めて、啓治は溜ため息いきを吐ついた。

「着替えてねーのかよ！」

　少し大きな声で戸に向かって叫ぶ。

「下着を替えましたーっ！」

「下着を替えることを着替えって──言うわ。着を替えてるわ」

　啓治は頭を抱えた。

「ありがたやーありがたやー」

　豊は膝ひざをついて、イスラム教のお祈いのりのように頭を床ゆかに付けていた。

「なんで、下着を着替える必要があったんだ？」

　啓治は冷静な声で問いかける。

「白のワンピなんて着たら、下着透すけちゃうじゃないですか！」

　岸田さんの言い分はどこかもっともで、どこか納なつ得とく出来ないモヤッと感が残るモノだった。

　だが、啓治たちは反論のしようもなかった。

「なあ啓治」

「ん？」

「岸田さんって、成績優ゆう秀しゆうだよな」

「ああ、ノート見せて貰ったけど、あれは勉強が出来る奴やつのノートだった」

「勉強が出来る奴と……バカは別なんだなー」

「また手厳しいお言葉で」

「厳しいと感じるのは、それが正しいと思っているからだよ」

「岸田さーん。白いワンピースを着ることは出来たー？」

「はーい」

「やれやれ。全く──」

　戸を開けて、啓治は驚おどろいた。

　そこにいたのは、可愛かわいらしい少女だったから。

　黒いお下さげ髪がみと、白いワンピースのコントラスト。大きめの胸がしっかりとわかる。

　制服以外の姿をクラスメイトに見られるのが恥はずかしくて、岸田さんはスカートをきゅっと握にぎり、上うわ目め遣づかいに二人を見つめていた。

「思ったよりいいね」

　豊がうん、と一つ頷うなずいた。

「え？」

　まさか、褒ほめられるとは思ってなかったので、岸田さんは短く弾はじくように声を出して驚いた。

「まあ、うん。普ふ通つうに、いいかな」

　啓治も、茶化すことなく、素す直なおに感想を述べる。

「褒め殺してヤル気だわっ！」

　その、まるで篠しの山やま紀き信しんや加か納のう典てん明めいを彷ほう彿ふつとさせる褒め殺しにより、どんどんヌードにさせていくのではないかと岸田さんは心配になってしまった。

　そして、ひん剝むかれたが最後、一線を越こえてしまうだろう。

「何をだよ！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　君の純潔は鉄てつ壁ぺきだよ！」

　誤解だと、啓治は強く否定する。

「言うだけなら簡単なんですー」

　そう言いながらメガネをしようとした岸田さんを、豊が止める。

「岸田さん。メガネ掛かけないでおこうか」

「え？」

　どういうことかわからず、きょとんとして聞き返す。

「あ……」

　啓治は、豊の言いたいことを理解した。

　メガネをしていない岸田さんは、良く見ようとして目を細めていたが、きょとんとした表情の岸田さんは目がぱっちりと開いていて、それはそれは可愛らしい女子高生だった。

　メガネがある方が可愛いという人もいるだろうが、豊と啓治は、ない方が可愛いと感じた。

　それは、ワンピースを着ていたせいなのかもしれない。

「岸田さんは、メガネない方が可愛いから」

　豊は率直に、理由を述べる。

「か、可愛いっ……は、初めて言われた」

　頰ほおを赤く染めて、上目遣いに言う。

「そうだな。メガネはなしで行こう。あと髪も下ろそっか」

　そう言いながら、啓治はカバンからデジカメを取り出した。

　ノイエ、暗黒騎き士したちがチラシを作ったように、ポスターを作ろうと考えていた。

「で！　でも！　私メガネがないと……二人ともコピーロボットにしか見えない」

　顔を赤く染めたまま、バタバタと手を振ふって岸田さんは慌あわてふためいたように言う。

　可愛いと言われたことへの良い意味でのショックが抜ぬけきれなかった。

「肌はだ色いろしか認にん識しきしてねえじゃねえか」

「あと赤いぽっち」

「どこに！　俺たちのどこに赤いぽっちが！」

「まあ、今はただ写真撮とるだけだから、視力は悪くてもいいんじゃないかな」

　と、豊が言うので、啓治は「なるほど」と頷いた。

　むしろ、よく見えない方が写真撮さつ影えいも緊きん張ちようせずに済むかもしれない。

「……それをネタに脅おどす気！　ネットにアップしたり校内に貼はり付けるつもりね！」

　レンズを向けられて、岸田さんは目元を隠かくしながら座り込んだ。

「その通りだよ！　正にそれをするつもりだよ！　ほら、ポーズ取って」

　開き直りにも似た言葉に、岸田さんはついに観念したように力を抜く。

「好きに撮ればいいわ！　でも──私の心は！　心までは絶対に取らせない！」

「取れねえよ！　ドラえもんの秘密道具でも多分無理だわ！」

　心を取るカメラ。岸田さんは可愛いと言われたショックを未いまだ引きずり、意味のわからないことを口走っていた。

「いやでも、ミスコンは写真無しで勝つの不可能だぞ。水曜日のダ○ンタウンに説として応おう募ぼしてもいいレベルで不可能」

「さあ……撮って。撮りなさい！　今すぐにっ！」

　そう言って、岸田さんは俺たちに背中を向け、そっとワンピースをぬぎぬぎ──

「え！　なんで脱ぬぐの！」

「撮りたいんでしょ！　私の裸ら体たいをっ！」

「いやいやいやいや！　白のワンピース着せた意味ないだろが！」

「あー、今コスプレ物ＡＶのこと考えてたでしょー。コスプレさせといて全部脱いだら意味ねーよって思ったでしょー」
















「考えてねえよ！　お前はなんで知ってんだよ！　耳みみ年どし増まなんてレベルじゃねえぞ！」

「おい、啓治。ちょっと」

　何を言ってもいつもの調子で返される。そんな岸田さんに、激しくツッコミで返していた啓治を、豊が止めた。

　部屋の隅すみに啓治を呼び、ひそひそと小声で──

「お前がそうやって強く反発しても、あの性格は直らない」

「そ、そうか。どうすればいいと思う？」

「思考を止めよう。冷静に、話題を逸そらして」

「相手にするなってことだな」

　こくりと豊が頷いて、相談が完かん了りようした啓治は、「よし」と気合いを入れる。

「二人で……私をどうにかしようって算段でしょう」

　そうだよ！　と言いたかったが、ぐっと堪こらえた啓治は、カメラを構えて笑え顔がおを見せる。

「はーい笑ってー」

　カメラを向けられて、笑ってと指示されれば、つい笑ってしまう。

　そんな条件反射を狙ねらってみると、岸田さんは例に漏もれず、大きく笑顔を見せた。

「ぐわははははは！」

　口を大きく開けた笑いだった。

　闇やみの組織の親玉かと思うぐらいの笑いだった。

「…………豪ごう快かいすぎんぜー。違ちがう笑い方で」

　あまりの大だい爆ばく笑しようっぷりに、カメラを構えていた啓治はシャッターを押せなかった。

「あーっはっはっはっは！　ああーっはっはっはっ！」

「おお、良い声すぎんぜー。オペラでも見ないレベルの高笑いっぷりじゃねえか。もっとこう、微び笑しようでいいんだけど」

「あの、ノーパンで有名な？」

「それ氷ってる微笑だから……こう、微笑ほほえんで欲しいわけ」

　啓治は少しだけ口角を上げて、優やさしく笑みを浮うかべる。

「こ、こう？」

　岸田さんの微笑みは、まるで狙い澄すました下ネタが見事にハマったときの三さん遊ゆう亭てい小こ遊ゆう三ざのような笑みだった。

「してやったりすぎんぜー。うん、どうもイメージが違うなー」

「いっそ、笑顔は諦あきらめて、さっきのきょとんとした感じにしようか」

　最も早はや監かん督とくのような佇たたずまいの豊に言われ、啓治は諦めたようにはあと息を吐はく。

「あー、それはいいかもね、さっき可愛かったし」

「か、可愛いなんて……言われたの初めて」

　また、ぽっと頰を赤く染める岸田さん。

「さっき言ったよ！　少なくとも二回目だわ！」

　と強くツッコミを入れる啓治を見て、豊は思った。

（こいつも岸田さんと同じで、この性格は直らないかもなー）

　人の性格は、長年掛けて形成されたモノ。

　それを変えるには、やはり長年が必要なモノで、一日二日でどうこうなるモノではない。

「きょとんとしてみて」

　と、豊が話を逸らす役目を果たすことにした。

「でも、きょとん……なんて擬ぎ音おんで表現されても、よくわかんない」

「あー、それわかるわー。病院とか行ったときに、どう痛いですか？　って聞かれて擬音で表現しなきゃいけないときとか、俺の今の痛みが、果たして本当に『ずきんずきん』なのか？　と。じゅくじゅく痛いってどういう痛みなんだろうとか──」

「鞍馬くんって……変人？」

「お前には言われたくねえわ！」

「とにもかくにも、『きょとん』がわからないって言うなら、俺たちで『きょとん』とさせるしかないな」

「ん？」

　どういうこと？　と岸田さんが小首を傾かしげる。

　その表情は──

「今！　今シャッターチャンスだった！　あーっ！　見み逃のがしたーっ！」

　啓治は嘆なげいた。

　きょとんとした岸田さんを撮るチャンスだったのに。

「何やってんだよ」

　啓治の不ふ甲が斐いなさに、豊もやれやれと首を振る。

「あ、そう言えばスポーツチャンバラで鎖くさり鎌がま、使っていいらしいよ？」

　豊の言葉に──

「え？　そうなの？」

　パシャ。

　啓治は捉とらえた。

　目をぱっちりと開いて、おちょぼ口になっている岸田さんを。

「どう？」

　豊が出来を聞く。

「きょとんとしすぎているかなー。これ、ポスターであったら『写真で一言』の大おお喜ぎ利りやられそう」

　啓治は難色を示した。

　きょとんとはしている。してはいるが、可愛かわいいというより面おも白しろい顔だ。

「なかなか難しいな」

　ポリポリと豊は頭を搔かく。

　さっき『可愛いきょとん顔』を見ているのだから、その正解を探せばいい。

　探せば良いのだが、それがなかなかどうして、上う手まく行かない。

　写真には、『奇き跡せきの一枚』と呼ばれるモノがある。

　数千枚撮ってやっと、その一枚を撮ることが出来る。

　ワンオブサウザンド。それを探すしかないのだ。

「って言うか、普ふ通つうにきょとんとしてみて？」

　と直球のお願いを投げてみる。

「きょとん？」

「今！」

　パシャ。

　啓治は捉えた。

　正にきょとん。

　口にするレベルでの、きょとん顔をカメラに収めた。

　だが──

　そこにあったのは、『不信感顔』だった。

　眉み間けんにシワが寄った顔が、可愛くは見えない。

「嫌けん悪お感かんとか不信感があっちゃあダメだな」

「ビフテキは、ビーフステーキの略じゃなくて、フランス語らしいよ？」

「ビフテック？」

　あってるよね？　と言いたげな表情。

　眉間にシワが寄ったままの表情だった。

「くそっ！　そーなんだーみたいな表情でもいいかなーと思ったのに」

　何度やっても、ダメ。

　だが、諦めなかった。

　その後も、何度かチャレンジしたが、最初に撮った「え？　そうなの？」顔を採用することとなった。

　ダメだったのだ。

　ワンオブサウザンドは、見つからなかったのだ。

　これがプロの写真家と、素人しろうとの高校生の差。

　そうそう、奇跡の一枚を撮ることなど出来はしないのだ。

「投票日なんだが、投票の前に運動場でアピールタイムがあるみたいだな」

　と、豊が撮った写真を眺ながめながら切り出した。

「アピールタイム？」

「全校生徒の前で、何かやるみたいだ」

「何かって──岸田さん、何か出来ることあんの？　ダンスとか」

「……ダンス、出来そうに見えます？」

　岸田さんは困ったような表情で、両手を広げる。

「全然だな」

　写真撮さつ影えいは終わったので、岸田さんはメガネを掛かけていた。

　メガネにお下げでおっぱいが大きめな清純派。

　運動が出来るようには見えないし、出来るのを見掛けたことはない。

　ダンスなどもっての外。

「まあ、普通は歌だろうな」

　と、豊が一つの正解を提示する。

　ミスコンは、言わばアイドルオーディションだ。

　歌やダンスがモアベターな回答。

　新体操のような体の柔やわらかさ、暗算などのわかりやすさなど個性的なモノでも良いが、結局は歌とダンス。この二つが適切だろう。

「あ、岸田さん歌ならいけるんじゃない？」

「……下手とは思わないけど……歌いたくはないかなー」

「気持ちはわかるけどね」

「ちなみに、だけど。岸田さんが一番得意な物とか、興味があるものはなんなの？」

「んー」

　岸田さんは深く深く考えて──

「ホラーかな」

　少し恥はずかしそうにはにかみながら言った。

「どういうこと！」

　まさかのジャンル選せん択たくに、啓治は恐きよう怖ふすら覚えた。

「怪かい談だん話ばなしは、好き」

「なんでまた？」

　今度は豊が聞き返す。

「ホラーって、数ある物語ジャンルの中でも、すっごく難しいと思うの」

「難易度の問題なのかよ」

　聞けば聞くほどに、訳がわからない。

「まあ、怪談話なら俺も結構好きだけど」

　と言う豊に、啓治は置いてけぼりな雰ふん囲い気きを感じていた。

「へえー。じゃあ豊。何か話してみてよ」

　啓治が提案すると、豊はんんっ、と喉のどを整える。

「とある青年が引っ越こしをするってことになって不動産屋に行ったらしいんだけど、一〇万円は超こえる物件が八〇〇〇円でいいって言われたらしくてね。曰いわく付きなんですか？　と聞くと──ええ。なんてすんなり認めたらしいんだ。どういうことか追つい及きゆうすると、『誰だれも二週間保もたないんですよね』なんて──」

「あ、一三階段の奴やつね」

　岸田さんは、嬉うれしそうな声で言う。

「…………」

　豊は固まった。まるで幽ゆう霊れいにでも出会ったかのように固まった。

「一日一段ずつ霊が登ってきて、一四日目は霊が入って来ちゃうから、二週間保たずに出ちゃうんだよね？」

　岸田さんはとても嬉しそうな声で言う。

「…………うん」

　豊は、嘆きの声で一言だけ返した。

「二○一号室？」

　だが、岸田さんは猛もう追ついする。

「……うん」

　豊は頷うなずくしかなかった。

「知ってるー。いい話だよねぇ～」

　まるで感動する話に対するリアクションだった。

「いや、いい話ではないと思うけど」

　啓治は岸田さんとは全く別の感想を抱いだいた。

「誰だったか、芸能人がマンションに帰ってきたとき、エレベーターに乗ろうとしたら変な男が帽ぼう子しを深く被かぶっていて、気味悪いなーなんて思ってたら、ドンって肩かたぶつかって、そこに血が──」

　豊はめげずに、次の怪かい談だんへと──

「あ、警官の奴だ。そのあと警官が尋たずねてきて、何か知りませんでしたか？　って聞くんだけど、実はその警官が犯人だったって奴だね」

　岸田さんはまるで早押しクイズのように。あるいは百人一首の上の句下の句のように。

　前半部分を聞いて残りを当ててしまう。

「……そう」

「そもそも、警察が尋ねてくるときは二人以上だよねぇ」

「なんだろう。この……マジックをしている最中にタネを全すべて言われてしまう感じ。いや、カラオケで途と中ちゆうから入ってきて全部歌われちゃう感じ」

「自分が体験した怪談じゃないとダメっぽいな」

　誰かから聞いた話や、テレビなどで観みた話では、話にならない。

　実体験。あるいは、自分が初めて創作した話でないと、岸田さんには通じないようだった。

　だが、豊は思いつかない。

「ホラーは作るの大変だよねー」

「どういうこと？」

「ホラーは他ほかのジャンルと違ちがって、人を驚おどろかせるという部分が決められている。映画でも怪談話でも、とにかく求められていることは一つ。『驚かせる』こと」

「ふむふむ」

「これは、ＡＶと同じ」

「…………え？　は？」

「客が見たいモノは最初から決まっているから、それに応こたえるしかないの！　だから、結局やることはいつも同じ。その、同じことをいつどのタイミングでやるかというだけ。だから、凄すごく難しい」

「岸田さんが一番怖こわいわ」

　謎なぞの才能に、二人は恐おそれをなした。







　　　第三章「年末忙いそがしなるでぇ」







　暗黒騎き士しはマホの家で唸うなっていた。

「ううううううぅん」

「アゴ、しゃくれてるわよ」

　鎧よろいを脱ぬいで、ただの制服姿の『エリー』となり、マホの部屋にいた。

　腕うでを組んで、正座して、テーブルの上にある白い紙一枚をじっと見つめている。

「ううううぅぅぅ～」

　エリーはまた唸った。

「まあ、そうそう歌詞なんて思いつかないわよねぇ」

　その様子を、マホは楽しげに笑って見ていた。

　二人は今、『アピールタイム』のために、歌詞を考えている。

　そう、『歌』で勝負するつもりなのだ。

「でも、まだ一文字も書けてないじゃない。普ふ通つう、少しは書けるものだけど」

　自分の部屋ということもあって、マホは部屋着になっていた。

　キャミソールに短パン姿で、髪かみはアップに纏まとめている。

　ベッドに寝ねっ転ころがって、小指サイズのダイヤを光に当てていた。

「そういうマホも、さっきから全然案を出していないではないか。そもそも、どうして歌を歌うのに、新しく曲を作らねばならんのか」

「理由は簡単。ジャ○ラックのせいよ」

「……それは、簡単な理由なのか？」

「ちなみに、何歌いたいの？　モノによっては、大だい丈じよう夫ぶかも」

「………………笑え顔がおに会い──」

　エリーはママ○ード・ボーイのオープニング『笑顔に会いたい』と言いかけて、ぐっと言葉を吞のんだ。

　オタクだと思われたくなかったから。

「ん？」

　途中で言わなくなったもんだから、マホは聞き逃のがしたのかと思い、耳を傾かたむける。

「『いすゞのトラック』」

　これが、エリーの中でアニメ色のない、ギリギリの範はん囲いの曲だった。

「名曲だけどもっ！　きっとそれ、ダメな奴」

「なんと！　カラオケにもあるのに！」

「あんの！　え！　『いすゞのトラック』カラオケにあんの！　だったら一〇〇％ダメな奴」

「むむむ……やはり、自分で作るしかないのか……」

「そゆこと～」

「一文字も思い浮うかばない」

「アゴ、しゃくれてるわよ」

　エリーは悩なやみすぎて、思わずアゴを突つき出していた。

「しゃくれと言うな。下か顎がく前ぜん突とつと言え」

　バカにされているように思い、せめて言葉だけでも重厚にして欲しかった。

「そもそもだな。やる気が起きん」

　エリーは机に大きなおっぱいを乗せて、ぐでーんと腕を伸のばしてだれる。

「やる気か……目標があればいいんじゃない？」

「例えば？」

「紅白歌合戦」

「な、なんだその聞くからに恐ろしい戦いくさは。天下分け目か？」

　絶ぜつ妙みように格好良い言葉の響ひびきに、エリーは目を輝かがやかせた。

「天下分け目ではあるかなー。ゴッド姉ちゃんとかが──」

「ゴッド姉ちゃんっ！　なんという強そうな名前なのだ！　私もそう呼ばれてみたいものだな」

　エリーの頭の中に、神の如ごとく君臨する神こう々ごうしい女性が、鐘かねを鳴らしている。

「だったら、やっぱり歌作らないと」

「歌を作るだけでいいのか？」

「良い歌を作らないとね。あ、ちなみに紅白は年末にあるから」

「年末……冬か。冬の戦には自信がある。──やる気が湧わいてきた。どういう歌詞が良いだろう？」

「まあ、そうねぇ。やっぱり共感出来るような歌詞がいいんじゃない？」

「共感というと？」

「あるあるネタってわけじゃないけど、こう……わかるわかるーみたいな」

「さっぱりわからん」

「んー、じゃあテーマを一つ」

「頼たのむ」

「会いたい」

　どきっ。

　エリーの胸が高鳴った。

　バレていた。

　好きな曲が『笑顔に会いたい』であると、バレていたのだ。

　でなければ、ここで会いたいというテーマを出すわけがない。

「どしたの？」

　エリーは深読みしていたが、マホは一いつ切さいそんな意図もなく、ただ単に、よくあるテーマだから提唱したに過ぎなかった。

「会いたい……かなぁ」

　エリーは首を傾かしげて惚ほうける。

　だから、マホは何な故ぜエリーがここまで『会いたい』というテーマを渋しぶるのか、理解出来なかった。

「会いたい人ぐらいいるでしょ？」

　マホに言われ、エリーは顔を赤く染める。

「…………すごく」
















　そして、照れ臭くさそうに笑った。

　脳のう裏りに浮かぶのは、啓けい治じの笑顔。

「じゃあ、その会いたい思いを、詩にしたためなさいな」

「でも、私なんかが会いたいと思うのは烏お滸こがましいのではなかろうか」

「あー、いいねそれ」

「え？」

「会いたいけど、会いに行く資格がない感じを出していこう」

「……なるほど」

「どうして会えないのかを前半部分で綴つづっていって、後半のサビの部分で思いを爆ばく発はつさせよう」

「ふむふむ。会えない理由は山ほどあるな」

「へえー。例えば？」

「……行きたい場所とか話すことがないから」

「ただ漠ばく然ぜんと『会いたい』でいいじゃない」

「そういうマホは何かあるのか？」

「会えない理由？　んー、そうねぇ。あ、前コンビニ行こうと思って、Ｔシャツ出したらさ、襟えり首くびんところがダルダルになっててさ。これじゃ人様の前には出られないわーって思ったかな」

「なんって切ない物語なのだ」

　エリーは涙なみだがこみ上げてくるほど、共感していた。

「感受性豊かだねぇ」

「私もこの間、靴くつ下したの中に小石があってな。それがいつ混入したのかわからないイライラと、こう人差し指と親指の間をコロコロしているイライラが募つのっていたのだが、人前で靴下を脱ぐという恥はずべき行こう為いをしたくはなかったのだ」

「あーあるある。でも、それ『会えない』理由にはならないんじゃない？　ただのあるあるで」

「難しいモノだな」

「あ、そうだ暗黒騎士さん」

「ん？」

「ただ一人で歌を歌うよりさ。ギターとか楽器やってみたら？」

「ギター？」

「そうそう。弾ひき語がたりって奴やつよ」

　マホはそう言いながら立ち上がると、ベッドの下から埃ほこりにうっすら塗まみれたギターケースを取り出した。

「それは素す晴ばらしい。是ぜ非ひそうしよう」

「……是非そうしようって、暗黒騎士さん、ギター弾けるの？」

「問題ない。の○めカンタービレは読んでいる」

「ギタリストいたかなー。それギター習える奴だったかなー」

　マホは曖あい昧まいな記き憶おくの中から、確かオーケストラの話だったような。でもギターを弾くシーンの一つや二つあってもおかしくないか。と強くツッコミを入れることが出来なかった。

　ギターケースの埃を大量のティッシュで拭ふき取り、中からアコースティックギターを出して、ボロンと一搔かき。

　随ずい分ぶん触さわってないが、問題なく使えそうだ。

「よし、じゃあこのアコギ貸したげる」

　ずいっとギターをエリーに差し出し、エリーはそれを受け取ると、見よう見まねでボロンと一搔き。

「ありがとう。助かる。これが──ずうずうしい……」

　初めて触さわるギターに、興奮冷めやらぬ様子でまじまじと見つめている。

「…………あ、アコギって阿あ漕こぎな商売してまんなー。のアコギじゃないからね？」

「…………知っている。その台詞せりふはのだめで見た」

「それは絶対噓うそだわっ！　きっと阿漕な商売してまんなーのくだりはの○めで出てこないわっ！」

「人の記憶とは、曖昧なモノだな」

「そうね…………いや、暗黒騎き士しさんがね！」

「それにしてもギターがあると、俄が然ぜんやる気が出るな。負ける気がしない」

「ぶっちゃけ、暗黒騎士さんがその姿で出てくれれば、圧勝で優勝出来ると思うなー」

「ば、バカを言うな！　もうすでにチラシを作ってしまったのだぞ！　今からこの姿でやっては、正体がバレバレではないか！」

「あー、そっかそれはマズったなー」

　マホは正直、このミスコンで暗黒騎士が優勝しようがしまいがどうでも良かった。

　だが──カナエが真っ向からケンカを買ってきたので、マホとしても負けられない戦いになった。

　カナエは、ダイヤを全員に配った訳じゃない。

　マホが『番号を割り当てた生徒』を狙ねらい撃うちしてきたのだ。

　人数をプラスにするだけではなく、対戦相手の人数をマイナスする。

　言わば、カウンターパンチを繰くり出してきた。

　これほどの屈くつ辱じよくはない。

「じゃ、なんとかするしかなさそうねぇ」

　強きよう迫はくしている生徒たちが、金で動くかどうかはわからない。

　小指の先ほどの、何の加工もブリリアントカットも施ほどこされていないダイヤを指でコロコロと遊ばせるマホ。

　これは、サンプルとして強迫している生徒の一人──辻つじ本もと豊ゆたかから奪うばってきたモノだ。

「それにしても、そんなに石ころが好きなものかな？」

「え？」

　エリーの言葉に、マホは意外だとばかりに聞き返した。

「我が世界では、そんなモノそこら中の山に転がっているぞ」

「暗黒騎士さんの世界では、ダイヤって価値がないの？」

「ああ、武器にも武具にも使えない鉱石に、何の価値があろうか」

「だって、これ最高硬こう度どだから防具になるんじゃないの？」

「確かに、この鉱石は斬ざん撃げきに強い。そこらの剣けんでは傷一つ付かないだろう。が、衝しよう撃げきには弱いのだ。ハンマーで叩たたけばガラスや水すい晶しようのように粉々に砕くだけ散るだろう」

「へー。そうなんだ」

「やって見せようか？」

「……いや、いい。勿もつ体たいないから」

「私には、その鉱石がどれほどの価値なのか、さっぱりわからん」

「…………あっ！　そうか！　そうよね！　うん！」

　マホは、エリーの言葉に、光明を見いだした。

「何か、閃ひらめいたのか？」

「ええ。やってみる『価値』が、ありそう」







　鞍くら馬ま啓治は、自分の勇気の無さを痛感していた。

　エリーを思う気持ち。

　これがきっと、『恋こい』なのだろうと認にん識しきした。

　だが、それを伝えることは出来ず。

　嫌きらわれるのが怖こわくて。

　振ふられるのが怖くて。

　告白出来ずにいた。

　それは奇くしくも、エリーも同じだった。

　自分が暗黒騎士であるという事実を、啓治に伝えられない。

　嫌われるのが怖くて。

　振られるのが怖くて。

　啓治は、布ふ団とんに転がり、ぎゅっと枕まくらを抱だきしめる。

　ここで、エリーと添そい寝ねをしたのに、何も出来なかった。

　手に触ふれることすら、出来なかった。

　不ふ甲が斐いない。

　毎日毎日、あのときああしていれば、こうしていればと後こう悔かいしている。

　テレビを付けてはいたが、全く頭に入らず、ぼーっと眺ながめているだけだったとき──

　ピーンポーン。

　チャイムが鳴る。

「くーらーまーくーん。あーそーぼー」

　その声で、相手が誰だれか、啓治にはわかっていた。

　急いで玄げん関かんへと向かい、戸を開けると、そこにはエリーの姿。

　いつもと変わらぬ、エリーがそこにいた。

　どくん、どくんと胸が高鳴る。

　あのとき、添い寝したときのエリーがフラッシュバックする。

　もしかしたら──今日も……

　そんな淡あわい期待を胸に、言葉も出ないまま、エリーを中に招き入れた。

（やる……やるぞ……今日こそ……俺は、大人になる）

　ぎゅっ、と拳こぶしと決意を固める。

「ちょっと、悩なやんでることがあるんですけど」

　固められた決意は、緩ゆるやかに解ほぐれていった。

　悩みがあるという相手に、下心を持つのは失礼だ。

　男子高校生らしいがっつきを、啓治は抑おさえる冷静さを持っていた。

　嫌われたくない。失敗したくない。

　そんな思いが、背中を押したからなのかもしれない。

　とにかく、啓治は上う手まく感情を抑えきっていた。

（これが豊だったら、お構いなしに押おし倒たおしてたかもな）

　下心を封ふうじ込められた自分を、啓治は褒ほめてあげたいと思っていた。

　何な故ぜなら、エリーは女子高生らしい可愛かわいらしさとむっちりとしたエロさを持っていたからだ。

　靴くつを脱ぬいで玄関を過ぎ、奥にある部屋までエリーは進む。

　啓治は、その後ろ姿。特に、スカートに包まれたお尻しりに目をやる。

　うにょーんと鼻が伸のびるほど、興奮していた。

（制服って、なんでこう、エロさを感じるんだろう）

　女子高生が可愛いのではない。女子高生の着ている制服が可愛いのだ。

　そう考えさせられるほど、スカートを凝ぎよう視ししていた。

「で、悩みって何かな？」

　何か喋しやべっていないと、手を出しそうになる。

　目も眩くらむほどの、浮うわついた下心。

　どれだけ引っ込めても、すぐ顔を出す、モグラ叩きのようなエロ心を叩きつぶすため、啓治は笑え顔がおで言いながら、エリーの後に続いて部屋へと向かった。

　万まん年ねん床どこの布団に正座して、膝ひざの上に枕をばふっと置いたエリーは、カバンから一枚のキャンパスノートを取り出して、パラパラと開く。

「実は今、歌の歌詞を作ってるんです」

「へー。歌詞ねえ」

　啓治はパソコンの前にある椅い子すに座り、くるくると回りながら言う。

　何のために？　とは聞かなかった。

　エリーは詮せん索さくされたくないようなことが多いから。

　そして、ミスコンで歌うためだとも思わなかった。エントリーしていないと思っていたから。

「どういう歌詞が、『共感』出来るんですかね？」

　エリーは真しん剣けんな表情で聞く。

「共感か。確かに、歌詞を作るなら共感出来るモノがいいね」

「ですよね！　わかってはいるんですけどねぇ」

　エリーはマホに言われたことが正しいことを再確認した。

「日常の一部を切り取ったりとか、辛つらい思いや楽しい思いを詩に乗せるのが基本かな」

「なるほどなるほど。つまり──あるあるですね！」

「あるある……と言えばあるあるだけど、まあもう少しこう、感情の部分を重視して」

「なるほどなるほど」

「あと、テーマを一つ持った方がいいね」

「テーマ……」

　ここまで、マホが言っていた事と全く同じだった。

　内科医を疑ってセカンドオピニオンをしてみたら結果が全く同じで意味がなかったかのように。

「た、例えばだけど……さ。エリーがその、俺のことをどう思ってるかってのを歌にしてみるとかさ」

　啓治は、照れ臭くさそうに、ドキドキしながら歯切れ悪く提案した。

　啓治は、エリーのことが好きだ。

　きっと、この気持ちは恋なのだろうと思う。

　だが、エリーがどう思っているのか、まだ聞いたことがない。

　これは、チャンスだ。

　チャンスではあるが、この浅い企たくらみを勘かん繰ぐられて思いがバレてしまうのではないかと思うと、緊きん張ちようしていた。

「……もとよりそのつもりですっ！」

　エリーは鼻息荒あらく即そく答とうした。

「そうなの！」

　それが嬉うれしくて、啓治は身を乗り出すくらいに興奮していた。

「啓治さんへの思いを、歌に込こめるんです！」

「じゃあ、テーマは愛？」

　啓治は、直球を投げる。

「『会い』ですねぇ」

　だが、真まっ直すぐ来た言葉の球を、エリーは取り損そこなった。

「じゃあ、エリー俺のこと好きなの？」

　啓治は、修正して直球をもう一球投げた。

「あ」エリーは自分の言っていたことがまるで告白のようになっていたことに気づき、顔を赤らめた。

「あ、あの！　その！　あれですから！」

　啓治の言葉を捕ほ球きゆうして、投げ返せずにあたふたする。

「あれなの？」

　はっきりしないエリーに、啓治は不安げに聞くと──

「超ちようあれですから！　あくまで狙ねらいは紅白ですからっ！」

　エリーは苦し紛まぎれにもう一つの目標を語った。

「それはまた楽しみだな」

　啓治は笑った。

　まさか、紅白歌合戦に出るために曲を作ろうとしているなんて、思いもしなかった。

　そこで、啓治はあることに気付く。

　エリーが、膝を立てていた。

　体育座りのような形で、少し足を開いた状態だった。

　そして、太ももの上に乗せた枕の上で、キャンパスノートを開いている。

（こ、これは……）

　啓治は、ごくりと喉のどを鳴らす。

　今啓治はパソコンの前。椅子に座っている。

　エリーと啓治の間には、机があり、膝ひざ小こ僧ぞうが見えている状態。

　……パンツは、見えてなかった。

　だが、ここで啓治は、ある言葉を思い出す。

『お前には、健全さが足りない』

　豊に指し摘てきされた、啓治の探究心の無さ。

　冒ぼう険けんの心、トレジャーハンター魂だましい。

　思春期の男子高校生にあるべき──エロさ。

（見たい）

　啓治は今、健全な男子高校生として思った。

　エリーのパンツを、覗のぞき見たいと。

　だが、どうすれば見られるだろうか？

　これが、体育館の全校集会ならば、後ろを気にするついでにちらっと好きな子のスカートの中を覗くことが出来るだろう。

　だが、この位置関係。

　しゃがまなければ、その前に、椅子から降りなければ、見ることは出来ない。

　口実が──ストーリーが、必要だ。

　そう思った啓治は、鼻を気にし始めた。

「そう言えば、エリーはミスコンには出ないの？」

　何度も何度も鼻を摘つまみながら、鼻の穴を気にする。

「え？　わ、私ですか？」

　エリーは狼狽うろたえる。

　まさか、すでにエントリー済みだとは言えない。

「あー鼻が痒かゆいなー」

　啓治は椅子を降り、机の上にあるティッシュをシュッと一枚取る。

「私なんか、その……ミスコンなんて無理ですよ」

「そう？　結構良いところまで行くと思うけどなー」

　女子の前で鼻をかむという行こう為いはマナーとして最低の部類かもしれない。だが、それしか思いつかなかった。

「いえいえ！　私なんかホント……人前に出るのも恥はずかしいです」

「そっか……残念」

　くるくるとティッシュを丸めて、啓治はゴミ箱に投げつけた。

　いつもなら、一発ですっぽり入るのだが──

　ティッシュは壁かべに当たり、跳はね返って机の下へ。

（よしっ！）

　啓治は心の中でガッツポーズを取っていた。

　絶ぜつ妙みようなアプローチショットだ。

　見事、机の下というグリーンに、ティッシュと言う名のゴルフボールは着地した。

　あとはもう、ティッシュを拾うだけでいい。

　それだけで、好きな女の子のパンツを、覗き見ることが出来る。

　トレジャーを、ハント出来るのだ。

　ほんの少し。それは、本当に少しのことかもしれない。

　だが、努力をした。

　考えた。

　その、結果。

　小さな小さな努力の結果を、今、達成感で覆おおい尽つくすのだ。

　啓治は、机の下に潜もぐり込むように、頭を屈かがめた。

　そこで、見たのは──

　エリーの、手だった。

　足は閉じられ、膝はぺたんと床ゆかについている。

　エリーは腕うでを伸ばし、ティッシュを摑つかもうと手て探さぐりにバタバタさせている。

　啓治の大誤算──それは、エリーが、優やさしい女の子だったということ。

　啓治が失敗し、落としたティッシュを、拾おうとしてくれているのだ。

　机の下に潜り込んだモノを手で拾うなら、当然膝を立てたままでは難しい。

　当然の、体勢。

　そして、啓治が拾うより早く、エリーはティッシュを手にしていた。

「ほっ」

　エリーが手のスナップだけで投げたティッシュは弧こを描えがき、ゴミ箱に吸い込まれていく。

　啓治は、ブロックしたい気持ちでいっぱいだった。

　だが、キレイに入ったティッシュに、ぱちぱちと小さな拍はく手しゆで祝福することしか出来なかった。

（もう無理か）

　と、諦あきらめかけたそのとき──

　エリーはまた、膝を立てた。

　先ほどと同じポーズ。

　神はまだ、啓治を見捨ててはいなかった。

　たった一度、ほんの一いつ瞬しゆんで良い。

　輝かがやきを──見せてくれ。

　そう、神に願っていた。

　今啓治ははこう思っている。




（ここまで来たら、何が何でも、パンツを見てやる）




　と。

　少し努力をしてしまったことにより、ここで後には引けないと考えてしまっていた。

「あとは何がありますかねぇ」

　エリーはキャンパスノートに目を落としている。

「まあ、ゼッタイではないけど、言葉遊びかな。いたたた……座りすぎて腰こしが」

　啓治はエリーの視線を確かく認にんしながら、横たわった。

　椅い子すに座っていたから、腰が疲つかれてしまった風を装よそおったのだ。

　あとはそのまま──

「言葉遊び？」

　声を掛かけられ、啓治は肘ひじを立てて頰ほお杖づえをつく。

　エリーがこちらを見ている間は、パンツを覗くことが出来ない。

　バレれば、すぐさま足を閉じられ、スカートでディフェンスをしてくるはずだ。

「ヒップホップとかだと、韻いんを踏ふむのが大事になる」

「インを……踏む」

　言ってる意味がわからず、エリーはきょとんとした。

　その『きょとん顔』は、岸きし田ださんにやって欲しかった、正にその顔だった。

　口が丸くなり過ぎず、目が見開き過ぎず。

　ただただ可愛かわいい、きょとん顔。

（笑え顔がおが最強だと思ってたが……これはまた……）

　啓治は、思わずごくりと喉を鳴らした。

　女の子の表情の中で、最も魅み力りよく的なのは、笑顔。

　これは、揺ゆるぎない事実だろう。

　それは『好意的』であるというバックボーンも加味した、『魅力』の集合体。

　総合的に、『可愛い』のだ。

（くそ。ますます見たい。エリーのパンツが、今すぐにでも見たい）

　だが、目と目が合っている間は、動けない。

（くそっ！　みんな、どうやってパンツを覗いているんだっ！）

　上う手まく行かないことに、やきもきする。

「韻を踏むってのはつまり……なんだ。同音異義語の言葉遊びみたいな？」
















「んー」

　苦しそうな顔で、エリーは首を捻ひねる。

（今だっ！）

　啓治はエリーが一瞬目を離はなした瞬間に、頰から手を離した。

　重力によって顔が下がり、机の下へ。

　そして──

　見えたっ！

　花はな園ぞのが。

　エデンが。

　サンクチュアリが。

「例えばどういうのですか？」

　声を掛けられ、すっと頰杖をつく。

　今、確かに啓治はパンツを覗いた。

　覗いたが、それは脳のう裏りに焼き付けられなかった。

　頰杖をついていて、ズレてしまったために頭が落ちたように見せかけたが、これで確保出来る秒数は、ほんの一秒。

　すぐに元の体勢に戻もどらなければ、勘かん繰ぐられると考えた。

　見えたのは、暗がりの中にあった、純白。

　白だったということしか、わからない。

　啓治は見た。

　確かに見たのだが、達成感に欠ける。

　少し暗がりだったのが悪いのだろうか。

　悔くやしい──

「啓治さん？」

「あ、ちょっと考えててね。そうだな──ダジャレとか」

　考えていたのは例えの方ではなく、如い何かにパンツを覗くかだったが。

「んんー？」

　苦虫を嚙みしめるような苦く渋じゆうの顔だった。

　啓治はどういう例題が挙げられるかと改めて考えた結果──

「パンはパンでも食べられないパンは？」

「え？」

　突とつ然ぜんの質問に、エリーは小さく聞き返す。

「韻を踏むための、例題だよ。この国では有名な『なぞなぞ』でね」

「なぞなぞ……へえ、なんだか面おも白しろそうですね！」

「そ。パンはパンでも食べられないパンは？」

「んー」

　エリーは悩なやんだ末に──

「アン○ンマンの顔ですね。実際突然顔を引きちぎって食べろと言われても、気持ち悪くて食べられないです」

「食べてやってよ！　ご厚意で頂いているもんだよ！」

　思わず、啓治は噴ふき出してしまった。

「違ちがうんですか！」

　エリーは思った。

　この質問に、正解なんかあるのかと。

「エリーは今、『食べられないパン』という言葉に重点を置いて、食べられるパンの中から選ぼうとしている。そして、それら食べられるパンを、如何に『食べられないパン』にするかで悩んでいる」

「その通りです！　濡ぬれた犬をごしごし洗ったあとのブルターニュ産発はつ酵こうバターを使ったサックリメロンパンとか！」

「実は『パンはパンでも』って言葉にポイントがあるんだ」

「な！　なんですって！」

　エリーは驚きよう愕がくした。

　なんとない質問ではあるが、実は深く考えられている。

「パン。という言葉の同音異義語を考えていくと──実は、パンには鍋なべのことを言うパンがあるわけだ」

「私が考えていたパンは──ブレッドだったわけですね！」

「そう！　正にその通り。さあ、キッチンを想像してみよう。食べられないパンはー？」

　やっとわかってくれた。と啓治は満面の笑みを浮うかべ、テンションも上げ上げだった。




「小しよう惑わく星せい！」




　これだっ！　とエリーは自信満々に、大きな胸を張って強く言う。

「全ヒントを忘れやがっただと！　え？　何？　あんの？　小惑星パンってあんの？」

　啓治はぺしっとおでこを叩たたいた。

「無いんですか？」

　記き憶おく違いだったら恥はずかしい。エリーは少し不安になりながら問う。

「いや、わかんないけど……答えは、何何パンって言えるような」

「パンという言葉が付かなきゃいけないんですね！」

「そうそう」

　わかってくれたようだ。

　これでやっと、フライパンと──

「ジーパン！」

　エリーは閃ひらめいたとばかりに強く言う。

「うん。まあ、それもそうなんだけど、ほら、ジーパンはジーンズってのが正式名めい称しようっぽいじゃない？」

「ピー○ーパン！」

　エリーはこれだとばかりに強く言う。

「うん。そういう個人を特定する名前タイプじゃなくてさ。それ言い出したら、食パンにピー○ーパンって名前を付ければ結局食べられるわけだし」

「そうですよねー。ピー○ーパンは最悪、食べられますモノねぇ」

　エリーは舌打ちの代わりに指を鳴らす。

「怖こわいよっ！　その発想が怖いよ！　ほら、あるじゃん、フから始まるパンが」

「ふ……ふっといふっといパン」

「それはただ食べにくいだけでしょ？」

「あーそうですよねぇ」

「フラ……パン」

「……あ、フライパン！」

　パン。と手を打って、とうとうエリーは答えに辿たどり着いた。

「正解っ！」

　啓治は感無量だった。

　やっとだ。

　やっと望んだ答えを引き出すことが出来た。

「私、なぞなぞ得意みたいですね！」

「……そうだね。よく答えに辿り着いたね」

「他ほかにも何かないですか？」

　啓治は別のなぞなぞを出そうか悩んだ。

　最も有名な『パンはパンでも……』があれほど迷めい走そうしたのだ。

　フライパンという回答を引き出すだけで、東京マラソンばりのカロリーを消費したような気がする。

　だが、韻を踏む例題としては、複数回答の方が正しいと言えるだろう。

　色々なパンを考えて初めて、パンを使ったダジャレは生まれるのだから。

「他には──一〇回クイズとかやる？」

「一〇回？」

　また聞き慣れない言葉に、エリーは小首を傾かしげる。

「ピザって一〇回言ってみ？　早口で」

「ピザピザピザピザピザピザピザピザピザピザ」

「ここは？」

　啓治は上じよう腕わん二に頭とう筋きんを見せつけるように拳こぶしを握にぎりながら腕うでを曲げ、肘ひじを指でさす。

「ここ……」

　エリーは、何を聞かれてるのかがわからなかった。

　ここ、ということは場所を聞いているのだろう。

　ここは──啓治の部屋だ。

　いや、そんな問題ではない。

（そうか！　そういうことか！）

「長なが崎さきっ！」

　エリーは力強く答えた。

「え！　どういうことっ！」

　啓治がきょとんとする番だった。

　エリーが何な故ぜその答えに辿り着いたのか、理解しきれない。

「握り拳が北海道。腕が本州としたら──そこはきっと長崎ですっ！」

「…………なるほど」

　啓治は困っていた。

　エリーは、『クイズに一いつ生しよう懸けん命めい過ぎる』のだ。

　深く考えすぎている。

「この部位を答える問題だったんだけど」

「部位？　……え？　肘ですか？」

「うん。そう……」

　ピザを刷り込んだ上でやるクイズだ。深く考え込んだあとで答えられても、そりゃあ正解するだろう。

「裏を搔かかれましたねぇ。あーそっかぁ。ここはストレートだったんですねぇ」

　してやられた。と、エリーはぺしっと太ももを叩いて悔しがる。

　だが、その顔は笑え顔がおだった。

「次は即そく答とうして」

「はいっ！」

「シャンデリアって一〇回言おうか」

「シャンデリアシャンデリアシャンデリアシャンデリアシャンデリアシャンデリアシャンデリアヂャンデシアシャンデアシシャンバルシャン」

　エリーは指折り数えながら早口で言う。

「毒リンゴを食べたのは？」

「ジャンバ○ジャンっ！　あっ！」

　名前を間ま違ちがえ、エリーは口に手を置いた。

（一〇回クイズ……成功したのかなぁ）

　導き出したい答えは、『シンデ○ラ』だった。

　早口でと言ったせいで、エリーは途と中ちゆうからシャンデリアが言えてなかった。

　そのせいで、『シンデ○ラ』から離はなれて、『レ・ミゼ○ブル』まで行ってしまった。

「ぶぶー。不正解」

「そうですよね。ジャンバルジャンは毒リンゴ食べてないですもんね」

「正解は──」

「五番目のシャンデリアっ！」

「シャンデリアは人じゃねえよ！」

「ゴバンメノシャンデリアを入れ替かえると、リンゴデシノメンバアヤ。つまりリンゴを食べて死のメンバーに選ばれたんや！」

「関西弁まで持ってきて無理矢理解かい釈しやくしてきたっ！　違う違う。正解は白しら雪ゆき姫ひめ」

「ああーっ！　そっちかーっ！」

　言われれば確かにそうだ。と悔くやしがるエリー。

　その表情を見たくてやるクイズではあるが、啓治はどうしても喜べなかった。

「とまあ、こんな感じで、言葉遊びの要素を入れると面白いかもね」

「……そうですね！　なるほどー。つまり、サビは繰くり返せってことですね？」

「え？」

「一〇回クイズはつまり繰り返せって意味じゃないんですか？」

「それ……な」

　啓治は、ぐっと親指を立てた。

「いやあ、参考になりましたー。これで、なんとかなりそうです」

　ノートにつらつらと何かを書き留め、エリーはカバンにしまう。

「……もう、あれかな？」

　明らかに、帰り支じ度たくをし始めているエリーを見て、啓治はなんだか寂さびしい気持ちになっていた。

「はい？」

　エリーはそんな啓治の気持ちに、気付くこともない。

「いや、なんでもない」

　啓治は、エリーと遊びたかった。ずっと一いつ緒しよにいたかった。

　今座っている布ふ団とんで、一緒に寝ねっ転ころがっていたかった。

　だが──言えなかった。

　今日も、言えなかった。

　エリーはぴょんと飛び上がるように立ち上がり、カバンを肩かたに掛かける。

　名残なごり惜おしい啓治は、玄げん関かんまでエリーを送っていくことにして、立ち上がる。

「じゃあ、またおいで」

「はい！　今日もありがとうございました」

　エリーが靴くつの向きを変えようと屈かがみ込んだ。

　カバンをぐいっと後ろに回して、靴の向きを変えて、そして靴を履はく。

　その行動によって──

　カバンがスカートをぺろんとまくり上げてしまっていた。

　真っ白なお尻しりが、露あらわになる。

　その中心には、黒くろ猫ねこがこんにちはと口を開けていた。

　白地に黒猫がプリントされた、キャラモノおパンツ。

　とうとう、見ることが出来た。

　啓治は豊がしていたように、手を合わせて拝む。

　なんと有り難がたい。

　なんと幸福か。

「エリー、パンツ見えてるよ」

　その言葉も、言えなかった。







　暗黒騎き士しエリーは自宅へと帰ってきた。

　さっそく机に向かい、詩を綴つづる。

　イメージは、湧わいていた。

　啓治に会いたい。

　今会ってきたばかりだけど、それでも会いたい。

　でも、会えない。

　そんな思いを、ただただ詩にしたためる。

　何度も書いては、何度も消して。

　マホから借りたアコースティックギターを、アコギな気持ちで弾ひきながら、また歌詞を考えて書いたり。

　気がつくと、時刻は深夜になっていた。

「……ふう」

　夢中になって、書き進めてきたが、一度緊きん張ちようの糸が解けると、やる気が削そがれていく。

　そして、会いたいけど会えない理由を書き連ねていくに連れ、啓治に会いたい気持ちはどんどん膨ふくらんでいった。

「……電話、してみようかな」

　ぼそりと呟つぶやいて、暗黒騎士は電話を取る。

「も、もしもし？」

　慌あわてた様子の声。

　誰だれからの電話かすらわかっていない様子の、啓治の声だった。

「……やあ。私だ」

「暗黒騎士さん？」

「あ……」

　暗黒騎士は、一つ失敗した。

　つい、『エリー』ではなく暗黒騎士として電話をしてしまった。

　今から会いたいと暗黒騎士が言うのはおかしいだろうか？

「どうかした？」

「いや、何。今何をしているのかなと思ってな」

「えっ！　い、今っすかっ！　別にその……何にもしてないです！　ホントマジで！」

「良かったら、今から会えないかな？」

「い、今からっすかっ！　いやあちょっとあのー。あ、こらっ！」

「ん？　こら？」

「いやちょっと今立て込んでまして！」

「つい先ほど、何もしていないと言っていたが？」

「いえっ！　ちょっとタコ料理をしておりましてっ！　このっ！　タコがっ！　しがみついてきて」

「そうか。ならば食事に誘さそうことも出来んな」

「今日はもう遅おそいですし、あ、そうそう！　今ちょっと外がパラついてきてるらしいっすよ！」

「パラ？」

　ちらりと外を見ると、窓が雨に濡ぬれていた。

「わひゃひゃひゃひゃ！」

「どうかしたのかっ！」

「いえ！　タコがちょっとくすぐったくて」

「生きが良いのだな」

「鬱うつ陶とうしいレベルですね」

「今日がダメでも……明日あしたとか、なんなら週末でも」

「あー、明日バイトの朝番で」

「……そうか。では、また月曜日。学校で」

「ええ。ホント誘って頂いたのにすいません。また今度、遊びに行きましょう」

「ああ」

　暗黒騎士は電話を切ると、がっくりと落ち込んだ。

（タイミングが悪すぎたっ！　もう少し早く電話していれば！　雨が降る前ならばっ！）

　床ゆかをゴロゴロと寝転がり、俯うつぶせになって嘆なげきながらバタバタと足を動かす。

　暗黒騎士としてではなく、エリーとしてだったら、もしかしたら。

　いや、暗黒騎士として拒きよ否ひされ、エリーでも拒否されたら、もう立ち直れない。

　この思いをどこへやればいいのか。

「あるではないか」

　この思い。いつもなら、飲み込むしかない。

　いつもなら、ベッドにくるまって泣き寝ね入いりするしかない。

　だが、今日は。今は──

　ぶつける先がある。

　暗黒騎士は机に戻もどり、ペンを持つ。

　その目は、その手は、燃えていた。

　そしてついに──

「ふっふっふ、出来た。長かったが、ようやく完成した」

　暗黒騎士はベッドに飛び込み、大きく深呼吸する。

　キャンパスノートを抱だきしめて、ゴロゴロとベッドの上を転がる。

　高こう揚よう感かんが収まらない。

　どくんどくんと鼓こ動どうが高まる。

「年末……予定を空けておかないとな」

　そして目を閉じ──深い眠ねむりへと就ついた。







　　　第四章「てんてこの舞まい」







　鞍くら馬ま啓けい治じは後こう悔かいしていた。

　エリーを引き留められない意志の弱さ。

　抱きしめたいのに。

　一緒に寝たいのに。

　それを実行出来ない男としての弱さ。

　エリーはカバンでスカートがめくれてしまっていた。

　あのまま駅にでも向かったら、きっと沢たく山さんの人間がお尻の膨らみにいた猫ねこと目が合うだろう。

　不ふ甲が斐いない。

　指し摘てきすべきだったと、後悔が襲おそう。

　途と中ちゆうでスカートが元に戻るか、誰も見なかったことを祈いのるしかない。

　次こそは、今度こそはと思うが、今日と同じように、また何も出来なくなるんじゃないかと心配だ。

　ピーンポーン。

　チャイムが鳴り、啓治はぱあっと表情を明るくさせた。

　エリーが帰って、一時間も経たっていない。

　もしかしたら、忘れ物か何かをして、帰ってきたのではないか。

　そんな淡あわい期待は、一いつ瞬しゆんで消え去る。

　扉とびらを開けたその先にいたのは──

　女生徒。

　女生徒だった。

　学校の制服を着た少女。

　背が低く、ジト目とヘッドフォンがトレードマークの少女。

　田た中なかノイエだった。

「ノイエ？」

　ノイエが家に来ることは希まれだ。

　だが、来たときはいつも、何かしらの厄やつ介かい事を抱かかえている。

「ちょっと、悩なやみがあって」

「悩み？」

　まるで、エリーと同じようなことを言い出した。

「立ち話もなんだから、中へ」

「それ、普ふ通つう家主が言う言葉だぞ。まあいいか。どうぞ」

　ノイエはゆっくりと靴くつを脱ぬいで、ちゃんとかかとをくるりと返し、靴を揃そろえる。

　ノイエは基本的に破は天てん荒こうなイメージだった啓治は、見せつけられた『マナー』に、少しだけ感心した。

「あ、そうそうノイエ」

「何？」

「お前、あのチラシの顔。カナエにやられたのか？　面おも白しろかったよ」

　啓治は、やりすぎたメイクのノイエを思い出し、けらけらと笑いながら言う。

「……私が……本気でやったメイクアップ」

「……え？　マジで？」

「マジでやったメイクアップ」

「……なんか、すまん」

　まさか、冗じよう談だんやネタではなく、真しん剣けんに取り組んだようだったので、啓治は頭を下げた。

　頑がん張ばった証あかしであるならば、それを侮ぶ辱じよくされるのは不ふ愉ゆ快かいだろう。

「太たい丈じよう夫ぶ。……やはり、この国の人間には、少し大人っぽ過ぎたかと猛もう省せい」

「………………うん。そうだね」

　啓治はツッコミを入れなかった。

　ノイエの思い浮うかべていた『大人』が、啓治に合わなかったのは事実で、それが全世界の人間全すべてと合わないかどうかはわからない。

　もしかしたら、あのメイクを『クール』だと褒ほめる人間がいるかもしれない。

「ってことは、それが悩み？　だったら簡単に『ノーメイク』をオススメするけど」

「ノーメイク？」

「そ。この国の男子。特に若者は、むしろ逆にノーメイクの女子に惹ひかれるんだ」

「目から鱗うろこ」

　ノイエは目をぱちぱちさせて驚おどろいた。

「メイクをするのが当たり前だからこそ、あえてしないおしゃれってのも、良いとは思わないか？」

「思う」

「それに、俺は……すっぴんの方が可愛かわいいと思うぞ」

「あなたがそう言うなら……そうする」

「カナエは？　今日はいないのか？」

「国へ帰ってる」

「なんでまた？」

「ダイヤの発はつ掘くつ」

「俺には想像も付かない理由だな」

　部屋に入ると、ノイエは急にスカートを脱ぎ始めた。

　白と青のしましまっとしたパンツが、眩まぶしく目に突つき刺ささる。

「ちょっ！　え！　何で脱いでんの！」

「部屋の中でスカートは邪じや魔まだから」

　靴くつ下したも脱いで、ヘッドフォンを首に掛かけ、ポロシャツ一枚にパンツ一枚という格好になったノイエは、ベッドに寝ねっ転ころがると、カバンからポテチを取り出して、むしゃむしゃと食べ始めた。

　その光景は、まるで数年前からここに居座っているニートのよう。

「で、悩みってのは？」

　啞あ然ぜんとしたまま、啓治は話を進める。

「アピールタイム」

　垂れ流しになっていたテレビを見ながら、無機質に答えた。

　それはまるで、「学校どうだ？」と親に聞かれ、干かん渉しようしてくんなよ。鬱陶しいと邪じや険けんにする学生のようだった。

「あー、ノイエもそれで悩んでたのか」

「どうすればいいと思う？」

　膝ひざを立てるように足を曲げて、ふくらはぎをポリポリと搔かきながら、目だけ真剣に聞く。

「歌とかは？」

「……国家なら」

「却きやつ下かだな」

　啓治は返す刀でばっさりと切り捨てた。ノイエの言う国家とは、どうせ帝てい国こくの歌だろう。

「私には、何もない」

　ごろんと俯せになって、枕まくらをぎゅっと抱きしめる。

　小さなお尻しりから伸のびる小さな足。

　見るからにすべすべな足に、啓治は釘くぎ付づけにされた。

　どこか寂さみしげなノイエの表情も気になるが、それ以上に、女子高生の御お御み足あしが気になって仕方が無かった。

「……まあ、踊おどればいいんじゃない？」

　鼻を押さえつけながら、じっと足を見ながら言う。

「おんどれ？」

　ノイエは顔をくるりと啓治に向けて、小さく呟つぶやいた。

「そんなヤクザ言葉じゃなくて、踊り。ダンス」

「ザンス？」

「そんな、お坊ぼつちゃまのママ言葉じゃなくて、踊り。ダンス。舞まい」

「てんてこの？」

「うん、てんてこの舞は踊らなくていいわ」

「どういうモノを舞いと呼ぶのか」

「ノイエってさ。さっき何もないって言ったけど、絵が上う手まかったり、料理が上手かったり、剣けん技ぎが上手かったりするじゃねえか」

「……それなりに」

「そうだ。剣技があった。剣けん舞ぶ。剣の舞いにしよう」

「響ひびきがすごくカッコイイ」

　ノイエは、キラキラと目を輝かがやかせた。

「剣を振ふるう時って、何かの『型』みたいなのあるだろ？」

「型……というと？」

「ないのかよ。じゃあ、俺とか暗黒騎き士しさんと剣で戦うのを想像してみて」

「…………した」

　ノイエは目を閉じて、枕にばふっと顔を埋うずめる。

「どう倒たおす？　体が勝手に動いたりするだろ？」

「…………する」

「その動きを、すればいい」

「つまり、戦ってる姿を見せればいいってこと？」

「そうそう」

「……………………いけるっ！」

　ノイエはぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「わかって貰もらえたようだな」

「暗黒騎士ウォルターの鬼き神しんの如ごとき剣は、確かに見ていて素す晴ばらしかった。見ていて、心が躍おどった。見ていて、マネしたいと思った」

「そうそれ。それを、ノイエもすればいいのさ」

「太好き」

「え！」

「あなたに、言っておくべきだと思ったから」

「え！　いや！　え！」

「私は、あなたが、太好き」

「お前は、凄すごいな」

　啓治は、頭をぽりぽりと搔いて、照れ隠かくしをした。

　エリーにいつまで経っても言えないことを、すぱっと言われてしまった。

　その唐とう突とつさ。恐おそれを知らない姿勢。

　出来ないことをやられると、尊敬の念すら覚える。

「……もう、言えないかもしれないから」

「そんな悲しいこと言うなよ」

「気になる？」

「気になるけども」

「…………やっぱり言わない」

「ええ！　そこまで言っといて言わないのかよ！　教えろよ」

「……勇気が、出ない」

「ええ！　好きだとかは言えたのに！」

　啓治は、わけがわからんと眉まゆを顰ひそめる。

　ノイエは、言えなかった。

　暗黒騎士も自分も、もうすぐ死ぬかもしれないと。

　死ぬと決まっている訳ではないのだから、変な心配はして欲しくない。

　だが、死なないとも決まっていないため、好きだと告白したのだ。

「教えない」

「ええい！　教えろこのーっ！」

　啓治はノイエに襲おそいかかった。

　それは、イヤらしい意味などなく、ただからかうつもりで、覆おおい被かぶさったのだ。

「………………あははあっはははははは」

　こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ……

　ノイエの脂し肪ぼうの少ない脇わきから腰こしにかけてを、縦じゆう横おう無む尽じんにくすぐる。

　最初は静観を決めていたノイエだったが、我が慢まん出来ずに顔がくしゃくしゃになるまで笑った。
















　くすぐりから逃のがれようとするノイエは匍ほ匐ふく前進で脱だつ出しゆつを試みるが、馬乗りにされて上手く逃にげられない。

「言う気になったか？」

　ピタリとくすぐるのを止めて、聞いてみる。

「ヒドいことをする。でも、もっとして欲しい」

　ノイエは頰ほおを赤く染めて、むっとした表情を見せた。

「して欲しいと言われれば、罰ばつにもならんじゃないか」

　離はなれようとしたが、ノイエががっしりと足を絡からめてくる。

　そして──

「わひゃひゃひゃひゃっ！」

　ノイエは、くすぐり攻こう撃げきをそのまま返してきた。

　啓治のくすぐりとは、レベルが違ちがう。

　まるで、北ほく斗と神しん拳けんやペガサス流星拳ばりの速さで、かゆいところに手が届くくすぐりようだった。







　そのまま、何度も何度もじゃれ合いを繰くり返し、夜も更ふけていった。

　ほっぺの伸ばし合い、布ふ団とんでぐるぐる巻きにし合い、髪かみの毛をくしゃくしゃにし合い、そして笑い合った。

　こんなに無む邪じや気きに遊ぶ相手はいなかった。

「もうこんな時間か」

　ケータイを見てみると、すでに二三時を回っていた。

　明日あしたは土曜日で学校は休みだが、バイトの朝番で早く寝なければならない。

「そろそろ、帰る時間」

「遠回しに帰れって空気をちゃんと汲くみ取ってくれたんだな」

　ノイエはいそいそとスカートを穿はいて、カバンを持ち、靴下をカバンに詰つめて立ち上がる。

「じゃあ、また」

「ああ、気ぃ付けて帰れよ」

　玄げん関かんまで送ることもせず、啓治は布団に横になる。

　部屋を出て行く音がして、玄関の戸が開く音がする。

　そして、バタン。と戸が閉まった。

（行ったか。あいつと遊ぶのも、結構楽しいもんだな）

　まるで、弟か妹でも出来たような気がして、啓治ははにかんだ表情のまま目を閉じた。

　すると──

　ガチャ。と部屋の戸が開く音がして、目を覚ます。

「え？」

　上体を起こし、入り口を見るとそこには──ノイエの姿。

「どうかしたのか？」

「……外がパラついてきた」

「え。あー雨か。しょうがない、傘かさ貸してやるよ。好きなの持っていって」

　そのとき──

　雷かみなりがゴロゴロと鳴り響いた。

　ノイエはびくりと体を震ふるわせ、そして啓治のところへと飛び込んだ。

　突とつ然ぜんボディプレスをされて、啓治は驚おどろきながらもなんとかノイエの体を抱だき留める。

「おいおい！」

　急な攻撃に啓治は戸と惑まどいを見せたが──

「………………怖こわい」

　その一言で、啓治は「仕方がないな」と溜ため息いきを一つ。

　ノイエは、どうやら雷が怖いようだ。

「じゃあ──」

　雷が収まったら帰るんだぞ。と言おうとしたが──

「泊とめて。一人で居たくない」

　その言葉に、啓治は雷が頭頂部に落ちたような衝しよう撃げきを受けた。

「泊めてってお前……」

「抱いて」

　その言葉に、啓治は雷に側頭部を殴なぐられたような衝撃を受けた。

「な、何を言ってごわすかっ！　そげなこつ！」

　あまりの狼狽うろたえぶりに、『西さい郷ごうどん語』が出てしまった。

「あなたに抱かれると、安心するから」

「……まるで抱かれたことがあるような言い方……あ、そうか」

　啓治はぎゅっとノイエの小さな身体からだを抱きしめた。

　すると、ノイエもぎゅっと抱き返してくる。

　啓治は『抱いて』という言葉を、もっと先の、エロエロとした行こう為いだと思っていたが、ノイエはただただ、抱きしめて欲しかったのだ。

「どうして、雷が怖いんだ？」

　原因を聞いてみる。

「打たれたら、恐ろしく痛いから」

「あはは、まるで雷に打たれたことがあるみたいな言い方だな」

「…………」

　ノイエは、啓治の胸に顔を埋めるようにして、ぎゅっと抱く手を強める。

「え！　マジで！」

　冗じよう談だんでも笑い話でも無さそうで、啓治は驚いた。

「暗黒騎士の鎧よろいを着ていなければ死んでいた」

　ノイエのその言葉に、啓治は苦笑いを浮うかべた。

　暗黒騎士の鎧を着ていれば、雷に打たれても死にはしないということに。

　その雷の威い力りよくにもよるだろうが、着ていなければ死んでいたというのだから、かなりの直ちよく撃げきなのだろう。

「兜かぶとは大事」

「そこは『太い』じゃないんだ」

　ノイエは、『大』より『太』を使う。

　それは、『太』が『より大きい』と言う意味を持っていると信じているからだ。

「……あっ」

　ついつい、普ふ通つうに『大事』と発言してしまったことに、ノイエは恥はじらいを感じていた。

　顔を真っ赤にさせて、「うー」と啓治の胸の中で唸うなる。

「よっぽど、雷が嫌きらいなんだな」

　啓治はぽんぽんと頭を叩たたいて、笑った。

　てけれんて、とんけんとんてんとん、てん。

　とんてんてん、てけれんて、とんけんとんてんとん、てん。

　ケータイが鳴っている。

　とんてんてん、てけれんて、とんけんとんてんとん、てん。

　腕うでを伸のばし、ケータイを取る。

　登録していない番号だった。

　だが、その番号はケータイから掛かけられたモノではないと、電話番号からわかる。

　出てみなければ、相手はわからない。

　とんてんてん──

「も、もしもし？」

　緊きん張ちよう感かんの中で、啓治は電話に出る。

「……やあ。私だ」

　その声は、何度も聞いたことのある声。

「暗黒騎き士しさん？」

　電話をされることなんかほとんどない相手だったから、驚いた。

「あ……」

　暗黒騎士の「あ……」は、まるで何かを失敗してしまったかのような「あ……」だった。

「どうかした？」

　学校とバイト先でしか会わないようなクラスメイトからの電話。

　だとすれば、用件は十中八九──『バイト代わって』だろう。

　啓治は身構えるようにきりっとした表情で聞いた。

「いや、何。今何をしているのかなと思ってな」

　暗黒騎士の言葉に、啓治は冷ひや汗あせをかいた。

　背中から、ノイエの細い腕が巻き付いている。

　やましい気持ちもないし、いやらしいことをしている訳でもないが、なぜか後ろめたさを感じていた。

「えっ！　い、今っすかっ！　別にその……何にもしてないです！　ホントマジで！」

　言葉が、上う手まく出てこない。何かを言うと、墓ぼ穴けつを掘ほりそうで怖い。

「良かったら、今から会えないかな？」

　暗黒騎士の声は、優やさしげだった。

　啓治は、ちらりとノイエを見る。

　いつもと同じ、じとっとした目。

　暗黒騎士と話をしているのが、気にくわないと言いたげな目だ。

「い、今からっすかっ！　いやあちょっとあのー。あ、こらっ！」

　ノイエは、足を絡めてきた。逃げだそうとするが、片手で振ふり払はらえるほど、ノイエは力が弱くない。

「ん？　こら？」

　暗黒騎士の声は、不ふ審しんだった。

「いやちょっと今立て込んでまして！」

　啓治はしまったと慌あわてふためいて言い訳をしようとするが、ノイエがこちょこちょを始めたので考えがまとまらない。

「つい先ほど、何もしていないと言っていたが？」

　恐おそれていた墓穴を、いとも簡単に掘ってしまった。

「いえっ！　ちょっとタコ料理をしておりましてっ！　このっ！　タコがっ！　しがみついてきて」

　足の指で、手の指で。

　ノイエは啓治の体をくすぐる。

　声を我が慢まんし、状じよう況きようを誤ご魔ま化かそうとする啓治が面おも白しろくて、ちょっかいを出し続けた。

「そうか。ならば食事に誘さそうことも出来んな」

　がっかりしたような声。

「今日はもう遅おそいですし、あ、そうそう！　今ちょっと外がパラついてきてるらしいっすよ！」

　啓治はノイエから逃にげだそうと立ち上がるが、すぐ引き倒たおされて、組み敷しかれる。

「パラ？」

　啓治は、また墓穴を掘ってしまっていることに気付いた。

　パラついてきてる──らしい。

　らしいということは、自分で確かく認にんしたことではない。

　天気予報を見たのであれば、雨と表現する。

　パラつくというのは、実際に見た人間の表現であり、らしいというのは、自分では確認していない表現。

　つまり、ここにもう一人いるのだと、勘かん繰ぐられる可能性がある。

　考えられる前に、何か別の話題を出さなければ。

「わひゃひゃひゃひゃ！」

　ノイエのくすぐりにとうとう情けない声が出てしまった。

「どうかしたのかっ！」

　急な奇き声せいに、暗黒騎士が心配する。

「いえ！　タコがちょっとくすぐったくて」

　申し訳ない気持ちで、声が小さくなりながらも、言い訳を続けた。

　どうしても、ノイエがいるとは言えなかった。

「生きが良いのだな」

　そう言われて、ノイエを睨にらみ付ける。

　ノイエは、ジト目のまま、楽しそうに口角だけ上げていた。

「鬱うつ陶とうしいレベルですね」

　いい加減にしろと、ちょっぷを一いち撃げき。

　ノイエは大げさに痛がり、ぱたっと死んだように体を弛し緩かんさせた。

「今日がダメでも……明日あしたとか、なんなら週末でも」

「あー、明日バイトの朝番で」

「……そうか。では、また月曜日。学校で」

「ええ。ホント誘って頂いたのにすいません。また今度、遊びに行きましょう」

「ああ」

　残念そうな声に、啓治は「悪いことをしたかな？」と思ったが、夜よる遅おそくだったのも外がパラついているのも、朝番なのも本当だし、タイミングが悪かったとしか言い様がないと自分に言い聞かせた。

「ノイエ、お前な」

　電話を切り、妙みようなちょっかいを掛けてきたノイエに向き合う。

「何？」

　チョップによって死んだふりをしていたノイエが、いけしゃあしゃあときょとん顔を見せてくる。

「明日俺朝からバイトあるから、もう風ふ呂ろ入って寝ねるぞ」

「了りよう解かい」

　そう言ってノイエは、目を閉じた。

（風呂入らずに寝る気かな？　そう言えば、外国人は夜風呂に入らず朝入るみたいな話を聞いたことがあるけど）

　啓治は脱だつ衣い所へ向かい、追い炊だきを仕し掛かけてタオルや下着を用意する。

　湯船には昨日溜ためた湯がそのままになっている。

　毎日湯を張るのは贅ぜい沢たくだと考え、三日は同じ湯を使うようにしていた。

　先にトイレも済ませて、服を脱ぬぐ。

　洗せん濯たく機きに脱いだ服を放ほうり込んで、浴室へと入った。

　シャワーを使いながら追い炊きが出来るので、体を洗いながらお風呂が沸わくのを待つ。

　まずは髪かみの毛。

　シャワーノズルのぽっちを押して、お湯をせき止めつつ、シャンプーをかしゅかしゅと二回。

　髪に撫なでつけるようにしてから、シャワーのぽっちを押して、シャワーっと浴びる。

　目を瞑つぶって、わしゃわしゃと泡あわ立だて、指の腹で頭皮を刺し激げきしながら入念に洗い、洗い流していく。

　オールバックになるぐらいに、何度も何度もおでこから後ろへとお湯を絞しぼり、目を開けると──

「……何してはるんすか」

　啓治はごしごしと目を擦こすり、ジトっとした目で見直した。

　幻まぼろしではない。

　裸はだかのノイエがいた。

　すでに、全身泡泡状態のノイエだ。

　牛乳石けんのボディーソープバウンシアの泡立ち加減は異常なまでに贅沢かつクリーミーにノイエの大事な部分を全すべて隠かくしていた。

「風呂入って寝るつもり」

「…………俺がっだよっ！」

　啓治はそう言いながら股こ間かんを隠し、背中を向ける。

「いつの間に泡泡にしたんだお前は」

　全く気付かなかった。

　戸を開ける音すらしなかった。

「脱ぎながらここへ来て、あなたが目を瞑ってる内に」

「いや、っていうかなんで入って来てるんだよ！」

「一いつ緒しよに入ろうと提案したら、断るだろうから」

「なるほどー。だから忍しのび込んだのかー。納なつ得とくーとはならんぞ」

「私だって、恥はずかしい」

「ええ！　尚なお更さらなぜ！」

「だからこうして、泡泡にしている」

「なるほどー。裸を見られたくないから泡で隠したんだー。納得ーとはならんぞ」

「体、洗わせて」

「いやいやいやいや」

「マホが言っていた。いやと連呼するときは、して欲しいと」

「それは男が言う台詞せりふなんだけども！」

　ノイエは洗面器に作って置いたクリーミーな泡を啓治の背中にそっと撫でつけた。

「おおう」

　急に背中を触さわられて、啓治はぞくぞくと体を震ふるわせる。

　そしてノイエはそのまま、腕うでや足に泡を塗ぬりつけていく。

　優しい手つき。

「なんか、慣れてない？」

「初めて」

「ほんとにかぁ？」

「あなたと、色々な初めてを体験したいから」

「……今日のお前、なんかおかしいぞ」

「痒かゆいところとかありませんかー」

　その声は、今まで聞いたことがないほどの、『台詞声』だった。

　誰だれかに教えられて、一言一句毎回同じように言えるよう練習したような声。

「ないです」

　どうせまたマホにでも教えられたのかと、啓治は呆あつ気けに取られつつ小さく返す。

「洗い足りないところとかありませんかー」

　ノイエの台詞声は続く。

　ないです。と答えようとしたときだった。

　てれてんてれてんてれてんてん、てれてんてれてんてんて、ててててん。

『お風呂が脇わきの下』

「はーい」

　ノイエはここぞとばかりに啓治の脇に手を入れる。

「俺が言ったんじゃないしっ！　そこはらめぇ……わひゃひゃひゃひゃ」

　くすぐりがいたく気に入ったのか、ノイエは執しつ拗ように啓治を責め立てた。

「……これが、てんてこの舞まい」

　啓治はくねくねとしたダンスを踊おどり、シャワーで泡泡を洗い流すと、湯船には浸つからずに外へ飛び出した。

　ノイエの泡泡地じ獄ごく──いや、泡泡天国から脱だつ出しゆつしたのだ。

「全く、夜の風呂は湯船に入るって決めてるのに」

　ふわっふわのバスタオルを手に取ると、ぽとっと布きれが落ちた。

　それは──

　先ほどまでノイエが穿はいていた、シマシマのあれ。

　タオルの間に挟はさむようにしていたのだろう。

　脱ぎたてほかほかの、魅み惑わくのあれだ。

　啓治はそれをそっと摘つまんで持ち上げる。

「こ、これは……」

　顔が真っ赤に染まる。

　湯船に浸かったわけでもないのに、のぼせてしまいそうだ。

　頰ほおを伝うのは、ただの水かそれとも汗あせか……

　パンツというモノは、ただ落ちているだけならば、ただの布きれに過ぎない。

　だが、それが脱ぎたてとなれば。

　穿いていた人物が誰かが明確になれば。

　それは、夢のアイテムに変わる。

　頭の中で、妄もう想そうが膨ふくれ上がり、加速し、エロさがこみ上げてくるのだ。

　啓治は、その魅惑のアイテムを、うにょーんと伸のびた鼻に引っ掛けようとしたが──やめた。

（俺は、何をしていたんだ）

　まるで、悪あく霊りようにでも取り憑つかれた気分だ。

　だが、それは決して嫌いやな気分ではない。

　だからこそ、質たちが悪い。

　急いで体を拭ふいて、服を着き替がえ、魔ま窟くつから脱出する。

　部屋に戻もどっても、ドキドキは止まらない。

　テレビを観みていても上の空。

　風呂場が気になって、そわそわする。

（そう言えば、ノイエの着替えを用意してやろうかな）

　啓治は、Ｔシャツを一枚、脱衣所に置いてくる。

　人は寝る時、コップ一いつ杯ぱい分の汗をかくと言われている。

　制服のまま寝て、汗を吸い込ませてしまうのもどうかと思ったのだ。

　そして──ノイエも風呂から上がってくる。

　幼児体型であるノイエに啓治のＴシャツは大きかったのか、襟えりから右みぎ肩かたが出ている。

　丈たけが長くなり、うっすらとパンツが見えているが、それはまるで超ちようミニなワンピースを着ているようで。

　その姿が、男にとって夢の光景であることを、啓治は知らなかった。

（な、なんて破は壊かい力なんだっ！）

　男物の、自分のシャツを着た、女の子。

　これが、どれだけの威い力りよくを誇ほこるのか、啓治は思い知る。

　岸きし田ださんのワンピース。ノイエの水着姿。

　ノイエの裸。

　エリーの裸。

　それらを凌りよう駕がする、『着る兵器』。それが、『パンツいっちょに俺のシャツ』なのである。

　ただ大きい服を着ているのではない。

　ただパンツが見えているのではない。

『俺のシャツ』なのだ。

　お泊とまりにやってきた女子が、『俺のシャツ』を着ているのだ。

　圧あつ倒とう的てき。それは圧倒的な威力。

　萌もえという『核かく』にエロという『熱』が融ゆう合ごうされた兵器の中でも、最上位の兵器。

　それは言わば、水素爆ばく弾だん。核熱反応による爆発力なのだ。

「お、俺は……向こうで……寝ようかな」

　啓治はたじろぎ、逃にげようとした。

「じゃあ、私も向こうで寝る」

　しかし、回り込まれてしまった。

「男女が同じ布ふ団とんで寝るのはその、色々アレだと思います」

「……まだ、怖こわいから」

　啓治は今の今まで忘れていた。
















　どうしてノイエが今ここにいるのか。

　雷かみなりが怖い。

　一人で居たくない。

（これは、ノイエのため。決して俺のためじゃない。俺の、『欲よく』のためじゃない）

　啓治は必死に言い訳をした。

　ノイエにではなく、自分に。

　そうして正当化して──二人は、布団の中へ。

「電気……消して」

　布団の中に入って、ノイエが言う。

「え？　ああ、明るいと寝ねにくい派？」

「そう」

「そうだよな。決して恥ずかしいとかじゃないよな」

　今から裸になるわけでもあるまいし。と啓治は電気を消す。

　真まっ暗くら闇やみの中で、啓治も布団に入った。

「堅かたい枕まくらがいい」

　啓治の枕に頭を乗せて、ノイエが言う。

「お前、結構ワガママだな。枕をどかせばいいか？」

「あなたの、腕でいい」

「腕……」

「あ、間ま違ちがえた」

「だよな。そんな男の腕枕なんて──」

　恋こい人びとじゃあるまいし。と笑って誤ご魔ま化かすつもりだったが──




「あなたの、腕がいい」




　言い方の間違いだった。

　ノイエは度たび重かさなる言葉の衝しよう撃げきに固まって動かない啓治の腕を持ち上げ、肩に寄り添そうように脇の下へと潜もぐり込む。

　胸に腕を回し、足を絡からめ、体を密着させる。

「ちょうどいい」

「何がっ！」

　ノイエの幸せそうな一言に、啓治は思わず声を荒あららげた。

「堅かたさ、大きさ。空間。ちょうどいい」

　ノイエは、目を閉じて幸せを感じる。

　対して、啓治は体が強こわばったままだった。

　さらに──ノイエは畳たたみかけるように、試ためすようにこう言った。




「したいこと……ある？」




　啓治の胸が、どくんと大きく打った。

　右う心しん房ぼうが右心室を殴なぐりかかるかのように震ふるえていた。

　したいこと。

　それを言えば、きっとノイエはやってくれるだろう。

　どんなことでも、きっと。

　啓治は、啓治の気持ちは──エリーといたときのように高ぶっていた。

　いや、ノイエによって、自分の失策によって生まれた水素爆弾によって、高ぶらざるをえなかった。

　したいこと。

　女子と添い寝していて、したいこと。

　そんなもの、普ふ通つうの男子高校生なら、答えは一つ。

　だが、その一つだけは。

　それだけは、やれない。

　やってはいけない。

　この相手がエリーならば。

　心から好きになった相手ならば。

　その選せん択たく肢しは一つしか無いだろう。

　だが、啓治はエリーに対して、その選択肢をとれずにいた。

　それをずっと後こう悔かいしていた。

　ここでそれを選択したとして、ノイエはエリーに言うだろうか？

　言わない。

　きっと、言わないだろう。

　だとすれば、バレない。

　まだ付き合ってもいないし、『操みさお』はまだ『立っていない』。

　いや、ある意味では、今正に、操が立とうとしている。下半身にあるミサオが。

　さらに、このチャンスは、唯ゆい一いつ無む二にのチャンスの可能性もある。

　ここで経験せず、なあなあに処理してしまったことにより、一生『小童こわつぱな貞てい操そう』を抱かかえる可能性もある。

　やれる。

　やってもいい。

　やってもいいはず。

　どうする？

　どうしたい？

　どうすればいい？

　何度も何度も自分に問いかけ、啓治はついに結論を出す。




「耳かきを」




　それが、限界だった。

　やはり、エリーだ。

　彼女以外に、考えられない。

「了りよう解かい」

　そんな啓治の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、ノイエは気にせずいつもの表情で座る。

「電気消したところなのにな」

　啓治はグラウンドの攻こう撃げきから抜ぬけ出し、また電気を点つけて、テーブルの小物入れに差さってる耳かきを取り出すと、ノイエに渡わたした。

「じゃあ、おいで」

　正座するノイエが、太ももをぱんぱんと叩たたく。

（こ、これは……）

　自分で耳かきを要求したのだが、それがまた新たな兵器であることに気付いた。

　膝ひざ枕まくら。

　耳かきとは、膝枕で行われる『医い療りよう行こう為い』なのだ！

　啓治は、自分でしたいと言った手前もあってか、花の香かおりに誘さそわれた虫のようにノイエの太ももへ頭を預けた。

　すべすべの肌はだ。

　風ふ呂ろ上あがりのせいか、少しまだ火ほ照てっている。

　膝小こ僧ぞうを撫なでたくなる衝しよう動どうに襲おそわれながら──

　耳かきが、突つき立てられた。

　ざくっ。

「あああああああああああああああああああああっ！」

　迸ほとばしる絶ぜつ叫きよう。

　これは、パンツを手に取ってしまったことへの罰ばつなのか。

　それとも一線を越こえようと考えてしまった罰なのか。

　あまりの痛みに、啓治は今までの空気が吹ふき飛ぶほど叫さけんでしまっていた。

　耳かきに、鼓こ膜まくを破られるところだった。

「……ごめんなさい」

「お前は必殺仕事人かっ！　飾かざり職しよく人にんの秀ひでかっ！　思い出の風車かーっ！」

「もう一回やるから」

「いやいやいやいや。怖い怖い！　耳とか目はほんと怖いから！」

「いやいや言うのは、いやじゃない証しよう拠こ」

　ざくっ。

「あ～ああああああーっ！」

　ターザンのように響ひびき渡る絶叫。

　太ももの感かん触しよくも吹っ飛ぶ、衝撃。

「お前はネフェ○ピトーかっ！　七○弓箭レイ○ボウかっ！」

「ごめんなさい。もう一回。もう一回」

「ライブ終わりぐらいのアンコールには応こたえられんわっ！　はい、もう寝るぞ」

「……はい」

　啓治は、散々な目に遭あった。

　が、その散々な目に、救われた。

　もしあのまま普通に耳かきをされ、そして一いつ緒しよに寝たならば──

　ノイエのことを、もっと好きになっていたかもしれないから。

　消灯。

　耳かきも小物入れに戻もどし、啓治とノイエは布団の中で横になる。

　腕枕をして、足を絡めて、目を閉じて。

　これで、安心して眠ねむれ──なかった。

　女子とくっつく時間が長ければ長いほど──男は興奮する。

　啓治は興奮して興奮して──寝られなかった。







　　　第五章「暗黒騎き士しを脱ぬがさないから」







　決戦の日。

　それぞれの策略がどうなるのか。

　それはもう、夕方までには決まる。

　今日の授業は昼までで、五時限目六時限目は丸々ミスコンに潰つぶされた。

　運動場へと向かう途と中ちゆう、下げ駄た箱ばこに向かう廊ろう下かで、あくびをしながら啓けい治じは立ち止まった。

　あの日から、夜になるとノイエがやってきて、寝ね床どこを共にすることになった。

　だが、啓治はいつ何をされるかわからないので寝ることが出来ず、寝不足に陥おちいっていた。

　と言っても、ノイエはくすぐってくる程度で、一線を越えることはない。

　いや、風ふ呂ろに侵しん入にゆうしてくるだけで、一線は越えているのかもしれない。

　耳かきを毎回突き刺されるだけで、一線は越えているのかもしれない。

（そろそろ、断る理由を考えないとな）

　授業中のノートは岸きし田ださんが取ってくれるため、寝るのは専もつぱら授業中。

　その結果、休み時間やこういう移動の際はあくびが止まらなかった。

　掲けい示じ板ばんには、三つのポスターが並んでいる。

　一つは、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ女性。『体育館を昼休みに開放！』という、生徒会長に立候補する小学生のようなキャッチコピーが付いていた。

　一つは、幼い少女。布地が少ない水着姿。ウ○ヴァリンの爪つめかと言うほどの付けまつげに、マリ○ン・モンローばりの口紅。ぐりぐりに塗ぬりたくっているせいで、最も早はやオ○ケのＱ太た郎ろうの域に達している。

　そのあまりに立派な付けまつげのせいか、目が半開きになっていた。

　元々ジト目だが、このポスターでは深夜の番組を観みたいために眠ねむ気けと戦っているような、瞼まぶたを閉じないように踏ふん張っている状態だった。

　キャッチコピーは『アジアの福ふく岡おかあたりがおもしろい』。何が言いたいのか、全くわからない内容だ。

　そして、最後の一つ。

　白いワンピース姿の美少女。

「え？　そうなの？」と言いたげにこちらを窺うかがっている。

　キャッチコピーは『え？　この学校、ミスコンやってんの？』だ。

　豊ゆたかが誰だれかに大おお喜ぎ利りをされる前に、先に『写真で一言』をしてしまうことで、ボケを封ふうじるという考えでこのキャッチコピーにした。

　そんな三者三様のポスターをじっくりと眺ながめて、啓治は思う。

（これ、もしかしたら、岸田さん勝っちゃうんじゃねえか？）

　一人は、素す顔がおも見えず。

　一人は、完全に『ボケ』に来ている。

　岸田さんは笑え顔がおではないが、ただ一人、ぱっと見て『可愛かわいい』と思える存在だった。

　運動場に、ぞろぞろと生徒たちが集められた。

　ここにいる半数以上が乗り気ではないだろうと啓治は思っていたが──

「いええええい！」

「ふーうっふーっ！」

　盛り上がっていた。

　サマソニとかフジロックフェスばりに、みんなノリノリで盛り上がっていた。

　太陽が燦さん々さんと照りつける晴天の下。

　整然と並んだ高校生たちが、拳こぶしを突き上げて飛び跳はねている。

「改めて！　みんな今日は集まってくれてぇ～ありがとーっ！」

　朝礼台には、マホの姿。

　マイクを片手に手を振ふっている。

　制服姿ではなく、どこぞのアイドルのような衣い装しよう。

　ちょっとジャンプすればパンツが見えそうになるようなチェックのミニスカート。が眩まぶしい。

「「いえええええええい！」」

　マホが何かを言う度たびに、生徒たちのリアクションは大きく響く。

「もう始まってたのか」

　列の一番後ろにいた豊に、腕うでを組みながら声を掛かける。

「一〇分ぐらい前から前説やってるぞ」

「前説って──何を？」

「スタンダップコメディだ」

　豊の言葉に、啓治は「へえー」と頷うなずいて見せたが──

「……ごめん、どういう奴やつ？」

　スタンダップコメディがなんなのかがわからず、やっぱり聞いた。

「ピン芸人が一人で喋しやべるネタ全ぜん般ぱんだと思えばいいさ。アメリカとかイギリスだと、皮肉や政治批判をジョークにすることが多いけど」

「で、こんなに沸わいてるのか」

「えーまだ来てない人がいるのと、準備が整っていないようなんでもう少しお付き合い下さい」

「「いええええい！」」

　盛り上がる観客を宥なだめ、マホはすーっと息を吸う。

「めんどうくさいって言葉があるよね。あれって、剣けん道どうをしていた人が、道具を洗せん濯たくしようとしたんだけど、面と胴どうがあまりにも臭くさくて、洗うのが大変だってことから生まれた言葉なのよ」

「「へー」」

　マホの雑学に、一同が感心しきりになったのを見計らって──

「ま、噓うそだけどねっ！　『どう』の字違ちがうし！」

　びしっと指をさし、満面の笑みで言う。

「「いえええええええい！」」

　それだけで、観客は沸いた。

「…………何な故ぜだ」

　啓治は一人、劇画タッチになってそれを眺めていた。

「トイレには、女め神がみ様がいるんだってーっ！」

　マホがマイクを客に向けながら言う。

「「へー」」

　マイクに拾われたみんなのへーが運動場に響くと──

「ま、噓だけどねっ！」

　びしっと指をさし、満面の笑みで言う。

「「いええええええい！」」

　それだけで、観客は沸いた。

「…………何故、これで盛り上がれるんだ……」

　啓治は、呆あつ気けに取られていた。

　マホを、というよりも、この運動場全体を、俯ふ瞰かんで見ているかのような気分。

　完全な、蚊か帳やの外にいた。

「大衆ってのは、集まって騒さわげれば、なんだっていいのさ」

　実は、豊すら、いえええええええいに参加していた。

　楽しそうな笑顔で。

「俺には理解出来ない世界だ」

　そんな光景が、やけに恥はずかしく見えた。

「一緒に騒いだ方が、楽しい人生だぞ？」

「と言われてもな」

「今日は祭りよ！　みんな何も考えず、ただバカになって楽しんでいってねーっ！」

　そんな啓治の思いを知ってか知らずか、マホの声が聞こえてきた。

　ただ……バカになって。

　その言葉に、啓治は心を打たれた。

　深く考えるな。

　他人を蔑さげすむな。

　ライブとは、一体感だ。

　まるでアリやハチのように、一人一人を個とするんじゃない。

　ここにいる全体で、一つの個と考えるんだ。

「いええええええい！」

　とりあえず、マネをしてみる。

「上う手まいじゃないか」

　豊が笑う。

　その顔は、バカにした笑みではない。

　友を見る、笑顔だ。

　そう、ここには、騒ぐ人間をバカにする人間がいなくなっていた。

「……やってみると確かに、ちょっと楽しかった」

　啓治も笑顔を返す。

　人の輪を滑こつ稽けいに思うことは簡単だ。

　だが、その滑稽な輪に入ることは難しい。

　それを、こうも容易たやすく受け入れてくれるこの環かん境きようを、一いつ瞬しゆんで好きになってしまった。

「さて、準備も整ったみたいなので、さっそく行ってみましょう！　エントリーナンバー一番。田た中なかノイエさんのアピ──────ルタ──────イムっ！」

　水着姿のノイエが、朝礼台を上がり、マホはぴょんと朝礼台から飛び降りた。

　ふわりと揺ゆれるスカートから、パンツが──見えなかった。

　マホのことだから、ギリギリ見えないように計算してスカートを閃ひらめかせた可能性もあるなと啓治は考えて、ゾッとした。

（俺は、あいつを恐おそれているんだな）

　ノイエがマイクの前に立つと、き～んとハウリングの耳みみ障ざわりな音が響ひびく。

　ノイエはポスターのときと同じく、水着姿だった。

　だが、メイクはしていない。

　啓治に言われた通り、すっぴんでこの晴れ舞ぶ台たいに挑いどんだのだ。

　皆みんな一様に、ノイエの第一声を期待していた。

「私には……アピール出来るようなモノがなかった」

　ノイエは、しんみりとした声で言う。

「「おお～」」

　悲しげな「おお～」が観客から漏もれる。それはさながら、アメリカのコメディドラマのようだった。

　当然、豊も啓治も同じ「おお～」の声を出している。

「流は行やりの歌を歌うことも出来ない。気の利きいた会話も出来ない。飛行機の運転も出来ないし、上手く耳かきを使うことも出来ない」

「「おお～」」

　悲しい告白に、皆切ない視線を向けていた。

「私にはせいぜい、手刀でビール瓶びんを真っ二つにしたり、指一本で瓦かわらを三十枚割ることしか出来ない」

「「お、おお～？」」

　悲しい告白？　に、皆切ない視線を向けていた。

「……それで十分なんじゃ」

　なんて声が届く前に──

「そんな私に、ある人が言ってくれた。剣けんでも持って、踊おどってみたらどうだ？　って」

「あ、俺言ったわ」

　啓治は思い出し、ぼそりと呟つぶやいた。

　まさか、そのまま採用するとは思わなかった。

「だから──見て下さい。ソードダンス。タイトルは、ＳＵＫＩＹＡＫＩ」

　いつの間にやら、ノイエの手に一ひと振ふりの刀が握にぎられていた。

　それは日本刀のようでいて、日本刀ではない。

　その刀身は、黄こ金がね色に輝かがやき、剣を振るうと光の筋が浮うかぶ。

　その黄金色の光こう跡せきは、まだ昼間だというのに明めい瞭りように、長く残る。

　ふぉん。ふぉん。

　まるでス○ーウォーズのライ○セーバーを振るったような音と共に、光跡が空間を彩いろどった。

　それはとてもキレイで、首都高のヘッドライトや、振り回された花火のようだった。

　そして、ノイエの剣けん舞ぶは流石さすがの一言で、くるくると空中で何回転もするような動きや、少しよう林りん寺じでやるような動き。

　狭せまい朝礼台の上で、体操選手よりも激しく、カッコイイ動き。

　あまりの素す晴ばらしさに、みんなペンライトを振り始めた。

　みんながみんなペンライトを振り始めたせいで、一番後ろの方で見ていた啓治は、どれがノイエの光跡なのか、何がなんだかわからないまま剣舞は終わってしまった。

　みんな、先ほどまでの盛り上がりを忘れてしまったのか、ただただ圧あつ倒とうされていたのか、しんと静まり、ただノイエの舞まいを見続けていた。

　ノイエが深くお辞じ儀ぎをしたのを見て、みんなそれが終しゆう了りようしたことを知る。

「「い、いえええええい！」」

　遅おくれて、みんなが盛り上がる。

「はーい、田中ノイエさんでしたあ」

　ぱちぱちと拍はく手しゆしながら、マホが朝礼台に上がると、みな同じようにぱちぱちと拍手を返した。

「えーまたいつかね。機会があればね。次はね。ＢＧＭありで見たい芸ですねー」

　と、ノイエの剣舞を総そう括かつする。

「それだ！　何か物足りないと思っていたんだが、ダンスには音楽が付きものだわ！　せめて歌か何かと一いつ緒しよに見たかったもんだな」

　凄すごい舞だった。

　見る者全すべてが心を奪うばわれた。

　だが、足りない。

　何かが足りない。

　それが、ミュージックだったのだ。

「続きまして、暗黒騎き士しさんのアピールタイムです。どうぞー」

　ぱちぱちぱちぱち……

　拍手が巻き起こり、漆しつ黒こくの具足が朝礼台に鉄の音を響かせる。

　ガシャン。ガシャン。ガシャン。

　朝礼台に上がった暗黒騎士の姿に、皆みんな違い和わ感かんを覚えていた。

　首から提さげているのは──アコースティックギター。

　胸の辺りで弾ひくスタイルなのだろう。少し高い位置にギターを持っていた。

　鎧よろいを着込んだギタリストは見たことなかったし、鎧を着込んだ上から制服を着ている上からギターを持っている暗黒騎士も初めて見た。

「皆、よく集まってくれた。私からも礼を言う」

　マイクを通して、暗黒騎士の声が響く。

「「いえええええええい！」」

　待ってましたと言わんばかりに、みんなが盛り上がる。

「この日のために、私は私なりに努力をしてきた」

　ボロロン。とギターを搔かき鳴らし、ふうと一息吐はく。

　暗黒騎士の鋼はがねの鎧の下では、柔やわらかな胸が大きく動いていた。

　緊きん張ちように、押しつぶされそうになる。

「ギターもそれほど上手くはないし、歌も上手くはない。歌詞を作ったのも初めて。それでも──私の努力の成果を──皆に聞いて欲しい」

「「いえええええええい！」」

「聞いて下さい。『君に会いたい』」











Ｔシャツの　首が　ダルダルだけど

下か顎がく前ぜん突とつぎみだけれども　車酔ようけど

マクドナルドのピクルスだけが　苦手だけど

ジーパンの　ベルト通しが　ちぎれてるけど




もう　真夜中　観みたいテレビ　あるけど

靴くつ下したのなか　小石あるけどウォウウォウ




食べたいモノも行きたい場所も特にないけど

天気予報を見るまでもなく　パラついてるけど

スポーツの　話題　話すために

何度ＢＳを　見ればいいのか




もう　限界だ　電話して　聞いてみよう

緊張のなかで　電話を掛かける




今から君に会いたいな　何をしてる？

何もしてないけど　外は　パラついてるし

だったら明日あしたでも今週末でも　何の予定もない　ｏｈ……







ああ～もう！　遅おそすぎた！　深い布ふ団とんのなかで　ｏｈ

雨が降る　前ならば！

鼻血出る　ほどの！　後こう悔かいをすぎて

次の日も　電話掛ける




今から君に会いたいな　何をしてる？

今から寝ねるとこで　明日　バイトの朝番

だったら明日でも今週末でも　何の予定もない

ただ　寝るだけで　本当に何も　何の予定もない









　それは、バラードだった。

　ボブ・ディランやレイ・チャールズのように、好き放題喋しやべり、好き放題音を楽しむ音楽。

　聞いている間、生徒たちは首を振ふり、腕うでを振り、音楽に乗っていた。

　だが、啓治だけが、冷ひや汗あせを搔きながら聞いていた。

（電話あったわ！　真夜中に電話っ！　え！　これ俺への歌なの？）

　ノイエが泊とまりに来た初日。確かに電話があり、サビの部分のような会話を繰くり広げたような気がせんでもなかった。

　まさか、暗黒騎士が啓治のためを思って曲を作ってくれたなんて。

　そう思うと嬉うれしさよりも、ノイエと夜を共にしたことへの罪悪感に苛さいなまれていた。

　まるで、浮うわ気きでもしたかのように。

「ご静せい聴ちよう、感謝する」

　深く頭を下げて、暗黒騎士は朝礼台を降りる。

　惜おしみない拍手に見守られながら、暗黒騎士は一代プロジェクトを成し遂とげられたと感無量だった。

　歌詞はあれだったが、曲自体は決して悪くはなく、普ふ通つうに聞いていられるモノだったからかもしれない。

「はあい、暗黒騎士さんでしたー。いやあ、いい歌でしたねー」

　マホがまた朝礼台に上がり、笑え顔がおを見せる。

　だが──「「いえええええええい！」」はなかった。

　音のない剣舞を見せられたあとで、バラードの曲を聴きかされ、皆みんなのテンションはリーマンショック以来の落ち込みを見せていた。

「さて、では最後の一人、岸田真ま梨り子こさんです！　どーぞー」

　ぱちぱちぱちぱち。

　最も早はや、拍手だけの歓かん迎げいの中、岸田さんが朝礼台へと上がる。

　白いワンピース。

　メガネは掛けていない。

　メガネがない方が、緊張せずに済むと思っていた。

　だが、いざ壇だん上じように来ると、一発で緊張が襲おそってきた。

（全員の顔が──コピーロボットに見える……けど……緊張するわよ！　やっぱり緊張するわよーっ！　人であるって知ってるもの！　視力のせいだってわかってるもの！）

　ぼやけている。

　ぼやけているが、ぼやけている人物の数が恐おそろしい。

「あ、あの……えっと……」

　言おうとしていた言葉。

　用意していた段取り。

　全てが、吹ふき飛んでしまっていた。

　何も言わない。何も動かない。

　そんな岸田さんに、ざわめきとどよめきが起こる。

　ざわざわという何を言っているかわからないけど何かを言っている雑音。

　それらが全て、自分への批判に思えて仕方が無い。

　思わず、目を閉じる。

（やっぱり、ダメだ！　私なんかじゃ！　どうすれば……いいの）

　震ふるえる手で、胸を押さえる。

　その手を包み込むように、また震える手で押さえる。

　時間だけが、過ぎていく。

　そんな中──

「君の好きなことを話せばいい！」

　そう叫さけんだのは、啓治だった。

　目を開けると、やはりぼやけて誰だれが誰だかわからない。

　声の主を探そうにも、全て肌はだ色いろの丸でしかない。

　でも、岸田さんはわかっていた。

　勇気をくれたのは、鞍くら馬ま啓治だと。

「鞍馬くん…………」

　呟つぶやく岸田さんはぎゅっと勇気を振り絞しぼる。

「聞かせてー」

「何でもいいから聞かせてー」

　ここは、『優やさしい現場』だ。

　怖こわがる必要など、ない。

「それでは聞いて下さい。タイトルは『ドライブ』」

　きっ──と目に力を込こめて、決意を固める。

　ここまで来たんだ。

　もう──どうにでもなれ。







　ある大学生のカップルが、真夜中にドライブデートをしていた。

　目指すは、山の頂上。

　空気は澄すんでいて、雲もない。星を見るには絶好の日だった。

　曲がりくねった峠とうげ道みちを進むと、彼氏が笑いながら言った。

「この先のトンネル、幽ゆう霊れい出るらしいぜ？」

「えー、ちょっとやだよー」

　助手席にいた彼女はバカにしたように笑いながらも、内心ではびっくりしていた。

　暗く、誰もいない峠だけでも薄うす気き味みが悪いってのに、想像しただけでも不気味な雰ふん囲い気きのあるトンネルがこの先にあり、そこに霊が出るだなんて。

　だが、それでも彼女は笑っていた。

　この場所は何度も来ている。

　二人にとって、お気に入りのデートスポットだった。

「普通に通るだけだと何にも起こらないって話なんだけどさ。トンネルの中でおーいって呼ぶと、返事が来るんだって」

「それ、ただ音が反はん響きようしてるだけじゃないの？」

　なんて話している内にトンネルが見えてきた。

　彼氏はアクセルを踏ふみ込み、大きな声で言う。

「おおお────い！　幽霊さーん！　いますかー？」

「ちょ、ちょっと！」

　本当にやるとは思ってなかったので、彼女は焦あせり、彼氏の体を揺ゆさぶった。

　………………少し待っても、返事はない。

「「あはははははは」」

　二人は笑った。噂うわさなんて、やっぱりただの噂に過ぎないのだと。

　そして山頂に着き、車から降りて星空を眺ながめる。

　柵さくとベンチがある、歴れつきとしたデートスポットであり、心しん霊れいスポットではない。

　そこで卑ひ猥わいな不純異性交遊を堪たん能のうした二人がいざ帰ろうと車へ戻もどると、彼女が小さく悲鳴を上げた。

　後部座席のドア。トランク。リアガラス。テールランプ。

　そこには無数の手形が付いていた。

　泥どろには見えない。白い脂あぶらのような手形。

「な、なんだよこれ」

　彼氏も思わず、息を吞のんだ。

「か、帰ろうよ！　もう帰ろう？」

　彼女に言われ、急いで車に乗り込む二人。

　だが、はっと彼氏は気付く。

　この山頂には、二つの道があって、一つは登山用。もう一つは今来た峠道。

　登山用の道には、車が通れるほどの広さがない。

　そう、あのトンネルを、通るしかないのです。

　車を飛ばし、いよいよトンネルに差し掛かる。

　背筋がぞわぞわと震える。

　肩かたが竦すくむ。

　ぐっとアクセルを踏み込んで、一気にトンネルを抜ぬけようとする。

　彼女はぎゅっと目を閉じて、何も見ないようにしていた。

　べた……

　後ろの方から、音がした。

　びくりと体が強こわばり、そして震えがやってくる。

　べた……べた……

　べたべたべたべたべたべた……

「うわああああああっ！」

　恐きよう怖ふをかき消そうと、彼氏は叫ぶ。

　あまりの大きな音に、彼女は目をうっすらと開くと──目の前に白い服を着た黒くろ髪かみの女性がふっと現れた。

　幽霊だ。

　それは、明らかに幽霊だった。足が地に着いていない。

　トンネルの出口に、浮ういていた。

　咄とつ嗟さに彼氏はブレーキを踏み込んだ。

　ぶつかりたくないと思ったのか。

　それとも人の形をしたモノを轢ひきたくなかったのか。

　車はふわっと幽霊を通過し、車はトンネルを出たところで止まる。

　急カーブの前。

　眼前には、ガードレールと崖がけ。

　もし、ブレーキではなくアクセルを踏んでいたら、そのまま突つっ込んで落ちていた。

「もしかして、あの白い服を着た幽霊は、警告してくれていたのかな？」

　と話しかけた彼女の顔のすぐ横に、女性の霊がぱっと現れ──

「落ちろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」







　きーん。とマイクがハウリングする。

　運動場どころか、ご近所に響ひびき渡わたる叫びに、生徒たちはただ呆ぼう然ぜんと立ち竦んでいた。

　彼女が一体何を言っているのか。

　わかるのだが、わからない。

　どういう心境で聞けばいいのかもわからない。

　ただただ、呆然と立ち竦んでいた。

「……こ、この王道かつありがちな話を、何な故ぜ私が好きなのかと言いますと」

　何のリアクションもない観客たちに、岸田さんは恐る恐る語る。

「行きに幽霊を出さず、帰りに出すことで、怖いけど行くしかないという所です。最後のブレーキを踏む所はちょっと納なつ得とくが行かないところもありますが、二人が死んでしまうとじゃあ誰がこの話を伝えたんだってことになりますし、『落ちろー』も叫ぶタイプかぼそりと呟く『死ねばいいのに』タイプかで悩なやむところですけど、後者だったらガソリンスタンドまで逃にげて手形を拭ふかせたりして、でも手形の一つが中から付いていることが判明して、中に霊が入り込んでいることをアピールした後でやれば効果的かなと思うんです。でもそこまですると話が長すぎるし、べたべた～のくだりで徐じよ々じよに激しさを増していたから、やっぱり最後はじゃーんとシンバルを鳴らすような叫ぶタイプの──」

　不安なとき、人は饒じよう舌ぜつになる。

　ベラベラと好きなモノの話をする岸田さんに、一同啞あ然ぜんとしていた。

　特に啓治は、言い出した手前、岸田さんにも生徒たちにも申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「はあい、岸田さんのアピールタイムでしたー。もうこれ以上尺ないので終わりにします。結果発表は明日あした。昼休みに校内放送にて行いますのでみんな楽しみにしててねーっ！」

　ぱんぱんと手を叩たたいて岸田さんの長い説明をカットしたマホがさらっと締しめた。

「「いええええええい！」」

　最後の盛り上がりとばかりに、生徒たちは精せい一いつ杯ぱい盛り上がる。

「あ、あの……私……」

　岸田さんは急に恥はずかしくなり、ぺこりと素す早ばやく頭を下げると、いそいそと朝礼台を降りて、早足で逃げるように──
















　すってーん。

　マイクの線に、足を取られた。

　メガネをしていなかった弊へい害がいが、ここで出てしまったのだ。

　岸田さんは盛せい大だいに頭からヘッドスライディングをして、盛大にこけた。

　砂すな埃ぼこりが舞まい上がり、それが消え去るとそこには──

　純白のパンティ様が、太陽に照らされていた。

「「いえええええええいっ！」」

　最前列の数人しか見られなかったが、そのときの「いえええええええい」は、これまでのどれよりも大きく、喜びに満ちていた。







『結果発表ーっ！』

　その声は、まるでダウンタウンの浜はま田だのように響き渡った。

　アピールタイムの翌日。

　昼休みでみんながお母さんの愛情たっぷり弁当に舌した鼓つづみを打っている中で、校内放送が流れていた。

　暗黒騎き士しは昼にご飯を食べないのが常なので、腕うでを組んでそのときを待っていた。

　岸田さんはご飯が喉のどを通らないようで、弁当を広げたまま、祈いのるように手を組んでいた。

　ノイエは黙もく々もくと昼食を楽しんでいた。

　啓治と豊もいつも通り、昼食をしながらスポーツの話をしている。

　そして──

　この教室で二人。

　互たがいに互いを睨にらみ付ける人物がいた。

　マホとカナエ。

　黒髪の二人だ。

　ノイエの隣となりにいるカナエと、暗黒騎士の隣にいるマホ。

　二人は、こう思っている。

　はっきりいって、アピールタイムなどどうでもいい──と。

　マホは、人脈と諜ちよう報ほう活動により、弱みを握にぎって票を獲かく得とくした。

　それに対して、カナエはダイヤという価値ある鉱石によって、買収することで票を獲得した。

　それによって、どうなるのか。

　誰だれよりも自信を持っていたのは、カナエだった。

（ダイヤを受け取ったときの顔。あれは絶対裏切るです）

　カナエはマホが強きよう迫はくした人物をピンポイントに狙ねらって買収した。

　少なくとも、暗黒騎士よりもノイエの方が上。

　そして、その票数は、全体の四割を超こえる。

　残りの六割のほとんどが一人の人物に投票するとは思えない。

　マホは四割を取れれば勝てると踏んでいた。

　その四割がどれだけカナエに奪うばわれているか。

　勝率は一〇〇％ではない。

　だからこそ、結果が気になる。




『第三位──田中ノイエさん』




　早さつ速そく、結果が発表される。

「噓うそ……」

　カナエは我が耳を疑った。

　そんなはずはない。と、マホを見る。

　マホはにやりと笑えみを浮かべていた。

「ぐぬぬぬ……」

　言葉も出ない。

　そんな表情を見ると、マホはぞくぞくする。

　気持ち良くて仕方が無い。

「金でどうにかしようと言う悪は二流。──一流の悪ってのはね。ありとあらゆる手段を講じる。悪事を全力で『努力』するのよ」

「ぐぬぬぬ……」

　ぐうの音しか出ない。

『理由は、ダンスが格好良かった』

　ノイエが選ばれた理由が述べられていく中、興味のないマホとカナエはどうしてこうなったのかを話し合う。

「金で買収される奴やつなんてね。さらに金を積まれると買収されるもんなのよ。あんたが配ったダイヤは、一つ一〇万で私が全部買い取った」

　マホはにやりとした顔のまま、人差し指と親指を付けて、『銭ぜにのポーズ』を作る。

　高校生にとって、一〇万円は『大金』だ。

　それは『ダイヤ』という高価なモノよりも、簡単に想像が付く、大金。

「んなっ！」

「あんたの敗因は、この国の高校生が、『ダイヤを換かん金きんする方法に疎うとい』ということを知らなかった」

　マホがそれに気付いたのは、暗黒騎士と話をしていたときだった。

　この鉱石の価値がわからん。

　そう、一いつ般ぱん的な高校生に、ダイヤの価値を推おし量れはしないのだ。

「つまり、ダイヤを配るんじゃなくて、先に現金にしてから配るべきだったってことです？」

　その答えを思いつかなかったのが、カナエの敗因だった。

「正解。ちなみに一〇万で買い取ったダイヤは、一つ二八万で売れたわよ」

　その言葉が、決定打だった。

「完敗です」

　カナエは、がっくりと肩かたを落とした。

「仕方が無い」

　そんな落ち込んでいたカナエの肩を、ノイエはぽんと叩いた。

　負けたにも拘かかわらず、ノイエは別段いつもと変わらぬ表情だった。

「そ。私に勝とうなんて──」




『第二位──暗黒騎士さん』




「……えっ！」

　勝ち誇ほこったマホの顔が、固まった。

『と言うわけで、栄えある優勝者は──岸田真梨子さんでしたー』

「そんなっ！　…………あっ！」

　今度はマホが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情をしていた。

　親指の爪つめを嚙み、そして、理由に気付く。

　悔くやしさに、だんと机を叩いた。

「おい、マホよ！　どういうことだ！」

　まさか、マホが味方について負けるとは思っていなかった暗黒騎士も、マホの体を揺ゆさぶって理由を聞き出そうと躍やつ起きになった。

　それはさながら、株取引をトレーダーに任せきっていたのに大損してしまった株主のようだった。

「あいつは、出したのよ」

　親指の爪を嚙む。嚙みに嚙んで、悔しさを紛まぎらわす。

「何を？　……っ！」

　マホは言っていた。

　ミスコンとはなんだと暗黒騎士が聞いたとき──




　お尻しりを出した子が一等賞だと。




　あのアピールタイムで、岸田さんは最後にすっころんで、お尻丸出しのアクシデントを引き起こしていた。

　ミスコンとは、お尻を出した子が一等賞。

　その言葉の通りだったのだ。

『ちなみに、優勝した岸田さんに投票した理由で一番多かったのが──他ほかにいなかったから。でしたー』

「なんだその総理大臣を支持する理由みたいなのはっ！」

　負けた気がしない戦いだった。暗黒騎士の嘆なげきは無情にも放送室へは届かない。

「敗因はたった一つ。シンプルな答えだったのよ」

「と、いうと？」




「私は、暗黒騎士を脱ぬがさなかった」




　マホは敗北を受け入れた。

　これは、勝てる戦いだった。

　まさか、四割の不動票を確保しておいて、それ以上の浮ふ動どう票ひようにやられるとは思いもしなかった。

　三人の候補がいるのだから、票は分散するのが基本。

　どれだけ人気が無いとしても、一割程度の票が移るモノだ。

　むしろ、参加者を三人に絞しぼることによって、より勝率が上がると考え、他の候補者が出てくる前に会議まで開いた。

　その見立てが悪かった。

　もし、暗黒騎士としてではなく『エリー』としてエントリーしていれば、きっと圧勝出来ただろう。

　マホは立ち上がり、岸田さん──ではなく、啓治のところへと向かった。

「な、何？」

　急に神しん藤どう魔ま歩ほがやってきたもんだから、啓治は狼狽うろたえた。

「私に勝つなんて、やるじゃん」

　そう言って、握あく手しゆを求める。

　啓治はその握手に応じながら、思った。

（俺のせいで勝ったとも、俺のせいで負けたとも言える気がするんだけどな）

　ノイエに剣けん舞ぶをしろと言ったのは啓治だ。

　岸田さんにメガネを掛かけず、白いワンピースを着させたり、好きな話をしろと提案したのも啓治だ。

　そして、暗黒騎士の歌の歌詞には、啓治のことが書かれている。

　だから、啓治は勝った気がしていなかった。

　ただ──たまにはこういう思いも良いかなと、マホには何も言わなかった。







　暗黒騎き士しは、二等に終わった。

　このミスコンでグランプリを取る理由は、最初から賞品である。

　二位の賞品は、『とらふぐ』。

　一位のマグロは知っていたが、とらふぐのことはよく知らなかった。

　何な故ぜなら、暗黒騎士の世界に、とらふぐはいないから。

「とらふぐというのは？」

　ここはマグロを獲かく得とく出来なかったという嘆きよりむしろ、獲得出来たとらふぐのことを考えようと、マホに聞いてみる。

　グランプリが取れると踏ふんでいただけに、今の今までマグロ以外は眼中になかった。

「あれ？　知らなかったの？　魚よ魚。キロ一万円として、大体一キロから二キロぐらいの重さだろうし、まあ大体二万円の賞金と考えればいいんじゃない？」

　マホはとらふぐの説明を聞かれているにも拘わらず、現金化して答えた。

　ダイヤの買収で上う手まくいったところもあってか、ついどれだけの『価値』があるかで判断してしまう。

「数字で示すとわかりやすいな」

　高価な魚であるならば、王への献けん上じよう物として申し分ないだろう。

　ひとまず、暗黒騎士はほっとする。

「あーでも、何かで調べた訳じゃなくて私の適当な算出だけど」

　ダイヤも一〇万ほどの価値かと思って実際換金したら二八万だったのだ。

　もしかしたら、大分誤差があるかもしれないと、マホは断りを入れた。

「二万もするのであれば、高級魚と言えるな。──美う味まいのか？」

　という暗黒騎士の根本的な疑問に対して──

「そりゃあもう。私はマグロより断っ然、ふぐね」

　と、マホはふぐを絶賛する。

「おお！　では、なぜマグロが一位だったのだ？」

　暗黒騎士の中で、マグロはかなり上位に入る食材だ。

　それよりも美味いと言われれば、興味がわいてくる。

「そりゃあ、黒マグロ一いつ匹ぴきともなると何百万円と値がつくから」

　当然でしょ？　とマホは言う。

「くっ、やはりマグロがベストか。しかも黒とか」

　暗黒騎士は嘆いた。

　やはり、マグロに勝まさるモノはないと確信した。

　そうすると、どうしてもマグロが欲ほしくなってくる。

「やっぱり、黒が好きなの？」

　頭から足先まで全身真っ黒な鎧よろいを着ているのだ。聞くまでもない質問だったなと思いつつ、それでもやっぱりマホは興味を示した。

「おかしなことを言う。お前たちも黒は好きだろ？」

　まさかのカウンターパンチ。

「え？　なんでそう思うの？」

「この世界には、何かと『黒』が溢あふれているではないか」

「例えば？」

「黒マグロとか黒くろ豚ぶたとかシンクロとか黒毛和牛とかユニクロとか黒七味とか黒ウーロンとか黒ビールとか黒くろ田だ官かん兵べ衛えとかベアクローとか」

「うん、いくつか黒じゃないのがあるね。いや、それらにも黒い部分があるんだろうけどさ。まあでも……うん。確かに黒好きよね」

　言われれば納なつ得とくする答え。

　豚と言われるより、黒豚と言われた方が高級そうだし、黒と付くことで付加価値を感じない食材はなかなか思いつかない。

「あー、やっぱり黒マグロを譲ゆずって貰もらえるよう説得してみようか」

「あー、言えばくれるかもね」

「どうして？　マグロはとんでもない価値なのであろう？」

「ダイヤと同じで、高校生にはその価値がわからないモノだからよ」

　と、岸田さんを見る。

　岸田さんは一位に選ばれた嬉うれしさなのか、机に突つっ伏ぷしてしまっていた。

　そんな岸田さんのところへ、啓治が笑え顔がおで向かうのが見える。

「岸田さん！　一位だって！　やったなっ！」

　ぽんと背中を叩たたき、啓治が祝福する。

「怪かい談だん話ばなしを長々と始めたときはどうなることかと思ったけどな」

　豊も、同じように岸田さんの席へと向かっていた。

「……鞍馬くん……うう……どうしよう」

「どうしようって？」

「芸能界からお呼びがかかったら、私どうしよう」

　岸田さんは、恐おそれの表情で言った。

「岸田さん。大だい丈じよう夫ぶ。ぜってーこねーから」

　啓治には、どこか確信めいたモノがあった。

「お呼びがかかっても、断ればいいしな」

　豊も、あっさりと解決策を見いだした。

「で、でももしかしたら芸能界にデビューして、グラビアからバラエティに進出！　大おお御ご所しよ芸人に気に入られて司会者に抜ばつ擢てきされて──」

　びし。

　啓治は岸田さんの暴走をチョップ一発で消し飛ばす。

「あうぅ」

　軽いチョップだったが、ひ弱なキャラでお馴な染じみの岸田さんは、頭を押さえてもんどり打つ。

「そうやって夢を語らないように、一位になったんじゃないのか？」

「……そう、だったね。ごめんなさい。私、またやっちゃった」

　ぺろっと舌を出し、笑顔を見せる。

　その笑顔は、今まで見た中で一番『可愛かわいい』と思えるモノだった。

　顔が、ではない。

　女は愛あい嬌きよう。

　愛らしさに溢れていたのだ。

「……参ったな。メガネをしててもきょとんとしてなくても……可愛いもんだ」

　啓治の言葉を、豊が代弁してくれた。

「え！　そんな！　か、可愛いなんて……初めて言われた」

「初めてじゃねえよ！　勉強出来るくせに記き憶おく力ゼロか！」

「あ、勉強と言えば……はいこれ」

　岸田さんは、机の中からキャンパスノートを取り出した。

「あ、これって」

「約束の──ブツ」

　それは、報ほう酬しゆう。

　いちいちノートに書き写すのが面めん倒どうな二人に代わって、せっせと三人分のノートを取っていた岸田さんの、努力の結けつ晶しよう。

　中を見てみると、とてもわかりやすく、整せい頓とんされたノートの取り方で、落書きの一つも見当たらない。

「お、サンキュ」

　豊は中を改め、うんうんとその出来の良さに頷うなずいている。

「へー、やっぱり勉強は出来るんだなー」

　啓治は初めて岸田さんに感かん銘めいを受けていた。

「お話し中すまない」

　そこへ、暗黒騎士がやってきた。

「あ、どうも」

　歌の件や電話の件で申し訳ないと感じ、少し声が小さくなる啓治。

「実はな。その、誠まことに申し上げにくいのだが──」

「はい？」

　畏かしこまりつつ、恐れているような声こわ色いろに、岸田さんがきょとんとする。

「マグロを、譲ってはくれまいか？　その、出来ればで良いのだが」

「……あ、もしかして暗黒騎士さんがミスコンに参加した理由って、マグロだったの？」

　啓治は驚おどろいた。

　まさか、あの賞品を欲しがる人間がいるとは。

「ああ、その、出来ればで、良いのだが」

「いいですよ」

「バカなっ！　即そく答とうだとっ！」

　きょとんとしたままの即答に、暗黒騎き士しは驚いた。

「別に、マグロが欲しくて参加した訳でもないですし、あんなの貰っても──ねえ？」

　啓治に同意を求め、豊と啓治は強く頷いた。

　マグロを一いつ匹ぴき貰っても、捌はけないし食べきれないし、持ち歩きたくもない。

「なんと懐ふところの深い方なのだ。……負けたよ。完敗だ。私には、その器うつわの大きさは──」

「いやいやいやいや！　そこまでのことじゃないんですって！」

　岸田さんは焦あせって買い被かぶりすぎる暗黒騎士を止める。

　そして、沈ちん黙もくが流れた。

　互たがいに、何をどう話せばいいのか。

　交流がないだけに、困っていた。

『最後に、学園長からお言葉です』

　ずっと流れてはいたが、結果を聞いたあとは皆みんな興味を失っていた校内放送が、沈黙を破る。

「ん？」

　学園長が出てくることなど、滅めつ多たにない。生徒の中には、顔すら覚えていない者も少なくないだろう。

　だから、ついみんな、スピーカーに目をやった。

『えー、学園長です。ミスコンお疲つかれ様でした。優勝者の方、参加者の方、諸もろ々もろお手伝いして頂いたみなさん。大変素す晴ばらしいイベントで、満足しております』

　前置きが長いのは、いつも通り。

『一つ、謝っておくことがあります。実はその──マグロ、競せり落とせなかった』

　てへ。失敗失敗。

　なんて可愛らしい言い方で、学園長は言う。

『ごめーんちゃーい。一位の賞品はふぐに格上げして、三位の方はボールペンでお願い』

　そして、戯おどけて見せた。

　生徒の九割九く分ぶ九く厘りんが、「なんだそんなことか」とバカにしていたが──

　たった一人。

　絶望に打ちひしがれていた。

「そ、そんなまさか……マグロが……私の……黒、マグロがっ」

　その場に頽くずおれる暗黒騎士。

　ぺたんと尻しり餅もちをつき、悔くやしさのあまり涙なみだすら見せた。

　そんな暗黒騎士さんを不ふ憫びんに思ったマホが立ち上がり、暗黒騎士のところへと向かって、こう囁ささやいた。

「もう、ふぐでいいんじゃない？」







　　　エピローグ「食品衛生法第六条第一いつ項こう第二号」







　御お中ちゆう元げんにふぐセットを贈おくった暗黒騎士の下もとへ、一通の手紙が届いた。

「おおー、白の伝書グリフィンではないか」

　愛くるしい姿に、暗黒騎士は伝書グリフィンの頭を撫なでる。

　帝てい国こくからの手紙。

　その紙の色に、暗黒騎士は眉まゆを顰ひそめる。

　赤い紙。

　呼び出しを意味する色だった。

「王は、喜んでくれたのだろうか？」

　内容を確かく認にんして、暗黒騎士の手が震ふるえた。

　そこに書いてあったのは、『言葉』ではなく『文章』だ。

　王が自分の言葉で綴つづったものではなく、お役所仕事が満まん載さいの、堅かた苦くるしい文章。

　長々と書かれているが、それを要約すると──




　王が死んだ。

　暗黒騎士が贈り付けた、ふぐの毒によって。

　よって、国家反逆罪として、斬ざん首しゆの刑けいに処す。

　潔いさぎよく出頭されたし。




「王が……死んだ……？　私の……せいで」

　暗黒騎士は、自分がとんでもないことをしてしまったと、顔面蒼そう白はくになっていた。

　足がふらつく。

　これほどのショックはない。

　頭の中で、王と過ごした日々がフラッシュバックする。

　決して、良い人間とは言えなかった。

　クズ野や郎ろうだった。

　だが、偉い大だいだった。

　暗黒騎士は電話を掛かける。

　その相手は──マホだった。

　どうしても、一つ確認することがあった。

「はいはーい。暗黒騎士さん、またなんかあったの？」

　マホの声は少しバカにしているようだった。

「おいマホよ。まさかとは思うが──ふぐには毒があるのか？」

「あー、あるよ。知らなかった？」

「そんな……」

　事実。

　暗黒騎士は涙が溢あふれてきた。

　王を、殺してしまった。

　自分の与あずかり知らぬところで。

「……ねえ暗黒騎士さん。どうしたの？」

「いや、すまない。そうか……では……また……いや……」

「暗黒騎士さん？　もしもーし。事情を聞かせてよ」

「いや、これは私の問題だ」

「え？」

「マホ……今までありがとう。楽しかった」

　暗黒騎士は、そう告げると、電話を切る。

　体育座りをして、ぎゅっと膝ひざを抱だきかかえた。

　死ぬしかない。

　責任を取るしかない。

　だが──

　死にたくなかった。







　鞍くら馬ま啓けい治じはいつも通り、ぼけーっとテレビを眺ながめていた。

　エリーに会いたい。

　会ったら、今度こそ。

　いつもそんなことばかり考える。

　ノイエとの密会で、勇気がわいていた。

　今の自分だったら、エリーにだって同じように接することが出来るかもしれない。

　ぴーんぽーん。

　チャイムが鳴る。

　いつも、エリーがやってくる時間だ。

　啓治は急いで立ち上がり、ダッシュで玄げん関かんまで行く。

　一秒でも、エリーを待たせたくはない。

　扉とびらを開けると──

「え？」

　そこにいたのは──神しん藤どう魔ま歩ほと田た中なかノイエだった。

「ちょっと、上がらせて貰もらうわよ」

　むっとした表情のマホ。

　感情を感じさせないいつものノイエ。

（マズイ。これはマズイ）

　バレたんだ。

　きっと、お風ふ呂ろを一いつ緒しよに入ったり、一緒に寝ねているのが、マホにバレた。

　一線を越こえなければ浮うわ気きじゃないと言い訳しながらも、やっぱりどこかでこれはエリーに対して不ふ貞ていな行こう為いではないかと感じてはいた。

　それを、マホは批難しに来たのだ。

　まるで、親にエロ本を見つけられたような心境で、どかどかと部屋の中へ入っていくマホを眺めていた。

「鞍馬くん、来て」

　その声は、鋭するどく、冷たい。

「へい。ただいま」

　啓治は腹をくくって、怒おこられようと思った。

　部屋に戻もどると、マホもノイエも正座していたので、啓治も正座する。

「話、聞いた？」

「ええ……え？」

　何故か、マホの言葉にクエッションマークが付いていた。

　ノイエから話を聞いたからここへ来たのであれば──「話、聞いた」だ。

「暗黒騎士さんの話よ」

「すみません。どの件でしょうか？」

「軽く話してあげて」

　と、ノイエに託たくす。

「暗黒騎士エールリンク・ラグナ・ウォルターは、処しよ刑けいされる」

「なっ！」

　ノイエの発した言葉に、啓治は条件反射で恐きよう怖ふを覚えた。

　処刑。

　それは、一いつ般ぱん的に、ただの刑けい罰ばつとして使わない。

　命を奪うばう刑だ。

「なんで！　何の話だよっ！」

　啓治は声を荒あららげ、ずいっと身を乗り出した。

　マホはそんな啓治の体を手で押し返して言う。

「ミスコンに出たのは、なんか献けん上じよう品を獲かく得とくするためだったらしいわよ」

「献上って誰だれに？」

「王」

　ノイエが小さく言う。

「帝国から、何か美お味いしいモノはないか。贈るように言ってきた」

「それで、マグロをあんなに欲ほしがっていたのか」

「……私もウォルターも、殺されると思った」

「は！　どうして？」

「王は、とても偉大な人。とても優やさしくて、とても怖こわくて、とても強い。──でも、たまに、週に一度ぐらい、人を殺したくて堪たまらなくなる異常性があった」

「サイコパスって奴やつか」

「きっと、私やウォルターの献上品に難なん癖くせを付けて、殺すつもりなのだと私たちは相談した」

「なのに、献上品を贈ったの？」

「贈らなければ一〇〇％殺される。贈れば八〇％殺される」

「異常だな」

「異常だからこそ、あの地位でいられたかもしれない。そんな王だから、いつも命を狙ねらわれていた」

「でも、なんで暗黒騎き士しさんが」

「殺される前に殺す気でいるのに、なんの不思議もない」

　啓治は、そう話すノイエの悲しそうな目を見て、気付いた。

　何な故ぜノイエが啓治の家に何度もやってきたのか。

　一緒に風呂に入り、一緒に寝て、『初めて』を共有したかったのか。

　もう、出来ないかも、しれなかったから。

「私は、ふぐにテトロドトキシンが含ふくまれていることを知っている。マフグに至っては皮まで気を付けるべきだとも。私が王に付いていれば──無知なものではなく、知識ある者が調理をしていれば──悔くやまれる」

　ノイエは、そう言って目を閉じた。

　自分が防げる事態だったと思うと、後こう悔かいばかりが波のように襲おそってくる。

「で、その話を聞いてすぐここへ来たんだけど、今度は私の話を聞いて」

「どうぞ」

　ノイエはきょとんとした表情でマホを見ていた。

「食品衛生法第六条第一いつ項こう第二号」

「……は？」

　呪じゆ文もんのような言葉に、啓治は聞き返す。

「この国の法律では、有毒な食品は、販はん売ばいすることが出来ないのよ」

「えっと……つまりどういうこと？」

「私が用意したならまだしも、学園長が買ってきたとらふぐに、毒のある部位は含まれてない」

「でも、絶対じゃない」

　ノイエの反論。

「そうね。紛まぎれてる可能性は否定できない。でもね。縄じよう文もん時じ代だいから食べてるのよ？　ふぐで死ぬ奴なんて、素人しろうとが捌さばいた時のみよ」

「そうなのか？」

「ふぐで死んだって事件なんて、そのほぼ全すべてが、素人が勝手にやったモノなのよ」

「だから、王は死んだってことじゃないの？」

　ノイエはまだ納なつ得とくが出来なかった。

　素人が調理をしたら死ぬ。

　帝てい国こくの調理人が、素人だったから死んだことに何の疑いもないと。

「学園長が買ったものは、すでに、プロが捌いて、ちゃんとしたところで売られていたモノ。つまり、毒が残ってるなんてことはあり得ない」

「ってことはつまり、神藤はこう言いたいのか？」

　ごくりと啓治はツバを飲み込んでから、改めて言う。




「暗黒騎士さんは、嵌はめられた」




　その言葉に、ノイエが驚きよう愕がくする。

「誰かがテトロドトキシンの存在を知って、それを入れたに違ちがいないわ」

「だったら、どうして俺のところに来た！　それを話すなら、暗黒騎士さんだろ」

「……もう話した」

　マホは、悔くやしげに言う。

「え？」

「それでも、責任を取るとウォルターなら言う」

　ノイエが、なるほどと頷うなずいた。

「いやいや、濡ぬれ衣ぎぬを着る必要なんかないだろ！　抗こう議ぎすべきことだろ！」

「そうか」

　ノイエは、マホに向き合って、何故ここへ来たのか、その結論を導き出した。

「彼に、説得を頼たのみに来た」

　ノイエの言葉に、啓治の目が鋭くなる。

　そういうことなら、やってやると。

　だが──

「はずれ」

　マホは意外な言葉を発した。

「あれ」意地で言っているのかと不ふ審しんがるノイエ。

　マホは、いつもの不敵な笑えみを浮うかべて、ここに来た理由を述べる。

「濡れ衣を着せるなら、脱ぬげないように着せるモノよ。暗黒騎士さんがどう抗議をしたところで、絶対覆くつがえせないようにしてるはず。暗黒騎士さんも、だから諦あきらめているのだと思う」

「じゃあ、俺にどうしろと」

「鞍馬啓治──神になりなさい」

　マホの言葉に、啓治の心臓はどくんと大きく震ふるえた。

「なんで……」そのことを。

　そう言うより早く──

「死ぬ運命にある者の命を、引き延ばしたい。これほどの大きな『欲よく』があって？」

　マホは知っているのだ。

　啓治が、欲を叶かなえる神様の末まつ裔えいであることを。

「俺が波は旬じゆんになれば、暗黒騎士さんを救えるのか？」

　マホを睨にらみ付けながら、啓治は言う。

「全知全能。出来ないことなど何もないから──人は『神』と呼ぶのよ」
















　マホの笑みは、『可愛かわいい』からはかけ離はなれた、魔ま性しようの笑みだった。

　そう、マホはこの状じよう況きようすら、楽しんでいたのだ。







　　　あとがき




『この世に絶対なんて存在しない。絶対に』が座ざ右ゆうの銘めいの木き村むらです。

　今回の話で一番苦労したのは、歌の部分でした。

　歌詞を作るのって、なかなか難しいモノで、川せん柳りゆうや落語の世界に通ずるところがあります。

　頭がおかしい人の方が、上う手まく作れるような気がしますね。しゃぶしゃぶされてる方がいるのも頷うなずけます。

　歌と言えば、日本古来の伝統──カラオケ。

　日本古来──であってると思います。数十年前は最も早はや『古来』と言えるでしょう。

　ダメかな？　やっぱり、数百年前からじゃないと古来は使えないのかな？　まあいいや。

　皆みなさんは、カラオケには行きますか？

　そして、カラオケに思い出はありますか？

　大体の人が、ないと思います。

　いつでもいけるし、何度もいける。

　四年に一度のオリンピックや、三年に一度の修学旅行に比べて、思い出なんて残るもんじゃない。

　そんなカラオケですが、私には思い出があります。

　学生時代、カラオケがブームでした。

　どこかに遊びにいくとして、ご飯とカラオケは同じぐらいの確率でメニューに組み込まれていました。

　毎回毎回、四人いれば四時間。三人いれば三時間。人数×時間分のカラオケ。

『いちごコンプリート』から『また逢あう日まで』まで幅はば広ひろく歌えることに定評のある私ではありますが、周りはそうはいきません。

　その日は、私を含めて、四人でカラオケに行きました。

　いつも同じ曲。

　当時は本を見て数字を打ち込んでいたので、最早数字を覚えてしまっていたぐらい、十お八は番この曲の連続でした。

　そんな毎日に、一石を投じる提案がありました。

「条件付きカラオケをやろう」

　投じられた石の衝しよう撃げきによって、一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。

　それは、飽あきが来ていた我々にとって、秋風のように爽さわやかな風でした。

「条件付きって例えば？」

　と、私が聞きます。

「んー。そやね。じゃあ──『私』を『力士』に変えようか」

　彼の提案は、こうでした。

『私』という歌詞が出てくるところを、『力士』と言い換かえて歌う。

　ただ、それだけ。

　シンプルな条件なので、みんな頭の中で『私』の歌詞がある曲を探します。

　ただ、私を力士に変えるだけ──ではない。

　これは、『力士』に変わったことにより、どれだけ歌詞が面おも白しろくなるかを試ためされている。

　そう、これは──大おお喜ぎ利りなのだ。

　私が悩なやみに悩んでいる中──

　一人目が曲を入れる。

　その曲は、今いま井い美み樹きさんの名曲『プライド』。

　やられたっ！

　とりあえずどういう感じになるのかを判断する材料として、一番最初の歌詞が『私』であるパターンをやられてしまった。

　力士が星を見上げて、泣くな力士！　笑うんだ力士！　と一いち途ずな思いを力士のプライドで描えがく。

　一発目でなかなか良いのをやりやがった！　くそっ！

　俺は出せるのか！　力士のプライドを負かせられるのかっ！

　他ほかにどういうパターンがある？　最早、最初に力士が出てくるパターンは使えない。

　となれば、力士を連呼するパターン。

　『キン肉マンＧＯ　ＦＩＧＨＴ！』でどうだろう？

　いやダメだ！　違い和わ感かんが、なさすぎるっ！

　選曲本をパラパラとめくり、頭の中で歌いながら考えていると──

　二人目の曲。

　『私は子こ猫ねこ』──林はやし原ばらめぐみ。

　万能文化猫ねこ娘むすめで来やがったのだ。

　そしてそれは、連呼するパターンの曲。

　くそっ！　なんて躍やく動どう感がある力士なんだっ！　猫のように可愛かわいい力士を選んで来やがるなんて！

　まずい。これはまずい。

　どんどんパターンを削けずられていく。

　そうして私が選んだのは──

　福ふく山やま雅まさ治はるの『スコール』。

　力士の恋こい模様をバラードでお届けしました。

　これがなかなかの高評価。

　りーきーしーと盛り上がっていくところに力士が来るのがみんなのツボに入ったのでしょう。

　素す晴ばらしいチョイスだったと今でも自負しております。

　最後の一人は記き憶おくにないので、恐おそらくクソ滑すべったのだと思います。

　ホントになんだったかな。

　この条件付きカラオケをその後も続けるのですが、どうも力士を越こえるお題が出ません。

　分かったこと。

　文字数は合わせなければならない。

　母音あるいは文字が一つ以上同じでなければならない。

　そうして、やっと決まったお題。

『あなた』を『バナナ』に変える──でした。

　私は──のときによく出てくる言葉。

　だが、先ほどの選曲は使えない。

　また選曲本をパラパラとめくり、探します。

　そんな中──一曲入ります。

　曲名は、『冬の稲いな妻ずま』。

　アリスの名曲中の名曲です。

　これは、とんでもない衝撃でした。

　何な故ぜなら『あなた』を『バナナ』に変えて、さらに『私』を『力士』に変えることによって、まるで力士がバナナに衝撃を受けて、バナナダイエットを始めるが、結局失敗してごっつへこむ。そんな様子を見事に描いたのだ。

　ハマりにハマった曲。

　それに、笑いながら私は言いました。

「勝てねえよ」

　あのときの冬の稲妻を、私は忘れないでしょう。

　皆さんも是ぜ非ひ、条件付きカラオケをお試し下さい。

　絶ぜつ妙みようなお題作るの、ほんと大変だけど。







　さて、皆さんはご存じでしょうか？

　滝たき廉れん太た郎ろうの『花』が、偶ぐう然ぜんにも暴あばれん坊ぼう将軍が暴れてる時の曲で歌えることを。

　チェッカーズの『ギザギザハートの子守唄』が、偶然にも日本昔話のオープニングの曲で歌えることを。これに関しては、逆でも歌えてしまうことを。

　キテ○ツ大百科の『お料理行進曲』が、偶然にもちょっと強引にドラ○ンクエストの『ロトのテーマ』で歌えることを。

　そして、作中で暗黒騎き士しさんが歌った『君に会いたい』ですが、偶然にも、グレイの『カーテンコール』で歌うことが出来ます。

　そして偶然にも、『やさしさに包まれたなら』の一番までなら、あの歌詞で強引に歌うことも出来ます。

　いやあ、偶然ってあるもんですねぇ。

　ゆずの『未練歌』とマク○ス７の『ダイナマイトエクスプロージョン』のサビぐらいの偶然の一いつ致ちです。

　西さい城じよう秀ひで樹きの『ギャランドゥ』がデッド・ケネディーズとかビリー・ジョエルに似ていたり、『ロマンティックあげるよ』と『日本がアブナイ』が似ているのも、偶然の一致です。

　おっと、途と中ちゆうから歌える歌えない以前に、ただ似ているだけになってしまいました。

　あくまで、全然違ちがう楽曲を作っていて、それがたまたま文字数的に歌えてしまう前半のパターンです。

　ちなみに、意識して作った訳ではありません。

　ただ歌詞を書いて、音を付けて歌ってみようと歌い出したら、あら不思議。

　偶然にも、歌えてしまったのです。

　絶対に、意識して作っていません。

　絶対に、絶対にぃーやねん。
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　この作品を愛して下さる方がいれば、これ以上の幸福はありません。

　この本を手にとって頂いて本当にありがとうございます。

　イラストの有葉あるふあさん。

　岸きし田ださんのビジュアル。色々試し行こう錯さく誤ごありがとうございます。

　編集部の方々。

　遊びに付き合ってくれる友だち。

　ネットゲームで出会ったみんな。

　全すべての人にありがとぅー。








木村心一

●きむらしんいち



１９８２年京都生まれ。「これはゾンビですか？」で第20回ファンタジア長編小説大賞佳作受賞。思い続ければ、夢は叶うと信じています。そう、どんな夢でもきっと叶う。『なんの努力もせずにサッカー日本代表に選ばれる！』という私の夢も、思い続ければきっと叶うのです。代表発表がある度に「呼ばれんじゃないかな？」とドキドキします。今年もダメでしたが、きっと来年は──


















口絵・本文イラスト／有葉

カバーデザイン／伸童舎










暗あん黒こく騎き士しを脱ぬがさないで４




#岸きし田ださん #てんてこの舞まい #五ご番ばん目めのシャンデリア








木き村むら心しん一いち
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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